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Prologue　プロローグ



　この世の終わりを思った。

　頭上には泥のような雲が重く垂れ込み、そのせいかひどく空を低く感じる。天空と地上の間には土煙が濃厚に漂い、視界を塞ふさぎ、喉のどに絡みつく。むせ返るほど粘つく血の臭い。呼吸もままならない。

　地上には累々たる人間の死体と人外の死し骸がい。

　折り重なるように、大地を隈くま無なく埋め尽くすようにそれらは死んでいた。

　伸のしかかってくるような曇どん天てん。

　肺と眼球を侵す砂すな埃ぼこり。

　嗅きゆう覚かくを塗ぬり潰つぶす腐臭。

　墓標のように点々と突き立つ剣や槍やり。

　無限の死が横たわる大地。

　世界はたったこれだけで成っていて、故ゆえに終末を思わせた。

「……ぅあ……」

　そのような世界に自分は立ち尽くしていた。

　生まれたばかりなのでわかることは少ない。わかるのは、足あし許もとに倒れ伏す人間どもが自分を使って殺し合い、そして全滅したこと。この死の大地に生きて立っているのはどうやら自分ひとりだけらしいこと。

　身体からだを見下ろす。人間や人外のいろいろな体液にまみれ、筆舌に尽くしがたい色に染められた四肢や胴体。液体は不快な粘り気で肌の上を這はう。

　足許。

　バラバラに分断された肉片や肉塊が、自分を中心にした一帯に転がっていた。

「あ、ぅ」

　生まれたての自分は言葉を知らない。

　そしてこの胸には確かに“〝何か”〟に対する憎悪が渦巻いており、今なお足下の残骸程度では物足りないと心を急せきたてている。強迫的なそれは己の中にありながらもまるで別個の生命のように暴れて止まない。

　生まれたての自分は言葉を知らない。

　それでもこのとき抱いた予感を言語化するならば。

　――もしもこれが本当に“〝終わってしまった”〟世界なのだとしたら。

　無知なはずの自分は殺意とも言える強烈な憎悪を抱えている。

　そして肉を細切れにする方法も知っている。

　自分がそういう道具であるということを、知っている。

　だから、

　――終わらせたのは、あたしなのかもしれない。





　けれど世界はしぶとく終わらず、自分は様々な人間の手を渡り大陸を転々とし、そして気がついたらこの寝台に行き着いていた――アリアは起き抜けの頭で簡潔に夢の続きを補完した。今さら悪夢程度で取り乱すことは無い。

　どれくらいまどろんでいただろう。閉じられた鎧よろい戸どの隙すき間まから淡い光線が射さし込んでいるのを、寝ぼけ眼まなこで確認した。部屋の空気の質、扉の向こうから聞こえる物音――たぶんフィオが朝食の準備をしている音――などから大体の時間帯を計る。

　――朝だ。

　上体を起こそうとしてそれができないことに気付いた。腕が首に絡みついている。もちろん自分のではなく、同じ寝台で眠る相棒の腕だ。セシリーの頭がこちらの肩の上に載っていて、視界一杯に赤いつむじが広がっている。小さな寝息が肌を撫なでてくすぐったい。

　私の寝床に入らないでくれ、といつも口を尖とがらせて言うセシリーだが、実は彼女には寝るとき手近なものに抱きつくという癖がある。それを知っているのは相棒のアリアだけだ。

「セシリー、朝だよ」

　腕の拘束をそっと外し、肩を揺り動かしてもセシリーが起きる気配は無かった。ずいぶんと眠りが深い。無防備に開いた口からよだれを垂らす様は日ひ頃ごろの精せい悍かんさを疑いそうになる。あー、シーツによだれの染みが。

「……仕方無いか。大変だったもんね」

　自分たちは昨日、この独立交易都市に帰ってきたばかり。

　軍国への旅路、そして軍国での滞在は終始慌あわただしいものだった。慣れない馬車での移動に腰や尻しりを痛めつつ、途中の道程で刺し客かくに襲われ、軍国では連日に及ぶ会議に忙殺され、白兵戦と称して人外相手に大立ち回りをし、その怪け我がが癒いえる間も無く帰途についた。都市に帰還してからも公務役所に直行して市長や団長への口頭報告を済ませた。

　実に二ヶ月近くにも及んだ旅路。蓄積した疲れが一度に押し寄せ、食事も取らずに爆睡してしまうのは無理からぬことだろう。

　ハンニバルの計らいで今日は午後出勤を認めてもらっている（どうせだから丸一日休ませて頂ちよう戴だいよとアリアは思うのだが）。近々大陸国家を集めた大きな会議が開かれるらしいから、のんびりしていられるのも今のうちだ。

　アリアはそろりそろりと寝台を抜け出し、乱れていた麦むぎ藁わら色の織物リンネルのシーツを相棒の肩にかけ直してやる。部屋にある小さな鏡を覗のぞき込み手て櫛ぐしで簡単に自分の髪の形を整え、寝巻きから私服に手早く着替える。そして部屋を出ようとしたところで――壁に立てかけられていた鞘さやが目に止まった。

　えんじ色の、細い直線形の入れ物。ルークに作ってもらった、アリアを収めるための鞘である。

　それを見つめ、考えた。

　――あたしはいつまでこの姿でいられるんだろう。

　アリアは魔剣である。

　神ヴアルバニルを殺す、ただそれだけのため四十四年前の大戦の最中に生み出された剣の悪魔。

　魔剣という悪魔は先天的に神への憎悪を宿し、その殺意は時に魔剣本体の精神さえも侵す恐れがある――そんな危き惧ぐがあったから、アリアはルークに頼み込んで鞘を拵こしらえてもらったのだ。剣の姿で鞘に収められれば、もしも何かの弾はずみで暴走したとしても魔剣の力を封じられるはず、とそう考えた。



    

  
    
      



    

  
    
      　しばらくぶりにあの悪夢を見たのも、恐らくはこの地に戻ってきたためだろう。都市のすぐ傍そばにはヴァルバニルのいる火山がある。久しく感じていなかった神の気配に、魔剣としての本能が原初の記憶を自分に見せた――

　お前はこういうモノなんだぞ、と。

　お前は生まれた頃ころから殺し合いの道具だったんだぞ、と。

　それを忘れるな、と。

　悪夢は強迫的にそれらを自分に伝えていた。

「……ふざけないでほしいわね」

　誰だれにともなくアリアは吐き捨てた。

「そんなもの見せられたって、あたしは負けないんだから」

　戸口から窓辺に向けて踵きびすを返す。鎧よろい戸どを押し開くとわずかに肌を刺す冷気と淡い陽光が部屋の中に滑り込んできた。窓から外へ上半身を乗り出し、強引に腰を捻ひねって無理矢理その方角を視野に入れた。

　連なる都市のずっと向こう側。

　深い森の上空、漂流する灰の幕越しに、巨大な火山の陰影が見えた。

「負けない」

　そいつをずびしと指差して声高に宣言してやった。

「負けないんだからー!!」

　どんな悪夢を見せられようとも、どんな出生だろうとも同じだ。

　殺すための剣ですって？

　いいわ、そんな馬ば鹿かみたいな運命は真っ向から貫いてみせる。

　――あたしは守るための剣よ。

　うぅん、という背後からの声に慌あわてて口を手で押さえた。今までその手で窓枠を掴つかんで身体からだを支えていたわけだから危うく窓の外に落ちそうになる。なんとか身体を支え直し、上半身を部屋の中に引っ込めた。

　起こしちゃったかなと思って見ると、セシリーが苦しそうに寝返りを打っていた。さっきまでアリアの首を抱いていた腕が手持ち無ぶ沙さ汰たに寝台の空白を掻かき、迷い子のように求めている。

　ささくれ立っていた気持ちがふっと和らいで、アリアは自然と唇の端を上げた。

　たぶん相棒は魔剣の抱える性質をすでに知っている。軍国にも魔剣はあるというから、例の『少女王』辺りから聞いたのかもしれない。軍国を出立してからこっち、時々こちらを気遣うような素振りがあったから。

　それでもやはり彼女は変わらない。あえてそのことを取とり沙ざ汰たすることも無く、変わらずにアリアと共にいて、見守ってくれる。

　当たり前のように鞘さやに放り込むこともしない。

　寝床に潜り込めばその腕の中に抱いてくれる。

“〝物”〟として扱わず、“〝戦友”〟として接してくれる。

　だから自分は戦える。

　心はいつまでも折れない。

「…………ぁ」

　何事か寝言を呟つぶやきながらセシリーが薄目を開けた。焦点のはっきりしない視線が天井や壁、虚こ空くうを彷徨さまよい、やがてこちらに行き当たる。

　まだ夢ゆめ現うつつの相棒に、アリアはにっこりと微笑ほほえんでみせた。

「おはよう、セシリー。そしておかえりなさい」

　自分たちは都市に帰ってきたのだ。



    

  
    
      

『帝政列集国』の成立。

　帝国と群集列国の合併の報は衝撃をもって大陸中に知らされ、これにより国家間の勢力図は大きく変動した。実に大陸領土の半分以上を掌しよう握あくする『帝政列集国』は、言うまでも無く世界を手に入れたも同然。

　近日中に、独立交易都市において大きな会議が予定されている。

　三国一都市会議改め二国一都市会議『ヴァルバニル会議』。

　大陸は揺れる。





　時は仲秋、かの人外の封印解放を翌年に控えた今。

　命運を左右する会議を前に、大陸の片隅で。

　女騎士、刀鍛冶ブラツクスミス、魔剣、悪魔の四者は束つかの間まの日常を過ごす。



    

  
    
      


第13－｜１話　日々　Episode Cecily



　　　１



　独立交易都市公務員の市長、ヒューゴー・ハウスマン。

　同都市公務員三番街自衛騎士団の団長、ハンニバル・クエイサー。

　彼らは長年の付き合いである。ヒューゴーは三年前に市民投票を勝ち得て市長になったが、それ以前からも一般職員として勤務しており、団長職に就ついてかれこれ三十年近くになるハンニバルともその頃ころから親交があった。故ゆえにお互いに気心が知れている。

　だからヒューゴーにはハンニバルが見せるだろう反応は大方予想がついていた。

　この日、彼はハンニバルを市長室に呼び出して命じた。

「副団長？」

「はい。三番街の副団長を決めてください」

　ヒューゴーの予想通り、禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふは眉まゆ根ねを寄せた。

　ハンニバルが渋面になったのは単純に面倒に思ったからに他ほかならない。すでに六十を超える高齢にもかかわらず彼は血気盛んな男だ。団長なので戦場での指揮はするが自らも前線に突っ込むような気性をしている。下手に指揮系統を作り、後陣に身を置くのを好まない。

　ヒューゴーはため息をついた。

「各番街の騎士団の副団長は、団長の推薦によって選ばれます。三番街だけですよ？　副団長の席が未だに空あいているのは」

「副団長……必要か？」

　鈍い反応。これも予想通り。

　だからはっきりと言い渡す。

「絶対に必要になります」

　こちらの断言に、眉み間けんに皺しわを寄せていたハンニバルが目を細める。

　ヒューゴーは頷うなずき、

「帝政列集国。……我々が対処すべき事態はいよいよヴァルバニル戦だけに止とどまらなくなってきました」

　帝国と群集列国、二国の合併は大陸国家の勢力図を大きく歪ゆがめてしまった。それが大陸の安あん寧ねいのため、和平のために結ばれたものと短絡的に考える者はいない。

　例えばの話だが、彼ら帝政列集国が総力を挙げてこの独立交易都市に攻め入ってきたとしたら、ひとたまりも無いだろう。先日行われた刀鍛冶ブラツクスミスと軍国の聖剣師の技術交換を通して軍国とはパイプがつながったが、地理的に軍国は遠方である。援軍を求めてもすぐに駆けつけられる距離ではない――

　無論例えばの話だ。そもそもこの時期に独立交易都市を占拠することにさしてメリットは無い。徒いたずらに大陸の安定を乱し、来たるべきヴァルバニル戦の準備がごたついてしまう。

　しかしそれだけの脅威と化してしまったことは事実。

　やはり備えは必要だ。

「ひょっとしたらハンニバルくんが戦闘に参加できない――そのような事態に陥おちいる可能性も皆無ではない。そのときはあなたに代わって三番街の自衛騎士団を取りまとめる人材が必要になる」

「ワシの手が回り切らないような、大規模な戦闘が起こるかもしれないことも覚悟しておけ、ということか」

「下へ手たをすれば大陸すべてを巻き込んだ戦争にまで発展することもあり得ます」

　ヒューゴーの言葉には一片の誇張も無い。

　大陸は事実、いつ暴発してもおかしくない一触即発の状態にあった。

　ハンニバルは顎あごに手を当て、ふんと鼻息を吹く。

「わかった。副団長を選出しよう」

「よろしくお願いします。……ちなみに候補になりそうな団員はいますか？　今思いつく限りで」

「ああ、いざというときはこいつに頼もう、というのはある。……いや待てよ。ちょうどいい機会かもしれない」

　ハンニバルが何やら思いついたように手を叩たたいた。

「うん。面白い。いいなコレ」

　よほどその考えが気に入ったのか、満足気な笑みで頷うなずく。

　傍そばで見ていたヒューゴーは少し不安になってきた。

「ハンニバルくん……？　何が『いい』なのですか」

「副団長の選出の仕方を決めたぞ。今」

　ハンニバルは一見、好こう々こう爺やの朗ほがらかな笑みをみせながら、

「ワシの下もとに身を置く者はやはり腕の立つ奴やつでなくては困る。でないとこの背中を任せられないからな。騎士団団員の実力も知りたかったからちょうどいい機会だ。ヒューゴー、感謝するぞ」

　嬉き々きと述べる様子に、まさか、とヒューゴーは呟つぶやく。

　嫌な予感がする。

　嫌な予感しか、しない。

「あの、わかっているとは思いますが副団長はあくまで個人の指揮力に主眼を置いて――」

　馬ば鹿かを言うな、とハンニバルは嗤わらう。

「副団長は――腕力で決める！」

　ああ、とヒューゴーは頭を抱えた。

　お互いに気心が知れているのだから、この言動も読んでしかるべきだった――





　ヒューゴー・ハウスマン。

　三十代後半にして大陸の貿易拠点である独立交易都市の市長を務める若き実力者。

　実は都市公務員の間では有名な話だが、彼は結構な苦労人である。



　　　２



「というわけで我が三番街自衛騎士団の副団長を決めるため、模擬戦を行うことにした」

　公務役所の集会所に集められた団員たちは、壇上から発せられた団長の言葉に騒然となった。

　ただしその反応は純粋な驚きよりも、とうとう来たか、という意味合いが大きい。

「……セシリーも、あんまり驚いてないんだね？」

　セシリーとアリアは集会所の片隅でハンニバルの宣言を聞いていた。ざわめく団員たちの輪から多少離れる位置――ある事件からセシリーは異性に対して苦手意識が働くようになっていた。そろそろこの意識もなんとかせねばなるまい。

　アリアは団員たちやセシリーの反応を不思議に思っているようだった。彼女にしてみれば、ハンニバルの発言は唐突なものなので驚くのも当然である。

　ああ、とセシリーは頷うなずき、

「元々副団長選出の件は騎士団の中で噂うわさされていたんだ」

　全部で七つある自衛騎士団の中で唯一、三番街だけが副団長職を不在にしていた。以前よりこのことは他番街から問題視されていたが、団長のハンニバル自身が積極的でなかったため長らくその役職は空席のままだった。

　しかし帝政列集国の成立により大陸の緊張状態はいよいよのっぴきならないものとなっている。そろそろ我が三番街にも副団長が必要なのではないか――。騎士団内ではそう囁ささやかれていた。

　だからこのタイミングでハンニバルが副団長を選出しようとするのは取り立てて不思議な話ではない。

「しかし……模擬戦？」

　セシリーは眉まゆをひそめる。副団長は団長の推薦によって決められる。だからハンニバルがあっさりと誰だれかを指名すればそれで済むはずなのだが。

　訝いぶかしく思って壇上を見上げる。

　ハンニバルが団員たちの顔を見回してから、説明を続けた。

「ワシが副団長に求める条件はひとつ。そいつにワシの背中を任せられるかどうかということだ。指揮に長けていても腕が立たないのでは話にならん。そうでないと団員の皆もついて来ないだろうしな。もちろん単純に勝ち残った者が即副団長というわけでもないが、とりあえずはこの模擬戦を通して副団長を見み出いだすつもりだ」

　団員の中から「団長！」と挙手があった。

　ハンニバルはそちらを見やる。

「レジナルドか」

「質問、というより意見があります」

　具申したのは日に焼けた精せい悍かんな顔立ちの男。

　レジナルド・ドラモンドという、セシリーにとっては先輩団員に当たる人物だ。

　彼は集会所全体に響き渡るような声でそれを述べた。

「模擬戦では魔剣の使用を禁じていただけないでしょうか」

　セシリーとアリアはぎょっとして後ずさった。

　レジナルドの意見に反発を抱いたため、ではない。

　魔剣の使用を禁じる。その意味を理解した団員たちが一いつ斉せいにこちらを振り返ってきたためだ。突然の注目に慄おののいてしまう。

　騎士団の中で魔剣を扱っているのはセシリーだけ、アリアも今ではセシリーとしか行動を共にしない。つまりレジナルドは名指しと変わらぬ形で、それを封印するよう申し立てたわけだ。

「もっともな注文だ」

　ハンニバルは頷うなずき、

「対人戦で魔剣は反則みたいなものだからな。言われるまでも無くそのつもりだった。構わないな、セシリー？　今後君が魔剣を使えないような状況に陥おちいることもあり得ないわけではない」

　はいと頷くセシリーの横で、えー！　とハンニバルに向かってアリアが唇を尖とがらせた。

「あたし、セシリーの相棒なのに！」

「君の気持ちもわからないではないが今回は我が慢まんしてくれ」

「ちぇー」

　頬ほおを膨らませるアリアを、セシリーはまあまあと諌いさめる。実のところ内心では冷や汗をかく思いだった。

　時折相棒の言動には肝を冷やされる。ハンニバルは確かに人柄の良い人物だが、やはり団員の自分たちはある程度の緊張と畏い敬けいを持って彼と接する。

　反してアリアの態度は非常に気安い。ハンニバルは今も「すまんすまん」と軽く応じているからいいものの、これが規律の厳しいことで知られる五番街の自衛騎士団だったらこうはいかないだろう。

　しかし――よくよく考えてみればアリアは代理契約戦争の戦場で生まれたわけだから、単純計算で四十歳を超えている。だとすると騎士団内に限って言えばハンニバルと年齢がそう離れているわけでもない（それでも団長の年齢は六十を超えているらしいが）。だから物もの怖おじしないのも頷うなずける――か？　純粋な団員というわけでもないし。

　とにもかくにも。

「武装は各自自由に行え。得え物ものも限定しない。得意とするものを選ぶがいい。模擬戦は明朝、早速行う。場所は第二正門の外」

　必要事項と正確な集合時間を伝え、ハンニバルはニヤリと笑った。

「模擬とはいえ、きっと派手な戦闘になる。繰り返すようだが武装はしっかりしておけ。怪け我がをしたくなかったらな。――以上、解散！」

　思い思いに団員たちは散り始める。

　警けい邏らの仕事に戻る者、手が空あいているので自主訓練に取り組もうとする者、仲の良い団員同士で明日のことを話し合う者たちと様々だ。

　その中でセシリーはというと、さてどうしたものかと腕を組んでいた。

　――魔剣アリアが使えない、か。

　彼女無しとなるとキャンベル家の倉庫からいくつか古剣を見繕うしかないだろうが、それにしても最近の自分の戦闘法は魔剣――レイピアの使用に倣い、刺突に特化している。倉庫に刺突武器があっただろうか？　確か槍やりの類たぐいはあったように思う。しかし流石に長物は卑ひ怯きようなような。

　――“〝斬きる”〟訓練にはさほど力を入れていないのだが……。

「セシリー、セシリー」

　アリアがこちらの袖そでを引っ張ってきた。

「話があるみたいだよ」

　彼女に指差されたほうを見やると、そこに先輩団員のひとりが立っていた。

　レジナルド・ドラモンドである。

　彼は何な故ぜか不機嫌そうな表情でこちらを睨にらみつけていた。

「レジナルドさん。何か御用ですか」

「訊きくが、お前は副団長になりたいのか？」

　突然の問いに目を瞬しばたたき、だがすぐに思い当たる。なるほど、そのことを考えるのを失念していた。

　――どうだろう、私は。

　自分は果たして三番街自衛騎士団の副団長になりたいか？

　団員の中には功名を競い合ってその椅い子すを望む者も多いようだが、自分については正直な話そこまで心は躍っていない。

　確かにそれは名誉と責任ある立場であり、働き甲が斐いはありそうだが――どうにもピンと来ない。働き甲斐云うん々ぬんで判断するのもアレだろうが。

　返答を考えながら横目で集会所に残っている団員たちを窺うかがう。恐らく明日の模擬戦というのは、自衛騎士団内で行われる団員同士の戦闘だろう。副団長の座にはさほど惹ひかれていないが、この中で腕を競うということに関してはかなり血が騒ぐ。

　――私は私の純粋な実力が知りたい。

　未だに脳裏にこびりついている記憶がある。それは軍国への道程で群集列国からの刺し客かく、ヒルダ・キャヴェンディッシュなる女性と剣を交え、敗北した経験。あのときの屈辱は今なお忘れられずにいる。

　アリア無しの、セシリー・キャンベル個人の腕試し。

　これはそのいい機会なのかもしれない。

「……副団長の席についてはあまり考えていませんが」

　セシリーは時間をかけて至った答えを、レジナルドに伝えた。

「せっかくですから全力でやってみようと思います。私が何ど処こまでやれるか」

「なら、辞退してくれないか」

　あまりの要求に言葉を失った。

　隣でアリアが「む！」と眉まゆを上げる。

「副団長を決めるための模擬戦だぞ。だからこそ皆も盛り上がっている」レジナルドは目を細め、「その席に興味が無いのならはっきり言って目障りだ。参加自体やめておけ」

　一方的に言い残して去っていった。

　遠ざかる背中に、アリアは「べー！」と舌を出してやる。

「相変わらず嫌な奴やつ！」

　今だけでなく以前からレジナルドはセシリーに対して挑発的な向きがあった。何が気に食わないのかはわからないが、何かにつけて小言を吐いてくる。なので先輩とはいえセシリーも彼にあまりいい印象を抱いていなかった。

　相棒は未だに腹立ちが治まらないらしくぶつぶつと続けている。

「なんでわざわざ嫌味言ってくるかなぁっ？　あたしを使うなとか言うし！」

「……嫌味、なのかな」

　ただ、怒りを露あらわにするアリアとは異なり、セシリーは思うところがあって首を傾かしげた。

　――嫌味と言うより、それこそ彼は明日の模擬戦に本気なのではないか。

　なんとなく、そう感じた。





　集会の後、セシリーたちは毎日の職務である市内巡回に出かけた。

　自由交易を謳うたう独立交易都市は外部からの出入りが非常に激しい。そして人の数は犯罪の件数と比例する。警けい邏らに出れば必ずと言っていいほど何かしらの厄やつ介かい事や騒動に出くわす。

　この日は飲食店で起きた傭よう兵へい同士の喧けん嘩かが一件、『物』商店街で起きた置き引きが一件あった。前者の喧嘩はその場で仲裁――制裁とも言う――した。後者は逃げ足が速かったが、魔剣アリアの力を借りれば捕まえるのは造作も無かった。

　公務役所は留置所の施設も有している。公務役所に戻ってきたセシリーたちは捕まえた置き引き犯を留置所の看守に引き渡し、規定の報告を行う。他ほかに特別な任務を言い渡されなければこれで今日の仕事は上がりだ。

　廊下を戻る途中、アリアが落ち着かない様子できょろきょろと辺りを見回していた。

「……いないよね？　あいつ」

「あいつ……ユーイン殿のことか？　そんなに警戒しなくてもいいじゃないか」

「だって会いたくないんだもん」

　そんな会話をしながら廊下を歩いていると、同僚のパティ・ボルドウィンと鉢合わせした。

「あらら。セシリーとアリアじゃない」

　彼女はこちらを見つけるや否や「ねえねえ」と寄ってきた。

「聞いたわよ、副団長の座を懸けた模擬戦のこと」

「単純な賭かけ、ではないと思うけど」

　彼女はセシリーと同じ都市公務員にして事務や治癒業務に就ついている非戦闘員である。栗くり毛げの、整った容よう貌ぼうに分厚い眼め鏡がねをかけた女性。こちらより五つ年上だがいつも親しく話しかけてくれる。

　でも、とパティは頬ほおに手を当てながら訊たずねてきた。

「大丈夫なの？　あなた、アリアは使えないんでしょ？」

「ああ。でも腕試しにはちょうどいいと思って、少し楽しみでもあるんだ」

「女の子が言うセリフじゃないわね」

　あなたらしいけど、とパティは嘆たん息そくする。

「でもセシリー？　腕試しなんて、そんななめた考えじゃ怪け我がするわよ。むしろ殺されちゃうかも。本当に心配だわ」

「パティ。心配してくれるのは嬉うれしいけれど、もう少し私の腕も信頼してくれ」

　セシリーは不平をこぼすように、

「アリアがいないとはいえ、私だってずいぶんと鍛えられてきたんだ。他ほかの団員に後れは取らない」

　自信を持って言ったつもりだが、何な故ぜかパティは眉まゆをひそめた。

「ちょっと……もしかしてあなた、勘違いしてない？」

「え？　何がだ？」

「……セシリー。この後仕事は？」

　予定は無い、と答えるが早いか、パティはこちらの手を取ってきた。

「行くわよ」

「い、行くって。何ど処こに？」

「セシリーの家に決まってるじゃない。模擬戦の武装は自由なんでしょ？　これからその武装の内容をじっくり検討するのよ」

　強引な口振りに、セシリーとアリアは顔を見合わせた。





　思い立ったが吉日、と言うのだろうか。パティの行動は迅速だった。

　自身の通常業務もほとんど終わっていたらしい。善は急げというパティに引っ張られてセシリーたちは公務役所を後にするとそのままキャンベル家に直行。パティはセシリーの母であるルーシー・キャンベルや家政婦のフィオ・アトキンズへの挨あい拶さつをそつ無く済ませ、そして目的であるキャンベル家の倉庫にたどり着いた。

　倉庫にはキャンベル家が代々集め、実際に使用してきた武器防具や骨こつ董とうの数々が収容されている。天井に備え付けられた玉たま鋼はがねの照明を点つけると、小物や古剣、弓矢、槍やり、錆さびついた全身甲かつ冑ちゆうなどが照らし出された。

「もう、うっすらだけど埃ほこりが積もってるじゃない。ちゃんとお手入れしているの？」

　実は以前にシャーロット・フィーロビッシャーたちと大おお掃そう除じを敢行してから、ほとんど手をつけていない。管理の無ぶ精しようぶりにパティは眉み間けんに皺しわを寄せたが、「……よし」とひとつ頷うなずくと袖そでをまくり物色を始めた。

　彼女の背中に、セシリーとアリアは顔を見合わせる。

　何な故ぜか張り切っている同僚に対し、こちらは気後れしてしまっていた。

「な、なあパティ。どうしてそんな……」

「セシリー。あなたは勘違いしているわ」

　振り向きもせずに背中が言ってきた。

「勘違い？」

「あなたの戦う相手は他ほかの団員じゃない」

「へっ？」

　相手は団員ではない？　寝耳に水だ。しかし団長は確かに、

　――いや、言っていなかったぞ。

　思い出す。ハンニバルは場所や時間を指定してはいたが、どのような形式で模擬戦を行うかまでは明言していなかった。

　でもそうなると。

「……誰だれと戦うんだ？　私は」

「ここまで言ってもまだわからないの？」心底呆あきれたようにパティは言い、「もうちょっと頭を働かせなさい。そんなんじゃ簡単にヤラレちゃうわよ。……アリアはもう気付いたわね？」

　セシリーの隣でアリアが頷うなずく。その顔が青ざめているように見えたのは倉庫の薄暗さのせいでは無さそうだ。

「クエイサー団長の考えそうなことを、考えるの」

「団長の考え」

　ハンニバル・クエイサーの考えそうなこと――

　と、そこでようやく思い至った。

「…………まさか」

　そのまさかよ、とパティは頷く。

「失礼ながらあの戦闘狂が黙って見ているとは思えないわ」



　　　３



「おはよう諸君。お前たちの本日の相手はこのワシだ。手加減はしないから覚悟しろよ」

　あり得ねえ――ッ!!

　ハンニバルの第一声に団員たちが悲鳴をあげた。

　模擬戦の告知が為されてから一日経たった早朝。

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団の面々は都市の南側に位置する第二正門のそばに集結した。都市全体を囲う石壁の外側、何の変哲も無い芝しば生ふの上に物々しい集団が群れを成している。

　昨日のハンニバルの指示通り団員たちは各自思い思いの武装をしていた。騎士団の制服こそそのままの者が多かったけれど、バックラーやラウンド・シールドといった盾の類たぐいを装備した者がちらほら見受けられる。得え物ものは普段から用いている剣や手て斧おの、槍やり、他ほかにも鎚矛メイスなどの打撃武器と様々。弓矢のような飛び道具を持ち出してきた者は流石にいないようだ。

　得物だけを見れば怖いものなどないように思えるが、団員のほとんどがこの世の終わりを迎えたような顔で頭を抱えていた。

　相手があのハンニバル・クエイサーならば無理も無い。

　――パティの言う通りになったな。

　悲嘆に暮れる騎士団の中、セシリーはこっそりと胸中で同僚に感謝する。彼女の監督の下もと、自分は常よりも装備を固めていた。

　セシリーの騎士団の制服は女性の体型に即していないため元々各部いじってある。それをベースに、さらに倉庫にあった甲かつ冑ちゆうをバラバラに分解して手甲や肩当てなどに流用した。空気が肌寒く感じられる季節になってきていたため多少の厚着もしている。

　そして武器は二点。腰に差した剣と、コルセスカと呼ばれる槍。後者は刃の両側に小さな刃が二枚付いているというスピアーだ。自分は刺突を得意としているから確かに槍は適切な武器なのだが、やはり対人の模擬戦で長物というのは少々躊ちゆう躇ちよした。

『あの団長にはこれでも足りないくらいよ』



    

  
    
      



    

  
    
      　そう言われると納得してしまう。

　騎士団の群れから距離を置いたところで、アリアがひとり見守ってくれている。こちらの視線に気付くとひらひらと手を振ってきたので軽く手を挙げて応こたえた。

「気楽だな」

　低い声に振り返ると、案の定そこにはレジナルドが立っていた。

　彼もハンニバルが相手だと見越していたようだ。制服の装甲を増やし、武器もこちらと同じ長なが柄えの槍やりを用意している。

「辞退しろと言っただろう」

「……そう言われて素直に辞退できると思いますか」

「魔剣無しで戦えるのか？　お前が」

　確かに得え物ものがいつものアリアでない、ということには若干の心こころ許もと無さを覚えていた。

　――が、

「戦えます」

　だからこそこの模擬戦が腕試しの好機となり得るのだ。

　レジナルドは鼻を鳴らし、そして言ってきた。

「参加するからには、お前の力も当てにするぞ」

　一瞬、言われた意味がわからなかった。

　彼が踵きびすを返して離れていくのを見て、ようやく声が出た。

「今のはどういう……」



「――――――――さあ者ども！　準備はいいか!?」



　騎士団の視線が一いつ斉せいにそこに集中した。

　注目を一身に受けてなお、豪気で余裕のある笑みを浮かべる、ひとりの偉い丈じよう夫ふ。

「不意打ちでも取り囲んででも構わん。全員で、好きに、殺す気でワシを攻略にかかれ」

　日常と変わらぬ格好にその手には鉄矛が一本。

　たったそれだけの武装にもかかわらず彼はこの場の誰だれよりも強烈な存在感を放っていた。都市の全自衛騎士団の中でも最も巨大で強きよう靭じんな肉体を持ち、どっしりとして雄お々おしい佇たたずまいは大樹が根を張っているかのよう。

　四十四年前の大戦の戦場を十代という若さで生き抜いた猛も者さ。

　大陸最強の男、ハンニバル・クエイサー。

　彼は団員たちを睥へい睨げいし、

「そして戦いの前に忠告しておこう――ワシを人間と思うな」

　彼の、頬ほおから首へと至る巨大な十字傷。

　その古傷が燃えるように紅潮する。

「一騎当千の敵。お前たちはこれから一体の悪魔を相手にするものと思え!!」

　副団長の座を懸けた模擬戦。

　ハンニバル・クエイサー、対、独立交易都市公務員三番街自衛騎士団。

　両者激突の火ひ蓋ぶたが切って落とされた。





　……が、かと言ってそうそう先陣を切れるものではない。

　誇りある団員らは二の足を踏んだ。散り散りにハンニバルを取り巻きながら、互いに譲り合うような、気勢の削がれた空気で間合いを見計らう。

　セシリーも迂う闊かつには動けなかった。今改めて“〝敵”〟としての彼を前にして実感する。

　これまで数々の悪魔や人外を相手取ってきたが――それらとこの男は比べ物にならない。

　凄すさまじい緊張感に、セシリーはすでに汗をかきつつあった。

「なんだ、誰だれも来ないのか？　情けない」

　待ち構えていたハンニバルは、一向にかかって来ない部下たちを見てつまらなそうに呟つぶやいて――

「ならば行くぞ。怪け我がは自己責任だ」

　大地を蹴けった。

　その駆け出しは大砲の発射の如ごとき迫力。地面を爆発させるほどの蹴り出しで前方へと跳躍した偉い丈じよう夫ふは、正面にいた団員二名に猛烈な体当たりを喰くらわせた。馬車に撥はねられたのではないかという勢いで彼らの身体からだがぶっ飛び、地を跳ね滑っていくのを尻しり目めに、ハンニバルはさらに手近の部下に躍りかかる。

　轟ごう音おんをあげ、縦に振り下ろされる鉄矛。

　大気が悲鳴をあげる。

　曲がりなりにもこれまで人外や悪魔と戦闘してきた騎士団の一員である――標的にされた団員の彼は棒立ちでは終わらなかった。

　ハンニバルと同種の鉄矛で打撃を受け止め、

　そして得え物ものごと叩たたき伏せられた。

　単純にハンニバルの膂りよ力りよくが生なま半はん可かなものではないのだ。自らの鉄矛の下敷きになった団員は泡を吹いて気絶。その犠牲により周囲の団員たちは思い知る。

　団長の攻撃を受けてはいけない。

　だが、とそこにいるほとんどの人間が本能的な震ふるえを覚えた。

　アレをかわせるのか――？

「ぼさっとするな！」

　凍りつく団員たちを一喝したのはレジナルド・ドラモンドだった。

「どうせやらなくてもやられるんだ――囲め！」

　それは自や棄けっぱちのような理屈だったが、団員たちは他ほかの誰だれよりも団長の性格を理解している。こちらが戦う姿勢を見せようと見せまいと、この野獣じみた最強の男は問答無用で襲いかかり、蹂じゆう躙りんしてくる。レジナルドの言葉を裏付けるようにハンニバルが笑みを浮かべたのを見て、総員が覚悟を決めた。

　どうせ死ぬなら戦って死ね。

　騎士団は行動する。覚悟したならば早い。示し合わせたように合同訓練の記憶に倣い、瞬またたく間に“〝獲物”〟を中心に置いた円状の包囲網を敷いた。さながら獣狩りの陣形。

　目を細めたハンニバルが円陣の一角へと一歩踏み込む。

　しかし騎士団は彼の無言の重圧に恐れをなして、隊列を乱すような愚を犯さない。

　むしろじりじりとその包囲を狭め、その最中にも初期段階に撥はね飛ばされたふたりの団員が起き上がって陣に加わり、二撃目で倒された団員は後衛に運ばれ介抱される。

「ほう」

　嬉うれしそうにハンニバルが一息漏らしたとき。

　その機会に滑り込むように、彼の真後ろ――布陣から真っ先に飛び出す影があった。

　セシリーだ。

「――――」

　右半身を前方に突出させ、地面を削るようなすり足で肉迫する。

　得え物ものであるコルセスカは当然ながらレイピアよりも間合いが広い。最小限の接近で標的を刺突範囲に捉とらえると、セシリーは流れるように槍やりを突き込んだ。

　狙ねらうは太い首筋の裏――うなじの中心だ。

　事前に刃は潰つぶしてあったが、それでも突かれたならばただでは済まないだろう。

　完全に死角からの強襲。だがセシリーとてこれで獲れる相手だとは思っていなかった。如い何かにしてそれを察知したのか不明だったにせよ、案の定ハンニバルはすでにこちらの刺突の軌道上から外れていた――その巨大な体たい躯くからは想像もつかないような素早い動きで真横に移動している。

　コルセスカの矛ほこ先さきは空を穿うがつに終わる。

　――終わらないさ。

　実戦場において槍が重宝される理由は間合いの広さももちろんあるが、一方で攻撃の連続性にもある。突く、引く、突く、引く。単純な動作を連続でつなぐことができ、故ゆえに対象を蜂はちの巣にすることが可能。

　一夜の付け焼刃で身につけた技術だが、セシリーはコルセスカを引きつつその穂先を精確にハンニバルの頭部へと追わせていた。こちらに首を巡らせる偉い丈じよう夫ふの顔面に再度刺突を放つ――

「え」

　ハンニバルが、消えた。

　否。

　消えたと錯覚するほどの速度で、彼は足あし許もとにしゃがみ込んでいた。巨大な身体からだを折り畳むように膝ひざを突いて深くうずくまり、刹せつ那な的にセシリーの視界から脱したのだ。

　間髪を容れず、ハンニバルは自らの頭上を貫いた槍やりの柄を真下から掴つかんで捕らえ、それをさらに背を見せるように体を捌さばきながら引っ張り上げる。槍を持つセシリーは有無を言わせぬ引力にあっさりと引っ張り上げられ――そのまま鋼鉄のような硬さの背面に背負い上げられてしまった。

「え」

　状況を理解するより早く、

「せいっ!!」

　跳ね上がる背筋。前方への投とう擲てき。

　背負い投げの要領で、セシリーの五体は文字通り放り投げられた。

　槍を取り落とさなかったのは奇跡に等しい。空中で放物線を描いたセシリーに平へい衡こう感覚を保つ術すべは無く、下と上の区別をつけることも受け身を取ることも落下のタイミングを計ることも叶かなわず――土の地面に墜落した。

　衝撃と同時、視界が真っ白に染まる。

　――――。

　十数秒ほど気絶していたらしい。

「勝手に先走っておいて勝手に寝るな」

　頬ほおを叩たたかれて起こされる。セシリーはぼんやりとレジナルドの顔を見上げた。

　はっと気が付き身体を起こそうとして、激痛が走った。形容しがたい痛みにうめきながら周囲を見回す。

「私は……」

　自分はどうやら騎士団の包囲網の外までぶん投げられてしまったようだ。騒動に反応してそちらを見やれば、ハンニバルが団員たちを千切っては投げ、千切っては投げを繰り返し、騎士団の人垣を突破しようとするところだった。仲間たちがゴミのように次々と投げられていく様に、自分はあんなふうに宙を飛んだのだと理解して青ざめた。

　圧倒的に過ぎる。セシリーは茫ぼう然ぜんとするより無かった。

　――途と轍てつもない。

　ハンニバルは前言通り一騎当千の勢いで自分たちを殲せん滅めつせんとしていた。息を切らしている様子も見当たらない。むしろ嬉き々きとして並み居る騎士団を殴打し、蹴け飛とばし、叩き伏せ、返り討ちにする。

　彼ひ我がの力の差は歴然としていた。自分たちは多勢にして遠く及ばない。

　――だとしたら、私にできることは。

　おい、とレジナルドがこちらの肩を揺さぶってきた。

「何を呆ほうけている。立て。諦あきらめるのは――」

「レジナルドさん」

　顔を上げたセシリーは先輩団員を振り返り、

「私、クエイサー団長に勝ちたいです」

　レジナルドが目を見張った。

　もしかしたらそれは、口に出すのもおこがましいことなのかもしれない。

　しかしセシリーは言う。

「団長に勝ちたい――団長を倒したい！」

　声に出して、叶かなえたいと望む。

「私は強くならなければいけないんです。都市を守るためには今のままでは足りないから。私はまだ、無力だから。でもクエイサー団長に勝てたなら、私は一歩前へと進める。絶対に勝ちたいんです！」

　ハンニバル・クエイサーの力は桁けた外はずれだ。そのような彼に打ち勝つなど無謀に思われるかもしれない。けれどセシリーはそれを高過ぎる理想だとは思わないのだ。

　自分がこれから戦っていく中で実現させようとする理想は、そうでもしない限り叶えられない。

「だから私に力を貸してください。やられたままで引き下がりたくない」

　レジナルドはそんなこちらの顔をじっと見つめていたが、やがて呆あきれたように言った。

「阿あ呆ほう。俺おれは最初からそのつもりだ」

「え？」

「団長は怪物。わかってはいたことだが一筋縄ではいかない。だから適材適所でいく。俺がお前に手を貸すから、お前も俺に手を貸せ。いいな？」

　口早に告げる彼の顔を、セシリーはぱちぱちと瞬しばたたきながら見つめた。

　その鈍い反応に、苛いら立だちをはらんだ声が返ってくる。

「返事はどうした」

「あ――はい！」表情を引き締め、頭を下げる。「よろしくお願いします!!」

　声が大きいと眉まゆをひそめてから、レジナルドは手短にだが幾つか指示を与えた。

「手数を優先しろ。どうせお前の腕力では団長に決定的な一打を浴びせることは難しい。だから威力は度外視。とにかく手数で圧倒して、動きを封じろ」

「はいっ」

「団長の素早さは並ではないが、お前のそれも決して負けていない。さっきの突進を見てそれはわかった。小回りをもっと利かせろ。槍やりの攻撃範囲を活いかし、団長の間合いの外から手数で翻ほん弄ろう。隙ができたら俺おれが行く」

「はいっ」

「以上だ。異存は」

「ありません」

「ならば行け」

　レジナルドがこちらの背中を叩たたいた。

　セシリーはそれに押されるように再び駆け出した。





　――他愛が無さすぎるな。

　ハンニバルは胸中で独りごちる。

　彼を取り巻く布陣はすでに混戦の様相を呈していた。四方八方より襲いかかる剣けん戟げき。ハンニバルはそれを時に避け、時にいなし、時に砕きながら一いつ蹴しゆうし、群がる部下たちを鉄矛と拳げん骨こつと足と暴力で捩ねじ伏ふせていく。

　盾の類たぐいを装備している者もいたが無む為いに等しい。団員の中に自分の打撃を受け切る腕力を持つ奴やつはそういない。今もハンニバルに盾の上から鼻面を殴打されて転げ回ったのがひとり。

　嘆かざるを得ない。

　――もう少しは張り合ってくれるものと思っていたんだがな。

　自分が強すぎるのがいけないのか。皮肉でも何でも無くハンニバルはそんなことを考える。だが本当に、この程度で翻弄されてしまっては困るのだ。

　帝政列集国。ヴァルバニル。

　奴らに立ち向かうにはこれでは足りないくらいなのだ。

「足りない。まったく足りないぞ貴様ら!!」

　そう、ハンニバルが怒号をあげたときだった。

　自分を取り巻く混戦の輪に、鋭い速度で飛び込む者がいた。

　そいつは斜め後ろの方角から接近し、コルセスカの穂先を彼の胴体目掛けて打ち込んできた。ぎりぎり死角に隠れての刺突だったが、ハンニバルはその殺気を敏感に察し、振り向き様に鉄矛の腹で刺突を受け流す。

　そいつはセシリー・キャンベルその人だった。

　――先ほどと同じ攻め方ではワシは倒せぬぞセシリー！

　思ったが、しかしそうではなかった。

「オオオオ――!!」

　彼女は自らの刺突をかわされてなお、吼ほえる。

　そして力よりも速さ、手数を優先し、立て続けに槍やりを突いてきた。

「ぬぅっ？」

　連続する猛攻は苛か烈れつを極める。まるで正面から豪雨を浴びせるように、穂先は突いて突いて突きまくってくる。さしものハンニバルもたまらず鉄矛での防御に徹するが、その合間をかいくぐっていくつかの刺突はこちらの肉体を打撃した。

　一撃一撃はさほど痛みを感じるものではない。だが一箇所に留まらず左右へと身体からだを振りながら、こちらの鉄矛のぎりぎり届かない距離からセシリーは矢継ぎ早に刺突してくる。先ほどのただ突進するだけのそれとは打って変わり、自身の素早さと得え物ものの特性を存分に活いかした攻め方。

　自然、受け身に回ってしまったハンニバルの足はその場に縫い付けられる――

「今！」

　セシリーの叫びに呼応するように、突如矢の如ごとき勢いで一筋の影が飛来。

　彼女のそれとは別の槍だ。こちらの眉み間けんを貫かんと遠距離から投とう擲てきされたもの。

　刹せつ那な的にハンニバルの目は投擲者――レジナルド・ドラモンドの姿を捉とらえていた。

　――奴やつめ！

　反射的に右手に持っていた鉄矛を放り出し、そしてハンニバルは恐るべき勘を発揮する。飛来した槍の穂先が自身の眉間に衝突する寸前、その槍の柄を今しがた空手にした右手で掴つかんだのだ。

　その握力でもって勢いを完全に殺し、穂先が眉間に到達するより早く空中に食い止めた。

　一秒にも満たない、凄すさまじい攻防。

「ここ――！」

　その一秒にも満たない時間をセシリー・キャンベルは見逃さなかった。今度こそ渾こん身しんの力を込めて刺突を放ってくる。コルセスカの穂先がこちらの脇わき腹ばらへと吸い込まれる。

　ハンニバルはそれすらも残る空手の左手で柄を掴んで食い止めた――が。

　それはつまり両手がふさがってしまったということ。

　得物が捕獲されると同時にセシリーはそれを放棄しており、

　次いで流れるようにして腰に提げた剣へ手を伸のばしている。

　ハンニバルは目を見張った。

「狙ねらっ――」

　たのか、と言いたかった。答えは斬ざん撃げきで返される。

　極近距離。セシリーは抜剣の勢いのままハンニバルへと斬撃を繰り出す。両手のふさがっている自分はその身を大きく仰け反らせることで回避するが、かわし切れず胸板を浅く斬きり裂かれ、そして――。

　そしてその仰け反った背後に忽こつ然ぜんと出現し、剣を振りかざすレジナルドに気付いた。

「仕留めた！」



　――あいわかった。



　レジナルドとの連携が完かん璧ぺきな形でつながったとき、セシリーは唐突に理解した。

　己が副団長という席にさほど心こころ惹ひかれなかった理由が、今わかった。

　自分が戦うべき場所はここなのだ。

　戦場の最前線。そこでこそ自分という人間は最大に活いきる。

　副団長という立場でなく、常に最前線にあることで――自分はまたひとつ強くなれる！

　セシリーは天啓のように理解して、

　またしてもぶっ飛ばされた。

「――――!!」

　まるで台風。駒こまの如ごとき回転がすべてを薙なぎ払う。

　両手にそれぞれ槍やりを掴つかんでいた禿とく頭とうの偉い丈じよう夫ふは、それを手放さず握り込んだまま、猛烈な足あし捌さばきによって大旋回を行ってきたのだ。

　まったくの死角から槍の柄で脇わき腹ばらを打撃されてセシリーの肉体は宙を舞う。先せん刻こくは放物線を描いての墜落だったが、今度は鋭角からの落下のため地面を激しく滑走。砂じや利りがひたすらに皮ひ膚ふを削った。

　尋常ならざる激痛に視界が白く明滅。

　だがセシリーは屈すること無く跳ね起きた。

　同様に吹き飛ばされていたらしいレジナルドも、土まみれになりつつ立ち上がり、大だい音おん声じようで周囲を鼓舞した。

「立て――俺おれたちはまだまだやれるぞ!!」

　その声に、方々から「おう！」という声が返ってきた。ハンニバルに引きずり倒され、投げ飛ばされ、ぶん殴られて伏していた団員たちが次々と立ち上がる。

　仲間たちと共にセシリーは突貫する。

「絶対に、勝つ！」

　そんな自分たちをハンニバルは両腕を広げて迎え撃つ。

「来い――――!!」

　騎士団は総力を挙げてハンニバル・クエイサーという悪魔に挑んだ。





　結局――

　独立交易都市公務員三番街自衛騎士団は、団長の手によって全滅。

　翌日の公務に多大なる影響を及ぼした。



　　　４



　――ああ、私はまたやられてしまったのか。

　寝起きに薬品の独特の香りが鼻び孔こうをくすぐったので、セシリーは自分が医務室の寝台に寝かされているのだとわかった。瞼まぶたを閉じていながら嗅かぎ慣れたそれで状況を察してしまうのは、胸を張って言えるものではないが経験の賜物だ。

　数々の敗北の後は、いつも薬品の匂においを嗅ぐ。

　覚かく醒せい直後の意識はまだ薄弱として明めい瞭りようでない。身体からだに関しては動かすという発想が出てこないほど消耗していた。今は感覚が麻ま痺ひしているがきっと後でとんでもない痛みが自分を襲うことだろう。

　熱で多少朦もう朧ろうとしながら、強くなるぞ、と思う。

　もっともっと。誰だれにも負けないくらい。

　落ち込んでいる暇ひまは無い。

　夢ゆめ現うつつに考えながら、また意識が落ちていく。

　――――クエイサー団長も派手にやってくれたわね。

　再び気を失う直前、近くで誰かの声を聞いたような気がした。



　パティは男の腕に包帯を巻いてやりながら、嘆たん息そくする。

「クエイサー団長も派手にやってくれたわね。包帯も薬品も玉たま鋼はがねも人手も足りない。勘弁してもらいたいわ。セシリーだってこんなに怪け我がしちゃったし」

　横目で、医務室の寝台で眠る女騎士の顔を見やる。最後まで戦闘に参加したセシリーは終了直後に気絶し、今もこうして眠り続けていた。眠りながらもうんうんと寝苦しそうに唸うなっている。セシリーってどうして無傷でいられないのかなぁ……と相棒のアリアが愚痴っていたのがなんとなく印象に残っている。そんな彼女は先ほどキャンベル家にセシリーの着替えを取りに行ったばかりだ。

　医務室は個室なので寝台の数は少なく、寝ているのはセシリーだけ。

　他ほかの団員たちは軒並み別の医療所に入院している。

「今回はあなたもずいぶんと無理したのね、レジナルド」

「……」

　パティに包帯を巻いてもらっていたのは、仏頂面のレジナルドだ。顔面はあちこちが赤く腫はれ上がり、はだけた上半身にも包帯が幾重にも巻かれている。

　他ほかの団員の治療を優先させたため彼の番は最後になってしまった。それでもこうして意識があるのは上出来だとパティは思う。他の面めん子つは今ごろ、ほとんどが寝台の上で痛みと熱にうなされていることだろう。

　じっとしていて、とパティはレジナルドの包帯の上から玉たま鋼はがねを当て、治療用の祈き祷とう文もん言ごんを呟つぶやく。淡い光が包帯に染み込み、レジナルドはわずかにうめいた。

「我が慢まんなさい。で、どうなの。今回の手て応ごたえは」

「……副団長に選ばれるのは俺おれだろうな」

　痛みに顔をしかめながらも気丈にレジナルドは答える。

　あらら、とパティは微笑ほほえんだ。

「大した自信じゃない。活躍したの？」

「統合的に考えて、今の騎士団の中で最も副団長に相応しいのは俺だ」

「強気。あれ、あなたってそんなキャラだったの？」

「……冷静に分析した結果だ」

「へぇ。でもクエイサー団長の言い方だったらセシリーもあり得るんじゃない？　最後まで戦ってたみたいだし。副団長は腕力で決めるんでしょ」

「確かに純粋な戦闘力で言えばセシリー・キャンベルが一番だろう。腹立たしいが」



    

  
    
      



    

  
    
      　レジナルドは仏頂面で認めたが、

「だがあり得ない。パティ・ボルドウィン、それはお前も思うはずだ。友人なのだろう？」

「……まあね」

「特攻が趣味のような女だぞ。そんな奴やつに上で働かれてたまるか」

「うん。正直私もセシリーが陣頭指揮取っているところは想像できない」

　ただ、とレジナルドは付け加える。

「万が一ということもあり得たのも確かだが」

「あ、だからセシリーに辞退するように言ったの？」

　なんで知ってる、という顔をしながらも頷うなずく。

「団長は妙にこの女を気に入っているみたいだから。自分が副団長から外れるかもしれない要素はできるだけ無くしておきたかった」

「どうしてそんなに副団長になりたいの？」

　無邪気に聞いてくるこちらに、レジナルドは厄やつ介かいなものを見るように頬ほおを引きつらせた。

　パティは答えを待つようにじっと見つめる。

　ため息をつき、白状した。

「俺おれたちは都市を守らなければならない。そのためには最善の状態で騎士団を編成する必要がある」

「それを冷静に分析した結果、誰だれよりも自分が副団長に相応しいと？」

　そうだ、と彼は頷く。

「適材適所だ」

　――なんだかんだでこの男も変な奴なのよね。

　でも下へ手たな功名心よりも都市を守りたいという気持ちが先立つところは、評価したい。

　パティは苦笑し、でも、と続けた。

「意外よ」

「……何が」

「アレコレ言いながらあなたはちゃんとセシリーのこと見てるのね。ちょっと妬やけるわ」

　眉み間けんに皺しわを寄せ、レジナルドはパティを見やる。

「……どっちにだ」

「どっちだとあなたは嬉うれしい？　レジナルド・ドラモンド」

　言葉に詰まる彼に、ねえどっち？　とパティは微笑ほほえむ。

　レジナルドは視線を逸らし、

「どっちでも特に何も思わない」

「そう。残念」

「……からかっているのか」

「どうでしょう。でも見直したのは確かかもね」

　レジナルドが顔をしかめ、パティはくすくすと笑った。





　一方、騎士団を全滅させたハンニバル・クエイサーはと言うと。

「いくらなんでもやりすぎです！」

　市長室にて、顔を真っ赤にしたヒューゴーに怒ど鳴なられていた。

「総員病院送りなんて何を考えているのですか!?」

　ハンニバルは「いやぁ」と困ったように自らの禿とく頭とうを撫なで、

「つい、楽しくなってしまって」

「あなたは楽しければ自分の騎士団を壊滅させるんですかッ！」

　ああもう、とヒューゴーは天を振り仰あおぐ。

「やはり頑として止めるべきでした……」

「まあいいじゃないか。無事に副団長も決められたことだし」

　呑のん気きに言うハンニバル。自分の騎士団の団員をあらかた病院送りにしておきながら、彼自身は軽傷で済んでいるのだから底知れない。

「他ほかにも収穫はあった。喜べヒューゴー、我が自衛騎士団は強くなるぞ。数で勝っているとはいえあそこまでワシと競り合ったのだ。セシリーも思った以上に周りとの連携が取れていたみたいだし。これからが楽しみでならん」

　嬉うれしそうに言う様が、ヒューゴーには腹立たしくてならない。

「それで？　誰だれを副団長にしたんですか。これで『やはり副団長は要いらん』などと言おうものなら許しませんよ」

「レジナルド・ドラモンドだ。あいつならお前も文句は無いだろう」

「……昨日、候補に考えている人がいると言ってましたね。それは誰ですか」

「レジナルド・ドラモンドだ」

「まっっっったく意味が無かったのですね今日の模擬戦は!!」

　失言に気付いたハンニバルは、目を逸らせながら「いや、だから意味はあったんだ」とごにょごにょと口の中で弁解した。

　ヒューゴーはげんなりとしてうなだれる。彼にはこれ以上叱責しても仕方が無い。

「しかしあなたのことですから、てっきりセシリーさんを選ぶのかと思ってました。実力は申し分無いし、最近の成長も著しい――」

「彼女には無理だ」

　ハンニバルがわずかに表情を引き締め、

「それはお前も知っているだろう」

　ええ、と認める。

　たとえセシリー・キャンベルに如い何かなる才覚があろうとも――彼女の肩に副団長という肩書きを授けることはできない。

　それは彼女の役割では無いのだ。

「将来的にセシリーは自分のことで手一杯になる。周囲の団員に心を割く余裕は無いだろうよ」

「彼女のことは、ルーク次第なんですがね」

「あのクソガキが未だにやる気を出さないようなら、いい加減ばらすつもりだ。こちらから、というのが不本意だが」

　そうですね、とヒューゴーは呟つぶやいた。

　そのときが来たら、彼らはどのような決断を下すだろうか。

“〝聖剣”〟を打つ者と、“〝聖剣の鞘さや”〟を継承する者は。

　――できるなら最善の道を、恐れずに進んでほしい。

　何にせよ副団長の席は埋められた。この他ほかにもこれからの他国との関係のあり方、独立交易都市としての立ち位置、軍国の使者が献上してきたアレの取り扱いなど考えなければならない問題は山積みだが、こうしてひとつひとつを解決していくしかない。

　それしか自分たちにできることは無いのだから――ヒューゴーは独りごちた。

「とりあえず三番街の自衛騎士団の団員たちが復帰するまでは、しばらく他番街の自衛騎士団から人員を割いてもらいます。団長たちにはハンニバルくんから言っておくように」

「あまり気が進まないな……スタンレイ辺りは絶対に嫌味を言ってくるぞ」

「私の知ったことではありませんよ。それと団員の治療費はハンニバルくんの給与から差し引きますからね」

「ヒューゴー!?　き、貴様ァ！」

　苦労人の市長は、とりあえず今はこの男を苛いじめ抜くことにした。





　そして模擬戦の翌日。独立交易都市公務員三番街自衛騎士団は、怪け我がの療養のため全団員に異例の休暇が許されていたが――

「さあアリア、特訓だ。私たちは強くならなければいけない。せっかくいただいた休み、これを逃す術すべは無い！」

「この人は……」

　包帯だらけでキャンベル家の庭先に立って吼ほえるセシリーに、アリアが頭痛を覚えたように額を押さえた。苦悩する魔剣。

「どうしてゆっくり怪我を治そうと思わないのかな……」

「どうしたアリア？　元気が無いぞ」

「あーはいはい、なんでもないよ。仕方無いなぁ！」

　眠りを解け。風をこの手に。真実を掴つかめ。――――神を殺せ。

　何ど処こか捨て鉢な唱え方でアリアが魔剣の姿に変化する。

　セシリーは相棒の変化した剣、レイピアを手にしながら思う。

　戦場の最前線。それが自分の戦うべき舞台だと理解はしたが、一方そこで戦うためには強さが足りない。自分は未だ弱い。

　――強くなるぞ。

　いつかハンニバルすら超えられるくらい！

　固く誓い、早速セシリーは練習用の立木に刺突を打ち込み――

「ぐあああああ！」

　稲妻の如ごとく全身に走った痛みにのた打ち回った。

　そら見たことか、と言いたげに魔剣の風が吹く。



　セシリー・キャンベルの強者への道は遠い。
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　工房『リーザ』は母おも屋やと鍛か冶じ場ばの二軒から成る。

　独立交易都市七番街の片隅にあり、傍そばには灰被りの森を臨のぞみ、振り仰あおぐと白と青の二色に割れる空の境界線――その麓ふもとに位置する。

　鍛冶場からは打撃音が連続していた。寒風吹きすさぶ屋外に反し、乾いた熱気のこもる屋内――鎧よろい戸どが閉ざされているため薄暗く、工具などで雑多な観のある鉄火場だ。炉の中で燃える炭火に横顔を照らされながら、黒髪の青年が手て鎚づちで鉄を滅多打ちにしていた。

　打撃の度に弾はじけ飛ぶ火花。

　テコ棒の先端に溶接された鉄の塊は熱を帯びて赤く変色し、そしてＬ字型に折れている。青年はそれを打ち叩たたいて紙のように折り畳んでいく。Ｌ字の鉄は瞬またたく間に重なって一枚の板と化した。

　重なった部位の癒着を確認。次いでそれを炉の中に突っ込み、軽く火で炙あぶった後にまた取り出す。

　黒髪の青年――ルークはテコ棒を回しながら鉄の仕上がり具合を確かめた。

「……よし、いいだろう。今日はここまでだ」

　え、という声を発したのは傍かたわらにいた弟子である。

　ルークと同じ、炭に汚れた作業着を着たブロンドの少女――リサ。

　彼女は長なが柄えの向むこう鎚づちを杖つえ代わりにし、汗ばんで上気した身体からだをくったりともたれさせていたが、親方のルークの言葉に拍子抜けしたように目を瞬しばたたかせた。

「一、二、三……」

　両手を使って指折り数える。

「……七。まだ七回しか折り返してませんよ？」

　刀の鍛冶には『折り返し鍛たん錬れん』という工程がある。

　素材である玉たま鋼はがねを叩き延ばし、切り込みを入れ、折り返して畳んでいく作業。これを複数回繰り返すことで玉鋼の層を幾重にも厚くする。

　ルークたちが軍国で会得してきた『四し方ほう詰づめ』という技術に付随し、その折り返す回数は今まで以上に増えていた。『四し方ほう詰づめ』は心しん鉄かね、刃は鉄かね、棟むね鉄かね、そして二枚の皮かわ鉄かねという計五つの部材を必要とするが、前提としてひとつの部材につき十度以上の折り返しを行わなければならない。リサの言う通り七度ではまだ不足している。

「とりあえずそれだけでも完成させちゃいましょうよ。私ならまだ――」

「嘘うそをつけ。お前、肩で息してるじゃないか」

　リサはぎくりと身体からだを強こわ張ばらせた。ルークの指摘通り、向むこう鎚づちにもたれる彼女は肩で息をしており、見るからに体力を消耗していた。

　それでも杖つえ代わりの向鎚から身を離し、

「い、いえ！　私まだできます！」

　デキマス！　ヤレマス！　と意地になって言い張る。

　落ち着け、とルークは弟子の頭を押さえた。それから肩をすくめ、

「まあ、お前が気を逸らせるのもわからない話じゃない」

　自分たちが得た新たな技術は、あくまで聖剣の“〝基礎”〟部分を作るためのものだ。未だ聖剣の“〝完成形”〟には至っていない。実際にはもうひとつの要素、もう一歩の進化を要するだろうと考えられる。

　ヴァルバニル復活の日は近く、残り時間は少ない。

　リサが焦るのも当然の話だ。――しかし。

「だが俺おれたちが今やっている鍛たん錬れんは聖剣の完成を目指したものじゃあない。厳密に言えば『四方詰め』を再確認するためのものだ」

　言いながら、ルークは手許の鉄に水を振りかけた。

　熱を保った鉄は擦過音に似た音を発し、表面で玉のような水滴が弾はじける。

「前に軍国で打ったときは急場の作業だったし、その得え物ものも白兵戦で折れてしまったからな。だからこいつはじっくりやってやり方を身体に馴な染じませる」

　そもそもの話、刀の鍛錬は一日やそこらで完了するものではない。およそ二週間――早ければ一週間――程度の期間をかけ、数多い工程をひとつひとつこなしていく。折り返し鍛錬を中途で翌日に持ち越すのも珍しい話ではない。

「急いだところでお前の体力が持たないしな。今日はこれで仕舞いだ」

「うぅ……」

　己の体力不足を取とり沙ざ汰たされたせいか、弟子は不満顔だ。

　ルークは小さく笑ってみせた。

「焦るなよ。感情の曇りは刀の表情にも出る」

「……わかりました」

「それより折り返した回数はしっかり覚えておけよ。これを忘れたら元も子もない」

「大丈夫です。印つけておきますから」

　頷うなずくリサの頭を、ルークは労うようにぽんぽんと叩たたいてやった。

　彼女にテコ棒を手渡し、自分は炉のほうに向き直って鉄製の箱を引き寄せる。燃え残った炭はこの箱に保存すれば再利用することができる。

　ルークは小型のスコップを手にした。

　――だが確かにリサの言う通りなんだ。

　炭を移しながら――灰はわずかな風圧で飛んでしまうので注意深く運ぶ――思う。

　リサにはああ言った手前口には出さないが、実際はルーク自身も焦りを覚えていたことは本当だった。

　確かに基礎部分についてはかなり聖剣に近付けたと言える。少なくとも刀の構成部材をこれ以上増やす必要は無いだろう。そういう意味で軍国の聖剣師たちとの技術交換は大きかった。

　しかしそれでもやはり聖剣には足りないのだ。

　他ほかに何が必要なんだ？　ルークは自問した。

　例えば素材にもっと特殊な何かを要する？　いや、と首を横に振る。やはり素材は玉たま鋼はがね以外に考えられない。古来より刀の鍛練にはタタラ工房が作り出す玉鋼が用いられてきた。他に最適な素材は思いつかない。玉鋼はその純度によって価値が上下するが、昔は自分も手にしたことが無いような高純度の玉鋼が使われていたのだろうか？　確かに昔のほうが腕の優れたタタラ職人が多かったと聞くが。

　長さや形状についてはどうか。

　刀はその反りの深さや刃渡りの長さによって短刀や脇わき差ざし、大太刀と分類される。またルークの鍛練するような、刃に反りのある物から刃が真まっ直すぐな直刀までと様々な形がある。その分類にも何か秘密はあるのか？

　いや、とルークは再び胸中で否を唱えた。

　長さや形状にそこまで意味があるとは思いにくい。それらが変わったところで刀の本質は同じだし、斬きれ味が段違いに変わるということもそうそう無い。想像にすぎないが聖剣はそういったことよりももっと別次元にあるように思う。もちろん得え物ものの種類によって戦い方は大きく変わっていくが――

　そこで、はたと気付いた。

　――戦い方？

　今まで疑問にも思わなかったが。

　――ヴァルバニルに対する最適な戦い方とは何だ？

　そしてかの獣と戦うに適した、刀の長さや形とは何だ？

　これまでは当たり前のように反りのある、片手で扱える長さの刀を打ってきたが、考えてみればそれが最適であるとは限らないのではないか。

　思えば自分の父親も大太刀から直刀まで様々な刀の鍛練に手を出していなかったか。軍国の聖剣師たちもヴァルバニルの体長を想定して大太刀を用意していなかったか。彼らの方向性が果たして合っていたのかどうかはわからないが、考え方は正しい。

　――俺おれは阿あ呆ほうか。

　なんて大切な切り口を忘れていたんだ。ルークは気付いて歯は噛がみした。基本中の基本ではないか。聖剣の基礎には至った、とほざいてはいたが実際はその基礎にも未だ届いてはいない。

　ヴァルバニルに最適な刀。

　その形。長さ。

　自分はまずこれを考えなければならない――

　そうやってルークが物思いにふけっていると。

「ルーク、あの」

　背後からリサの声。

「唐突で恐縮と言うか……つかぬことを伺いますが」

　妙に丁寧な、緊張を伴った聞き方だったが、自分の思考に深く没頭していたルークは「なんだ」とぞんざいに背中で応じた。



「セシリーさんとはドコまで進んでるんですか？」



　…………。

　若干の沈黙と躊ちゆう躇ちよを経て、肩越しに振り返る。

　ついさっきまでの不満面から打って変わり、リサがきらきらと瞳ひとみを輝かせてこちらを見ていた。

「……なんだって？」

「前々から聞いてみたかったんです。ぶっちゃけドコまで進んでるのか！」

　切り出したことで踏ん切りがついたのか、ふんふんと鼻息を荒らげ、身を乗り出してくる。

　ルークは心持ち後ずさり、

「別に、ドコにも進んでない」

「それは隠蔽です！　嘘うそです！　卑ひ怯きようです！」

「せめてひとつに絞ってくれ」

　最近とみに思うことだが、この弟子は以前よりずっと気が強くなったように感じる。

　以前なら鍛か冶じについて意見するようなことは無かった。言われたことに従順で、日常でも今のように自分のプライベートに踏み込んだ問いを投げかけてくることは少なかった。

　――そりゃ、前に遠慮するなと言ったのは俺おれだがな。

「だってだって軍国から帰るときもセシリーさんに言ってたじゃないですか！」

　リサは何やら遠くを見るように虚こ空くうに視線をやり、ふっと笑みを浮かべた。

　きらり！　と不自然に白い歯を輝かせ、

「……『見たい』」

「殺すぞ」

　遠慮しないにもほどがある。

「諦あきらめて白状してくださいッ」

　痺しびれを切らしてリサは地団駄を踏んだ。

「最近とってもイイ雰囲気じゃないですかおふたりとも！　弟子として真実を知る必要があります！」

　ルークは嘆たん息そくした。生意気すぎるのも考え物だな。

「誤解されているようだからはっきり言うぞ」

「？　ハイ」

「俺はあの女とどうこうなるつもりは無い」

　…………は？

　リサの目が信じられないと言わんばかりに限界まで見開かれた。



    

  
    
      



    

  
    
      　それはもはや敬うやまうべき親方を見る目ではない。変人、奇人、人でなし、鬼、悪魔、変態――とにかくもう普通の人間を見るような眼まな差ざしではなかった。

「え、嘘うそ……今さら……あり得ない……」

　何やらぶつぶつ呟つぶやいている。そんなにおかしなことを言っただろうか自分は。

　はっと意識を取り戻したリサは改めて訊たずねてきた。

「か、確認します！　今のはまさかひょっとしてあり得ないとは思いますが俺おれはセシリーさんと付き合う気はさらさら無ねえよという意味でしょうかっ？」

「さらさら無えよという意味だ」

「しょ――正気ですかぁー!?」

　絶叫で正気を疑われた。

「だって、そんなの絶対におかしいです！」

「おかしくない。……もういいだろう」

　なおも食いつこうとする彼女を手で押し止とどめた。

「無駄口はここまでだ。とっとと片付けるぞ」

　意識して不愛想に命じ、ルークはリサに再び背を向ける。

　リサが呆ぼう然ぜんとする気配は伝わってきたが、構ってやるつもりは無かった。

　黙々と炭を箱に移す作業に戻る。

「どうして……だって、あんなに」

　言いかけた声は不意に途切れた。

　そして大きく息を吸うような音がして、

「わかりました。あなたがそう来るならこちらにも考えがあります」

　あ？　とルークが振り向くのとリサが鍛か冶じ場ばを飛び出していくのとは同時だった。

　屋外を、ぱたぱたと駆ける音が遠ざかっていった。

「……何だ？」

　取り残されたルークは首を捻ひねるしかなかった。



　　　２



　三番街の公務役所――その休憩室にこもり、セシリーは報告書と格闘していた。

「だから私はこういうのは苦手なのだ……」

　まっさらなままの羊皮紙を前に、頭を抱える。

　軍国での一件に関する報告書である。本来ならばもっと早くに提出を命じられていたのだが、ああでもないこうでもないと文面を考えているうちに自衛騎士団の模擬戦やらその後の治療やらのため今日まで先延ばしになってしまったのである。

　セシリーは元来が筆不精で、徹底的に書き物が不得手だ。目の前の報告書は、ある意味人外や悪魔といった相手よりも難敵に当たる。

「大体、ブレッシン団長の報告書だけで十分じゃないか」

「ハーヴェイさんは白兵戦のとき失神してたじゃない。ルークの馬に踏んづけられて」

　横から口を挟んだのはアリアだ。隣で傍ぼう観かん者しや然と、同じ卓たくの上で頬ほお杖づえをついている。

　戦場において頼りになる相棒は、しかし報告書の作成には手を貸してくれない。読み書きの教育をまともに受けたことが無いらしく、多少の判読ならばなんとかできるが文章を書くとなるとお手上げだと言う。

　作業に付き添ってくれるのは嬉うれしいが、結局は自分の力だけが頼りである。非常に頼り無いが。

「ほら思い出して、白兵戦のこと。人外の特徴とか数とか」

「うん……えー、特徴については『人外辻つじ斬ぎり事件』の報告書を参照するとして……数は十六……あれ、十七だったか……？　あれ。あれれ……？」

　団長のハンニバルから借り受けた羽根ペンを手に、唸うなる。まずい。半月以上も前のことだから記憶が曖あい昧まいになっている。さらには思い出そうと必死に記憶を手た繰ぐろうとすると途端に知恵熱が出てくる。う、うおおお。

　苦く悶もんの声をあげるこちらを見て、アリアが仕方無いなあと苦笑する。

　一向に筆の進まない様子に、慮おもんぱかったのか気を取り直すように話を振ってきた。

「そういえば今度の会議、軍国からはやっぱりアーヴィーさんが来るのかな？　前も来たし、軍師さんだし」

　たぶん、とセシリーは報告書と睨にらめっこしつつ答えた。

　会議とは言わずもがな三国一都市会議改め二国一都市会議『ヴァルバニル会議』を指す。

　近い将来の復活が予言されている史上最悪の人外、その対策を検討するため定期的に開かれる集まりだが、以前より大陸国家の足並みは揃そろわず、具体的な対策手段については混迷を極めていた。

　そこへ帝政列集国の成立という飛び道具だ。

　独立交易都市の『刀鍛冶ブラツクスミス』や軍国の『聖剣師』のように、聖剣の鍛造技術が伝わっていない国同士の合併。それは今後の対ヴァルバニルの議論にいかなる影響を及ぼすのか。そして一国となったことで彼らが改めてどのような権利を叫ぶのか――今度の会議はそれらを知ることが主となる。

　いずれにせよヴァルバニル対策はさらに迷走するだろうことは想像に難くない。

「ゼノビアは来ないかな？」

「彼女は一国の王だぞ。流石さすがにそれは無いだろう」

　反射的に答えてから、いや待てよと内心で引っかかった。

　あの奔ほん放ぽうな少女王、ゼノビア・Ｑ・ランチェスターならばやりかねない。彼女が意固地に「行くぞ！」と主張すれば周囲も止められないかもしれない。

「ゼノビアが来たら」

　アリアは意地悪く笑って言った。

「またきっと聞かれるよ。あれから刀鍛冶ブラツクスミス殿とはどうなった、って」

　思い出してセシリーも苦笑いを浮かべた。

「アレは本当に勘弁してもらいたいよ」

　アリアが言っているのは、ゼノビアたちがこぞってセシリーとルークの関係を問い詰めてきた一幕のことだ。

　連日に及ぶ軍国との議論に少々疲れを覚えていたセシリーがふとこぼしてしまったのだ。

『ルークは元気でやっているのかな――』

　不用意な一言が少女王の何かに火を点つけた。

　ゼノビアはすぐさまシャーロットたちを呼び寄せ、セシリーへの包囲網を敷いた。ゴシップの亡者であるらしいゼノビア率いる乙女連合軍は怒ど涛とうの勢いで集中砲火をセシリーに浴びせ、そういった話題にはからきしな女騎士をネタにして沸わきに沸いたのである。



『さあ、セシリー・キャンベルよ。拝聴させていただこうか』

『この痴しれ者め！　しらばくれおって！』

『ふたりは相思相愛なのかっ？』

『セシリー・キャンベルよ。観念しろ――』

『ダンス!?　いつだっ？』

『では聞くが、そなたにとってあの男は何なのだ？』



　とてもいたたまれない空間だった。できることなら二度と経験したくない。

　セシリーは報告書の上にため息を落とした。

「皆、騒ぎすぎなんだ。私と彼は何でもないよ」

「……本当に？」

　と、アリアが首を傾けながら訊たずねてくる。

　無む垢くな瞳ひとみに見つめられ、思わず言葉をつまらせた。

「ほ、本当だ。それならそういうアリアだって、ユーイ――」

「ゴメン、その話は無しで。あり得ないから」

　アリアは指でバツ印を作ってこちらの言葉を遮った。

「話を逸らしちゃダメだよセシリー。あたしのほうは全然あり得ない話だけど、セシリーのほうはあり得なくない」

「ど、どういう意味だ？」

「伊だ達てにセシリーの戦友はやってない。あたしはいつも一緒にいるんだから嫌でもわかる。あなたたちふたりが『何でもない』なんて、それこそあり得ないよ」

　断言され、セシリーは口ごもってしまった。

「ねえ、あたしにくらいは打ち明けてよ。憎からず想おもっているのは本当なんでしょう？」

「だからそれは……世話になってるからで……でも、でも」

「じゃあ嫌いなの？」

「そんなことは無い！」

　突発的に出た否定の声は、自分でも驚いてしまうくらい大きかった。

　うん、とアリアが目許を緩めるのを見て、慌あわてて言い訳する。

「いや今のは、その、だから世話になっているから嫌う理由なんて無いという意味で」

「じゃあ嫌いじゃない？　ルークのこと」

「き、嫌いじゃない」

「好き？」

「好――」

　声は尻しりすぼみになって消えた。

　それを自覚することは、想像以上に、辛つらい。

「す……」

　だって一ひと度たびそ・の・言・葉・を意識してしまうともうダメなのだ。火の出るような勢いで顔が真まっ赤かに火ほ照てり始めて、そうなってしまう自分がとても恥ずかしくて、だから隠れたくて仕方が無くなって、でもそれすらもできなくて――ただ、うつむく。気がつけば手の中で報告書の紙を潰つぶしていた。

　とてもたまらない気持ちが胸に溢あふれている。

　油断すると泣き出してしまいそうな、ひどく不安定な心地。

　彼へ向かう想おもいの量を知れば知るほど、辛くなる。

「……ごめんね」

　ふわり、と優しくアリアの手がこちらの頭の上に載せられた。

「あなたをいじめたいわけじゃないんだよ。……うん、嫌だよね、他人にあれこれ言われちゃうのは。あたしもそうだし」

　そうじゃないんだ、と声にならない声で呟つぶやく。

　これはアリアのせいじゃない。

　労るように髪を撫なでてくれる手が、わずかに心を落ち着かせてくれる。

「でもセシリーにはさ、後悔とかしてほしくないから。いつも頑張ってる分、幸せになってほしいから。だからついつい言いすぎちゃう。ごめんね、怒った……？」

　小さく首を横に振る。

　ねえ、というアリアの吐息が耳じ朶だをくすぐった。

「ひとつだけ教えてほしい」

「……うん」

「セシリーはさ……ルークとどうなりたい？」
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　ルーク・エインズワースは生まれて初めての体験をしていた。

　――何だコレは。

　舞台は鍛か冶じ場ばから母おも屋やへ。

　彼を含めた四人の人物が一台の食卓を囲み、四方を埋めていた。ルークは今一度、ぐるりと自分以外の面めん子つの顔を見回す。

　向かって左側――眼め鏡がねをかけた栗くり毛げの女が興味深そうにこちらを窺うかがっていた。

　名はパティ・ボルドウィン。非戦闘職の公務員で、セシリーの同僚らしい。

　彼女は人の良い笑顔を浮かべ、のほほんと口にする。

「この人がセシリーの……なのね」

　セシリーの何なのだ。

　次に向かって右側――引っ詰めにした茶髪に、エプロンドレスを着た女が威圧的にこちらを睨にらみつけていた。

　名はフィオ・アトキンズ。キャンベル家で働く家政婦らしい。

　彼女は眉み間けんに皺しわを寄せて厳いかめしい表情を浮かべ、面白くも無さそうに吐き捨てた。

「こいつがセシリーの……ねえ」

　だからセシリーの何なのだ。

　そして正面の席にリサが座っている。何な故ぜか居住まいを正し、神妙な顔つきでこちらと向き合っていた。

　以上三名の女性陣の注目を受け、ルークは何だコレはと内心で繰り返す。

　どうしてこのような状況に陥おちいっているのか、まるでわからない。

　鍛か冶じ場ばを飛び出していったリサがしばらくして連れ帰ってきたのが、このパティとフィオだった。どちらも初対面のはずなのだが「こいつが例の……」と言いたげな、妙に知ったような顔でこちらを無遠慮に観察してくる。

　そして母屋に満ちる奇妙な緊張感。不穏な空気が自分を取り巻いていた。

　何がなんだかさっぱりわからない――が、確信に近い予感はあった。

　――もしかして俺おれ、凄すさまじい窮地に立たされていないか。

　なんとなく今、とてもこの場から逃げ出したい。

「おいリサ。これは一体何の真ま似ねだ」

「パティさん、フィオさん。お忙しいところ御足労誠にありがとうございます」

　当然のようにリサはこちらの言葉を無視し、口上を述べ始めた。

「我が主人の先の問題発言に関し、これから彼に審問会議を行います」

「審問て」

「それではおふたりさん、容赦無くよろしくお願いいたします」

　リサに促され、先に口火を切ったのはフィオだった。

　泣く子も黙るハスキーボイスでルークの右側から切り出してくる。

「さあ、ルーク・エインズワースよ。拝聴させてもらおうか」

「……何をだ？」

「この朴ぼく念ねん仁じんが！　しらばくれやがって！」フィオは突如般はん若にやの如ごとく形ぎよう相そうを変へん貌ぼうさせて激げつ昂こうした。「テメエが誑たぶらかしているともっぱらの噂うわさの、あたいの妹分セシリーのことに決まってんだろうが！　リサから聞いている以外にもネタは割れてんだぜ。軍国から帰ってきたあいつが何て口走ったと思う？　『我が家にドレスの類たぐいはありますか母上』だぜ!?　自分が着飾ることにはまるで興味を示さなかったあいつが！　あたいに親父おやじさんの服を縫い直させて普段着にしちまうあいつが！　ドレスを御所望なさりやがった！　ルーシーさんはあまりの嬉うれしさに泣き崩れてたぜ!?　お前、軍国でセシリーと何かあったんだろ。もしくは軍国でセシリーに何かしたんだろ。吐いちまえよ――お前らとっくにそういう関係なんだろう!?」



    

  
    
      



    

  
    
      　怒ど涛とうの如ごとくまくし立てる不良家政婦の圧力に、さしものルークもたじろがざるを得なかった。

「そういう関係って……だから俺おれは違うと言ってるんだ。リサから何を聞いてセシリーがお前に何を言ったのかは知らないが、あいつはただの知人。それ以上でもそれ以下でもない」

「あらら。それ以上の関係は望んでないわけ？」

　とこれはパティ。フィオとは反対に穏おだやかに、だが流れるように言葉を滑り込ませてくる。

　――こんなことにも答えなきゃならないのか。

　ルークは辟へき易えきしつつ、

「望む理由が無い。何な故ぜか誤解されているようだから改めてきっぱりはっきり言うが、俺はあの女とどうこうなるつもりはこれっぽっちも無い」

「じゃあ」薄目のフィオがパティを振り返った。「パティさんだっけ？　同僚のアンタの目から見てどうなんだ、セシリーは。あたいは職場のあいつを知らないし、あいつが少なからず想おもっていた相手がこの男だってことも今日初めて知った。教えておくれ」

　その少なからず想っている相手とやらが目の前にいるのに、そんなこと訊きいていいのか。ルークの内心の突っ込みを余よ所そに、問いの矛ほこ先さきを向けられたパティは腕を組んで思案顔になった。傍はた目めにも真剣な面持ちだ。

「同僚と言ってもアリアみたいに常に一緒にいるわけじゃないからね。私もエインズワースさんとは初対面で、話でしか聞いてなかったから。だから実際どうなのかと言われると微妙。……でもあの娘、からかうといっつも真まっ赤かになって否定するわよ。わわわわわわたしとるーくはそんなんじゃない！　って」

　わわわわわわたしとるーくは、の件くだりでルークは顔をしかめた。あの女はもっとスマートに否定できないのか。なんというか、人ひと伝づてにそういったリアクションを聞かされても困る。

「私よりも」パティはバトンをつなぐ。「彼の助手さんに聞いたほうが早いと思うけど」

　ルークを除いたふたりの視線が一いつ斉せいにリサに向けられた。ここまでリサは口を挟まず無言で成り行きを見守っていたが、計四個の眼球に「私の番ですね」と心得ていたように頷うなずき返す。

「おいリサ、要するに何なんだ。結局ふたりは相思相愛じゃあないのか？」

「いいえ。言うまでも無く相思相愛と断言します」

　言うまでも無いのか、と当人が独白したが誰だれも聞いてはいない。

「でもやっぱりルークがどういうつもりなのか私には全然わかりません。気持ちはどう見たってあるのに、付き合う気は無いなんて……憎からず想おもっていることは確かなのでしょう？　どうなんですかルーク」

　どうもこうもあるか。ルークは答えず、仏ぶつ頂ちよう面づらで黙秘を決め込む。

　しかしリサたちがずずいと卓たくの上に身を乗り出してきた。リサ、フィオ、パティがどうなんだどうなんだとこちらへの包囲網を狭せばめてくる。

「ルーク・エインズワース。白状しろ。この際あんたのよくわからん思惑は捨て置く」少々血の気がありすぎるのではないか、フィオは口調がいちいち喧けん嘩か腰ごしだ。「火の無いとこに煙は立たねえ。あんたがいくら否定しようとこれだけ仲を疑われてるってことは、実際セシリーとそういう空気作っちゃってるってわけだろ？　お互いに意識し合った雰囲気出しちゃってるわけ。それは否定できないだろ。いつからだよ。いつからセシリーを意識するようになった。それくらいは教えてくれよ。なぁ。教えろ――教えろって言ってんじゃん！」

「や、やめっ――」

　あっさり沸点を超え、こちらの胸倉を掴つかんで揺さぶってくる家政婦に、ルークは目を回しながら思わず口を滑らせてしまった。

「ぶ、舞踏会だっ」

「舞踏会!?　いつだっ？」

「あ、もしかして」リサがはっと気付いて、「この前のですか。となると……舞踏会が終わって私とアリアさんが席を外した後……ふたりきりになったときに何かあったんですね。まさかダンスなんか踊っちゃったり？」

「……」

「……誰だれもいないダンスホールで、月明かりを照明代わりに？」

　ルークはもう本当に逃げ出したかったが、きっと彼女らは自分を逃がそうとはしないだろう。どうしてかこの三人から逃げ切れる自信も無かった。地の果てまで追われる気がする。そんなわけで――仕方無しに頷うなずいて認めた。

　キャー！　と乙女どもは奇声をあげて悶もだえ出した。何がそこまでツボにはまったのか、三人で「ダンス！　ダンス！」と何やら盛り上がっている。このときの彼女たちはもはや人間以外の何かにしか思えず、その獲物に選ばれてしまったルークは己の境遇を嘆くしか術すべは無い。

　ひとしきり騒いだ後、パティが胸に手を当てて呼吸を整えた。

「うふふ……なあに、エインズワースさん。何でも無い顔してやることやっているんじゃない。『ふたりきりでダンス』に『誰もいないダンスホール』、『月明かりを照明代わりに』――とてもロマンチックだわ。ときめいちゃった」

　知るか色ボケめ、と思ったがもちろん口には出さない。

　もう下へ手たに彼女らを刺激したくなかった。

「でもそれを聞いたら」

　パティは続ける。

「やっぱりお互い好き合っているようにしか思えないんだけど。エインズワースさんも話してみると思っていたほど不ふ真ま面じ目めな感じはしないし」

「勝手に変な評価を下さないでくれないか」

「一生独り身ってわけではないんでしょ？」

　えらく話が飛んだような気がする。

「連れ合いを望んだことは無い」

「あらら。じゃあこれはどうかしら」

　その問いは突然来た。

「あなたにとってセシリーは何なの？」

　咄とつ嗟さに返答に窮きゆうする。

　ルーク・エインズワースにとってセシリー・キャンベルとは？

「俺おれにとって……」





「ヒーロー、なんだ」

　大切な積み木をひとつひとつ積み上げていくように。

　たどたどしく、セシリーは自身の気持ちを吐と露ろしていった。

「ルークはいつも信じられないタイミングで現れる。私が苦しいとき、辛つらいとき、悲しいときにいつも現れてくれて……心を、救ってくれる。それが時にとても悔しくて、背中を追うだけじゃない、肩を並べたくて仕方が無くなる。だから軍国で一緒に戦えたときはすごく嬉うれしかった」

　そうやって滔とう々とうと想おもいを連ねているだけで、勝手に涙が出てくる。何も悲しいことは無いのに胸は痛みを覚え、どうしてか涙るい腺せんは緩んでしまう。

「でもこれは私が勝手に、一方的に思っていることで……彼が何を考えているのかなんてわからない。鈍感だし、朴念仁だし、意地悪だし。でも少なくとも私にとっては目標で、追いつきたい存在で、ずっとずっと――ヒーローで」

　相棒はじっと耳を傾けてくれている。

「私にとって唯一無二の、人なんだ」

「……それは尊敬の対象として？　それとも異性として？」

　きっと両方なんだと思う。

　だから、

『セシリーはさ……ルークとどうなりたい？』

　今言える答えはひとつだけ。

「ただ一緒にいたい。隣にいたい。それだけ」

　例えば彼にこの想おもいを告つげるなんて、考えられない。無事に受け取ってもらえたとしてもそうでなかったとしても――どちらの場合を考えても、考えただけで頭がどうにかなりそうなのだ。

　今の自分はだから、彼のそばにいられるだけできっと十分。

「今はそれでいいんだ」

　見守るアリアに、セシリーは泣きっ面で微笑ほほえんだ。そう、と相棒も微笑み、そしてそっと手を伸のばし、こちらの頭をその胸に抱いてくれた。風が草木を揺らしたときに感じる匂におい、それに似たものが鼻び孔こうをくすぐる。

　セシリーはアリアの柔らかな温ぬくもりに身体からだを預けながら、思う。

　自分が泣いてしまう理由。

　――そうなんだ。

　好きすぎるからなんだ。





　ルークはずいぶんと長い時間、沈黙していた。

『あなたにとってセシリーは何なの？』

　不意にリサの視線に気付く。

　弟子は透き通るような瞳ひとみで親方の自分を見つめている。間合いを見計らうような眼差し。

　飛び切りの一発。それを放つ前のような、身構えた気配を感じた。

　だから彼女が何かを言おうとして口を開いたとき、ルークはそこから出てくるだろう言葉のおおよその予想がついた。

「答えられないのは」

　声音に若干の緊張をはらみながら、それでもリサは真まっ直すぐに問うた。

「リーザさんへの義理立てですか？」

「違う」

　即答した。

　即答しなければいけない問いだった。

「リーザは関係無い」

　関係無いけれど、彼女の名前を口にしただけで想いは過去に向かい、頭こうべを回めぐらせてしまう。この右目の網膜に焼きつく幼なじみの記憶。

　リーザ・オークウッド。

　三年前に殺された――救えなかった、大切な女性。

　確かに惹ひかれていた。自由奔ほん放ぽうな性格に振り回されながらも確かに彼女に恋をしていた。わがままな彼女が笑ってくれればそれだけでよくて、彼女が欲するならばいつか最高の刀を作ってやろうとさえ思った。

　でもそれはやはり過去のことなのだ。彼女の死や喪失を何かで代用しようとは思わないし、彼女を想おもう気持ちは悔かい恨こんを含め、すべて胸の奥底に残り続ける。リーザはこの世にいない――その事実を自分は認めたから、だからこそ今聖剣の鍛たん錬れんに明け暮れている。

　この件にリーザは関係無い。

「そうじゃない」

　問題はそういうことではない。

　――問題は俺自身にあるんだ。

　セシリー・キャンベル。

　いつも自分に刀を作れと口くち喧やかましい新米騎士。あまりに無鉄砲で世話の焼ける、どうにも放っておけない女。現在の関係は単なる知人で、それ以上でもそれ以下でもない。

　リサたちに言った通り、彼女とどうこうなるつもりなどさらさら無い。

　どうこうなる前にこの気持ちは閉じ込める。

　何な故ぜなら、自分は――。

「リーザさんのこととは別に、他ほかに理由があるんですか」

「そうだ」

　それは何、とリサは追及してこなかった。ひょっとしたら彼女は気付いていたのかもしれない。その視線は何かを推し量るように、ルークの顔面のある一点に縫い付けられていたから。

　ルークは彼女の眼まな差ざしを受け止める。

　この右目で。

「……わかりました」

　リサは頷うなずいて、

「ルークみたいな大おお馬ば鹿かには何を言っても無駄だということが、わかりました」

「……え？」

　意表を突かれ、ルークは呆あつ気けに取られてしまう。

「ルークはもういいです。そこで勝手に自分の馬鹿さ加減を思い知ってください」

　何ど処こか怒りをはらんだ物言い。リサは「ふんっ」と鼻を鳴らし、呆ぼう然ぜんとするこちらを放ってパティらに顔を寄せた。

「ねえパティさん。パティさんにとってのセシリーさんはどんな人ですか？」

「私？　そうねえ……」

　不意に水を向けられて目を瞬しばたたかせたが、パティは何かを察したように口くち許もとを緩めた。

「普段は抜けているけれどここぞというときになんとかしてくれる、そんな期待を抱いだかせてくれる子、かな。もちろんかわいさも兼ね備えてるけど」

「フィオさんもお聞かせください」

　フィオも同様に察したらしい。ニヤリと笑みを浮かべ、

「自慢の妹分。あいつの打たれ強さはあたいが育てたようなもんだ。リサ、お前は？」

「セシリーさんはカッコいい方だと思います！　気さくで、潔くて、いつも前だけを向いていて、常に誰だれかを守ることを大切に考えていて、とってもカッコよくて憧あこがれます。私、あんな女性になれたらいいなぁと思ってるんですよ――」

　三人は和わ気き藹あい々あいとセシリー・キャンベルという個人について語る。

　――待てよ。

　彼女らの様子を、信じられない思いでルークは見ていた。

　ふざけるな、という声が胸の内に湧わく。今まで考えていたややこしいすべてが吹き飛ぶくらいに、自分はそのとき感情的になっていた。

　先ほどのリサではないが、正気の沙さ汰たとも思えない。

「お前ら本気で言ってるのか？　それ」

　三人の視線がこちらに集中した。しかし黙っていられなかった。

　彼女たちの言を認めるわけにはいかない。

「誰がここぞというときになんとかしてくれるだって？　誰が打たれ強いだって？　気さくで、潔くて、いつも前だけを向いていて、――カッコいい？　ほざけよ。誰の話をしてる。そんなわけが無い」

　口に出すともう止まらず、ルークは饒じよう舌ぜつにまくし立てていた。

「あいつは、セシリーは自分を追い込みすぎなだけなんだ。いつもでかい口叩たたいて、身の丈に合っていないことをやろうとして痛い目を見て、それでもまだ無理しやがる。あいつの厄やつ介かいなところはそうして本当になんとかしてしまうところだ。下へ手たに腕は立つから自うぬ惚ぼれて同じことを繰り返す。徹底的に空気が読めなくて、頭が悪くて、真まっ直すぐにしか進めなくて、自分以外の人間が傷つくことをこの世の何よりも嫌っているだけで」

　ルークは認めない。

　その手で悪魔や人外を屠ほふろうが、大陸国家の歴々を前に一歩も退くまいが、友人を救うため崖や塔の上から飛び降りようが、何ど処こかの誰かを守るためその身を削ろうが――そのような様を何度も目の当たりにしようが、ルークは認めない。

　ルーク・エインズワースにとってセシリー・キャンベルは、誰かに褒ほめられ羨うらやましがられ評価されるような大層な人物ではない。

「あいつはただの――」

　短絡で、頑固で、直情型で、人の良い、

　その小さな背中よりも大きなものを背負おうとする馬ば鹿かで、

　だから放っておけない、目で追ってしまう、

　守らなければいけない、普通の、たったひとりの。

「ただの女なんだ」

「――やっと口を割ったわね、エインズワースさん」

　待ち構えていたようにあっさりと言われ、虚を突かれた。

　二の句が継げないこちらにふっと笑いかけ、パティが席を立つ。

「ちゃあんとわかってるんじゃない。安心した」

「何を……」

「自分で言っててわかんないのか？」

　フィオもやれやれと立ち上がる。

「あんだけ否定してたけど化けの皮が剥はがれたんだよ。あんたはつまり、こういうことさ」

　セシリーを異性として意識している。

　腕の立つ騎士としてとかじゃなく、純粋に女性として彼女を見ている。

「……」

「それでもあんたは何な故ぜかセシリーと付き合う気は無いようだけど……ぶっちゃけ無理さ。セシリーが普通の女だってこと、あたしたちは皆知ってる。それをあんたは力説しちゃってさ、そんな男がこれからもずっと何も望まず求めずの人畜無害でいられるわけが無い」

　何も言えず沈黙するこちらにフィオは笑い、踵きびすを返す。

「意外に我が慢まんの限界は近いぜ？」

「あとはあなたとセシリー次第よ」パティも背を向け、「性格はちょっと生き真ま面じ目めで頑固すぎるくらいだけど、少し安心した。あなた、下へ手たにいい男よりよっぽどセシリーにぴったりだわ」

「せいぜい男を見せてくれよ。ルーク・エインズワース」

　口々に言い残し、そしてふたりは母おも屋やを出ていった。

　残ったリサのほうを窺うかがうと、彼女も「見送ってきます」と立ち上がった。

　母屋を出る前に一度だけ振り返る。

「たぶん私、わかります。ルークがセシリーさんと付き合わない理由」

　右目に疼うずきを覚えたが、捨て置く。

「間違っていると思います。そんな馬鹿みたいな理由、私は絶対に認められません。だっておふたりの気持ちはそんなに簡単なものじゃないと思うんです。そんなに安くない。わかりますよ、私。伊だ達てに三年弟子やってません」

　出て行く瞬間、言い添えた。

「諦あきらめないでください。絶対に」

　リサの姿が戸口の向こうに消え、そして嵐あらしは去っていった。
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　公務役所ではセシリーの悪戦苦闘が続いていた。それまで胸が切なくなるような話で涙を浮かべていたのに、こうして現実に引き戻されてしまうと涙も涸かれるというか別の涙が出てくる。

　途中、公務役所に戻ってきたパティが休憩室を覗のぞきに来て、文面を考えるのを手伝ってくれた。死ぬほどありがたかった。

　ただ、そのとき変なことを訊きかれた。

「セシリーってダンス踊れるの？」

「えっ!?　あ、いや、踊れないけど……どうして？」

「気にしないで。で、踊れはしないけど踊ったことはあるんでしょ」

　何な故ぜわかるんだろう。

「踊ったことは一度だけ……そのときは上手にできずに相手の足を踏んでしまって」

　言いながらルークと踊ったあの舞踏会を思い返す。あれは確かに素晴らしい夜だったけれど、でも上う手まく踊れなかったことだけが悔やまれていた。

「じゃあもしよかったら今度教えてあげる」

「それは願ってもないけど。でもなんでいきなり？」

「セシリーの“〝女”〟を磨くのよ。彼が自制できなくなるくらい、美しくね」

　よく意味がわからず、アリアと顔を見合わせた。

　結局報告書は夜までかかってしまった。しかしようやく文書作成地獄から抜け出せたためか結構な解放感があった。

　アリアと共にキャンベル家に帰ってくると、中が妙に騒がしかった。何事かと思って見ると母のルーシーと家政婦のフィオが衣装棚から衣類を引っ張り出してああでもないこうでもないと議論を交わしているところだった。

「こいつはセシリーには刺激が強すぎるんじゃないですかね？　かなり胸見えますよ」

「いいえ。むしろ足りないくらいです。あの子は素材はいいのですからそれを活いかす形の衣装を着るべきです。きっとたくさんの殿方が振り返りますよ」

「なるほどー」

「……何をしているんですか、ふたりとも」

「お、セシリー。ちょうどいいじゃん」

　フィオがこちらの手を取って陽気に言った。

「前にドレスがなんたらって言ってただろ。それを今見繕ってたんだよ」

「確かにドレスのことは聞いたが……申し訳無いけど着る機会はそうそう無いぞ」

「バーカ。こういうのは備えあれば憂い無し」

　がははとフィオは笑い、

「今のうちに“〝女”〟を磨いとけ。いつか絶対に役立つから」

　やっぱり意味がわからず、アリアと顔を見合わせた。





　姦かしましい女性陣の去った母おも屋やには、耳が痛くなるほどの静けさが訪れていた。

　取り残されたルークはどっと疲れたように椅い子すに沈み込んでいる。一生分の緊張を使い果たした心地だった。寿命が縮んだと言っても過言ではないように思える。

「何様なんだよ……」

　天井を見上げ、うめいた。

「わざわざ言われなくてもわかってるんだよ」

　お節介、はた迷惑、時間の無駄もいいところだった。彼女らに訊たずねられたことなどとうの昔に考え済みで、そしてすでに自分の中で結論を下してある。

　気持ちは閉じ込める。

　蓋ふたをして、隠して、誤魔化して、見ないフリをする。

　ずいぶんと苦心しながらようやくそれができるようになっていたのに――彼女らが横から割り込んできて勝手に蓋を開けていった。そのせいで今自分の頭は滅め茶ちや苦く茶ちやになってしまっている。

　どうしてくれるんだ、と天井を仰あおぎながら顔を手で覆った。

　――気持ちが止まらねえ。

　閉じ込めていた分の反動が今、凄すさまじい。掌てのひらに感じる頬ほおは、実は熱く火ほ照てっていた。

　そうだ。とっくに自覚している。

「わかってる……」

　知っている。

　自分があの女にどうしようもなく惹ひかれていることなど。

　知りすぎて困っているくらいだ。

「なめんな」

　毒づいても気分は晴れない。収まらない。今日はもう仕事にならないだろうことは明らかだった。鍛か冶じの続きをやったとして、まともな刀ができる気がしない。

　閉じ込めていた気持ちが溢あふれ出して、きっと手につかないに決まってる。



「好きすぎるんだよ。畜生」



    

  
    
      


第13－｜３話　日々　Episode Aria
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　魔剣アリアにとってユーイン・ベンジャミンは厄やつ介かいな存在となりつつあった。

　彼は元々軍国の人間であり、『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターの顧問教師として働く傍ら、個人的に大陸史の研究にも携わる学者の卵だった。杓しやく子し定じよう規ぎにすぎる性格が玉たまに瑕きずだが、物腰が丁寧でとても優しい目をした青年――人間で無いアリアはそんな印象を持っている。

　肝心の自分たちが知り合ったきっかけだが、これが非常によろしくなかった。

　アリアは魔剣である。

　そしてユーインは過去に、軍国の魔剣によって父親を殺されている。

　軍国での滞在中、アリアはユーインに呼び止められ、独立交易都市のことをいろいろと教えてほしいと頼まれた。初めこそ和わ気き藹あい々あいと話し込んでいたのだが、話題が魔剣に関するものに及んだとき、それまで子どものように瞳ひとみを輝かせていた彼が豹ひよう変へんした。

『僕は魔剣という存在を死ぬまで憎悪する』

　表情を曇らせ、瞳から光を無くし、そしてその口で怨えん嗟さを吐いた。

　こちらが魔剣とわかると、その前から姿を消した。

　何もかも最悪で、悲しい出会いだった。

　だから――アリアは嫌だったのだ。このまま別れることをよしとせず、軍国対帝政列集国の白兵戦を観戦しに来るよう彼に伝えた。自分の生き様を見てもらうために。

『あなたがヘタレたまま、魔剣を憎んだまま過ごすなんて許さない。あたしにだってプライドはある。だから見てなさいよ優やさ男おとこ――根性無し！　今日のあたしの戦いぶりをとくとね！』

　殺し、壊し、失わせる魔剣だけではないこと。

　救い、助け、運命を貫こうとする魔剣アリアもいるということ。

　ただ知ってほしかった。

　当日ユーインの目に自分の姿がどのように映り、そして彼が何を思ったのかはわからない。アリアの目的はあくまで「魔剣は死を振りまく兵器でしかない」という彼の認識をひっくり返すためのもので、決して彼の過去それそのものを慰めるためのものではない。

　しかし、自分の試みは無意味ではなかったのだと思う。軍国を出立したアリアたちをユーインは単身で追ってきて、その場で頭を下げてきたのだから。

『本当に申し訳ありませんでした!!』

　そのときの彼は吹っ切れた顔をしていたから。少なくとも自分の決意や思いは届いてくれたのだと思って、アリアは少し涙ぐみながら頷うなずいた。

『……あたしこそ、ありがとう』

　こうして軍国であった小さな事件は無事幕を引いた。

　めでたしめでたし。

　……とはならなかったわけである。
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「アリアさん！」

　ホラ来た――。公務役所の廊下を相棒と一緒に歩いていたアリアは、背後からの声にその場に座り込みたくなるような脱力感を覚えた。ここ数日は鉢合わせないように気を遣っていたのだけれどとうとう見つかってしまった。

　振り返ればそこには例の優やさ男おとこである。丸まる眼め鏡がねをかけた柔和な顔つき。ゼノビアの顧問教師を務めるに当たり、名目上は軍に属していたらしく祖国では軍服を着用していたが、独立交易都市に来てからはゆったりとした私服を選んで着ているようだ。軍人ではあるが訓練経験は無いため痩やせた体格をしている。

　ユーインは両腕いっぱいに本の山を危なげに抱えながらこちらに駆け寄ってきた。

「おふたりともお勤め御苦労様です！」

　ユーイン殿も、と隣でセシリーが朗ほがらかに応じる。

　こぼれ落ちそうになった本を抱え直しつつ、ユーインはアリアに微笑ほほえみかけた。

「お久しぶりですアリアさん。ここのところあんまり姿が見えなかったのでなんだか心配しちゃいましたよ」

「心配御無用。あなたに会いたくなかったから避けてただけ」

「きょ、今日もつれないですね」

　苦笑するが、それほど傷ついたようにも見えない。近ちか頃ごろ顔を突き合わせる度にアリアが辛らつな言葉を浴びせていたから、いい加減慣れてしまったのかもしれない。以前からそうだが一向に挫くじける気配が無い。ユーインはすぐに人の良い笑顔に戻り、

「とにかくご無ぶ沙さ汰たしておりました。最近僕、祈き祷とう契約の勉強を始めたんですよ。この本もそのためのもので。やっぱり発祥の地だけあって独立交易都市は資料も素材も豊富ですね！　ついつい玉たま鋼はがねも買い込んじゃって、あ、簡単な治療とか文もん言ごんはそらんじてあるんでできますよ。セシリーさんももしも入り用のときは気軽に声をかけてください。今勉強しているのは祈き祷とう契約の大型術式についてで――」

「あーもう、わかったってば。一度に喋しやべらないで」

　アリアは興が乗って饒じよう舌ぜつにまくし立てるユーインを疲れたようになだめる。一方で自分たちを生暖かい目で見ているセシリーにも気付いていた。

　微笑ほほえましいものを見るような視線。まるで恋人同士のやり取りでも見守るようなそれ。

　心の中で悲鳴をあげる。

　――だから違うんだって！

　思い起こすのはユーインがアリアたちに追いついてきたときのこと。謝罪を終えた彼はそのまま踵きびすを返して軍国に帰るのかと思ったら、なんとそのまま自分たちに同行してきたのである。

　彼は独立交易都市に対する軍国の窓口役となって長期的に都市に滞在するよう、ゼノビアから言い遣わされたらしいのだ。何やらぱんぱんに膨れた背はい嚢のうやら馬ば鹿かでかい木箱やらを馬の鞍くらに括りつけているかと思えば、そのための備えだったようだ。

　てっきり自分に謝るためだけに来たのだと思っていたから、“〝ついでに謝られた”〟みたいに感じられてアリアは面白くなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      　そしてアリアにとっての最悪はここから始まる。

　最初に知り合ったよしみからか、ユーインはとてもアリアに懐いた。

　珍しいものを見つけました、この食べ物の名前は何ですか、大陸の北側はやっぱり暖かいんですね――。小さな疑問から世間話まで、事あるごとにこちらに話しかけてくる。それだけでも疑わしいのに、彼が任務を抱えながらも、わざわざ軍国を飛び出してアリアを追いかけてきたという事実が誤解に拍車をかけた。アリアが気付いたときには、周囲の者たちの中に自分とユーインは“〝そういう関係”〟であるという認識が生まれてしまっていた。

『もちろん私は祝福するぞアリア』とセシリー。

『同じ悪魔として説明を要求いたしますアリアさん』とリサ。

『ヤルことはヤッてたんだな魔剣』とルーク。

　もちろんアリアはルークのむこうずねを蹴け飛とばしながら（彼は絶叫していた）否定した。自分とユーインは恋仲ではない、ただの友人だと。自分の好みはきっぱりはっきりセシリーみたいな人だと（彼女は「こ、困るっ。私にはル――」と何事か呟つぶやいていた）宣言してみせた。しかし肝心のユーインが関係を否定しつつも態度を改めないのだから結果的に疑いは晴れなかった。

　都市に到着し、都市公務員の寄宿舎で暮らすようになってからも、ユーインはアリアを見かけると犬のように尻尾しつぽを振って寄ってきた。

　するとそれを見た公務員の間でも先入観が生まれてしまう。

　すなわち――「魔剣アリアが軍国で人間の男を釣ってきた！」と。

　もしも自分が単独で戦えるような魔剣だったなら、とうの昔にこの役所を滅ぼしていただろう。アリアはそれくらい怒っているし、それだけ事実無根極まりないということ。

　だから彼の存在はアリアにとって悩みの種となっていた。

　――それにユーインだって。

　こうして擦り寄ってはくるけれど、結局はあたしに心を許してないじゃない。

「セシリーさん、これから少しアリアさんをお借りしてもよろしいでしょうか？」

　物思いにふけっていたところに、ユーインがそんなことを相棒に訊たずねた。いつもの笑顔を引っ込め、ちょっと緊張した面持ちだったからアリアはなんだか不意を突かれる。

　私は構わないが、とセシリーがこちらに視線を送るのに倣い、ユーインも見やってくる。

「アリアさん。よろしいですか」

「えっ、と」ユーインの意図が読めなくて、戸と惑まどう。「何？」

「一緒に来てほしいところがあるんです。是非アリアさんと行きたい」

「何ど処こに？　どうしてあたしが一緒なの？」

「それは着いてから説明します。……駄だ目めでしょうか？」

　相棒のほうを見やると頷うなずきが返ってくる。

「今日は特別な仕事は無い。せっかく誘ってくれてるんだ。行ってらっしゃい」

　セシリーが言うなら……。アリアは渋々と頷うなずいた。
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　先に本を資料室に戻さないといけないと言われたので、アリアはユーインが用を済ませてくるのを公務役所の入り口付近で待つことにした。

「……不思議な感じ」

　ひとり佇たたずみながら、役所を出入りする市民や職員の流れをぼんやり眺める。そのせいか思考は取り留めなく巡った。

　独立交易都市に来る以前、魔剣である自分は主に売買によって複数の個人の手を渡り、所有されていた。だからその時々の所有者と二人で旅することも何度かあったけれど、それはあくまで“〝人”〟としてではなく“〝剣”〟としてのこと。好きに出歩く自由なんて無かったし、ほとんど剣の姿として携帯されていた。

　だから今こうして誰だれかを待っている、という状況が不可思議に感じられる。

　――なんだか人間みたい。

　自分は魔剣であり人間でない。セシリーたちと出会い、人間の姿でいることが多くなったけれど、その彼女とでさえ自分から付き従い、ルークに鞘さやを作ってもらったときもあくまで剣としての意志による行動だった。誘いの言葉を受け、こうして人間の誰かと待ち合わせをするなんてこと今までまったくと言っていいほど無かったのだ。しかも自分には誘いを断れるという拒否権まである。それは今までとまるで違っていて、アリアにとっては大きな意味を持つ。

　なんだか妙に高揚していた。ふわふわとした心地で、身体からだが妙に軽く感じる。これから何ど処こに向かうのかはわからないけれど、“〝人間のように”〟行動できることに改めて喜びを噛かみ締めた。まあ、かといってユーインには特別な感情はないんだけどね――と、彼を待っている間にそんなことをつらつらと考えた。

　背後から肩を叩たたかれた。

　ちょっぴり楽しくなっていたから笑顔で振り返り――思わず「げ」と唸うなる。

　振り向いた先にいたのは待ち人ではなかった。

「げ、って何なのよ。失礼しちゃう」

　胸に書類の束を抱えたパティが唇を尖とがらせて言った。しかしアリアが「げ」と発したのは彼女が現れたためではない。その肩越しに自衛騎士団の団員――レジナルド・ドラモンドの姿を見つけたからだ。

　彼はパティの背後に立ち、しかめっ面をしながらも何処か手持ち無ぶ沙さ汰たにしていた。目が合うが、相手は何も言わずにそれを背けてしまう。相変わらず不ふ遜そんで無愛想な男である。

　アリアはレジナルドがはっきりと嫌いだった。セシリーに変に突っかかってくるし、態度もすごく偉そう。どうやら先日の模擬戦の結果により副団長に選ばれたらしいこともなんだか気に食わない。どうしてこいつがパティと一緒にいるのだろう？

「外回りしてたのよ」こちらの視線に気付いたのか、パティが説明してくれた。レジナルドのほうを一いち瞥べつし、「彼は私の用心棒」

「外回り？　用心棒？」

「外回りは市民権希望者の方々に会ったり、持ち主不在の土地を確認調査したり、まあいろいろ。近ちか頃ごろ外地から入ってくる人が多くてね、大変なの。どうも旧群集列国辺りから流れてきてるようなんだけど……あとそういった人たちの中には時々乱暴をはたらく人もいるから、外回りのときは護衛として騎士団の誰だれかに同行してもらうのよ」

　ふぅん、と気の無い返事をしながらレジナルドを見やる。女の立ち話に付き合っているのが決まり悪いのか、彼は居心地が悪そうに彼方を見やっている。

「そういうアリアは？　誰か待っているんでしょ？」

「え。あ、いや、うん」

　パティが少し意地悪な顔で訊きいてきたのを見て、しまったと思う。また邪推されるだろうから、できればユーインと待ち合わせしていることは知られたくない。と思った矢先に。

「あらら、わかったわよ。ベンジャミンさんでしょ？」

「……だからさぁ、なんであいつの名前が出てくるの？」

「図星ね。ふふ、周知の事実じゃない」

　パティは唇に人差し指を当て、妖あやしく笑う。無駄に艶なまめかしい。

「だから違うんだって」

　アリアは頭痛を覚えながら抗弁した。

「なんかユーインが一緒に来てほしいところがあるって言うから、仕方無く付き合うだけで。全然、まったく、そういうのじゃないんだから」

　わかってるわよ、とくすくす笑うパティは絶対にわかっていない。うーとアリアは唸うなる。

「前々から疑問だったんだが」

　低い声の割り込みに、驚いた。レジナルドがパティの肩越しにこちらを見ていた。普段は目すら合わせないので、いざこうして面と向かうと慄おののく。

「な、何よ」

「人間と魔剣は愛し合うことができるのか？」

　不意打ちに。

　心臓が凍りつくのを、知った。

「え……」

　世界の音が遠のく。

　ああ、とため息をつきそうになる。

　先ほどのふわふわとした心地は一転、奈な落らくに落ちてしまった。

　――なんでいきなり現実見せるわけ？

　周囲はユーインとの仲を面白おかしく囃はやし立てるが、アリアにとってはそれ以前の問題だった。

　そもそもの話――魔剣の自分が人間と愛し合えるわけが無い。

　四十年以上の時間を生きて、それを考えたことが無いわけが無かった。セシリーとルークの結びつきを傍そばで見ていると特に思わずにはいられない。自分は、魔剣は人間と番つがいになれるのか――将来的に人間の男と契ちぎりを結び、この身に子を宿すことができるのか。そのような“〝機能”〟が己にあるのか。そんな“〝人間のような”〟幸せを得ることはできるのか。考えないわけが無い。

　そして「できないに決まっている」と結論付けるのも、至極当然のこと。

　厳密に言えば実践したことが無いからわからない。でもやはりあり得ないと思った。魔剣は悪魔。先天的に神への憎悪を抱え、尋常ならざる出生を持ち、剣に変化し、命を刈り取るような化け物が連綿と生命をつないでいけるなんて思えない。それは“〝殺す剣”〟であろうが“〝守る剣”〟であろうが同じこと。

　もちろんユーインに対して特別な感情は無い。だから彼との仲を否定して回っているし、わざときつい言葉を選んで当人を遠ざけようとした――彼はそれでもめげなかったが。とにかくそうした関係の否定は当然の行為だったけれど、同時にアリアは言いたかった。

　――考えてもみてよ。あたしは魔剣だよ？　人間じゃないんだよ？　そんなあたしが人間と付き合えるわけが無いじゃない。人間と同じ幸せが手に入るわけが無いじゃない。

　だからやめてほしい。悲鳴のように思う。

　不可能だとわかっていることを、そんなふうに軽々しく囃し立てないで。

「レジナルドッ!!」

　突然の怒号にアリアのほうが居すくんだ。

　そして快音。パティがレジナルドの頬ほおを張ったのだ。

「今すぐアリアに謝りなさい！」見たことも無いような激げつ昂こうぶりで彼女は自分の用心棒を制した。「あなたってどうしてそう無神経なの!?　いつもは目を瞑つぶっていたけど今日という今日は許せないわ！」

「お、俺おれはそんなつもりは……ただ純粋な疑問を……」

「その前に言っていいことと悪いことの区別をつけなさいよ！　呆あきれた。何が副団長よ。何が冷静な分析よ。自意識過剰もそこまで行くと痛々しいわ。最低」

「パティ。いいの、やめて……」

「……ごめんなさい。私も無神経だった」

　不意に語勢を落とし、パティはこちらを振り返った。小さく目を伏せて言う。

「私、あなたの気持ちを考えてなかったわ。すぐわかることなのに、あなたが当たり前にそこにいるから忘れていた。……本当に、ごめんなさい」

　頭を下げるパティに、アリアは首を横に振る。

　顔を上げた彼女は、何を見たのか切なげに表情を歪ゆがめた。

「ねえ、お願い。私に言えることではないけれど」

「……ん？」

「そんな顔を、しないで」

　どんな顔をしているんだろうか。今の自分は。

　アリアはパティの肩を押した。

「もういいって。大丈夫だからさ。外回りから帰ってきたってことはまだ報告が済んでないんでしょ？　行きなよ」

「全然大丈夫じゃない……」

「もうすぐユーインが来る。だから、行って。早く」

「アリア」

「あたしにもプライドがある」

　パティは言葉を切る。眉み間けんに皺しわを寄せ、こちらを見つめる。

　アリアは微笑ほほえんだ。少なくとも微笑んだつもりだった。

「また後で話そう？　だから今は行って」

　まだ何か言いたそうにしていたがぐっと呑のみ込み、パティは殴るような勢いでレジナルドの腕を取り、強引に引きずっていった。レジナルドは抵抗すらできずに連行される。

「き、気分を害させてすまなかった！」

　遅れるように背後からレジナルドの声がしたが、振り向かなかった。

「…………」

　どれくらいそうして立ち尽くしていただろう。

　ぱたぱたと駆ける音が近付いてきた。

「アリアさん、お待たせしました。……アリアさん？」

　ユーインが何ど処こか訝いぶかしそうにこちらを見ている。

　行きたくないな、と思った。

　脚がひどく重い。まるで地面から生えているかのよう。

「どうかしたのですか？」

　なんでもない、とアリアは首を横に振った。約束しちゃったから。

「行こう」

　これから午後いっぱい、彼の前で平気な顔で振る舞えるだろうか。





　歩き出して間も無く、アリアの不安は的中する。

　目的地は教えられておらず、アリアはただユーインが行く後をついていった。そのせいか会話は上う手まくつながらず、それでも彼は振り返り振り返り何かしらの話題を振るよう努力していたみたいだけれど、アリアには気の抜けた返事しかできなかった。陽気を演じることさえできず、少し気落ちしたユーインの背中を見つめて唇を噛かむ。

　商店街のほうに近付いているらしく、往来の人の数も徐々に増えてきた。

　伏し目がちに歩いていたから、油断していた。すれ違い様に誰だれかの肩が当たり、アリアはよろける。

「アリ――」

　それに気付いたユーインが反射的に手を伸のばし、こちらの肩を抱きとめてくれる。それは本当に反射の行動だったのだろう。だってアリアは見逃さなかった。

　抱きとめた彼の腕が硬く凍りついたのを、見逃さなかった。もうそれだけのことで自分の仮面は粉々に崩壊する。パティたちとの会話で掘り起こされ、それでもどうにか封じ込めていた古ふる臭くさい感情が一気に流出して――気が付けばユーインを突き飛ばしていた。

「ナンなのあなたは!?」

「ア、アリアさん？」

「魔剣が嫌ならあたしに近付かないでよ！」

　ユーインの表情が強こわ張ばったのを見て、なおさらアリアは泣きたくなった。

　自分は知っている。ユーインは自分に懐いているが、しかし決して自分の身体からだには触れようとはしないこと。近くに擦り寄ってはくるけれど、でも必ず一定距離を保っていること。こちらから触れようとすると故意にその身を避けること。すべて知っている。

　彼はきっとまだ、魔剣への憎しみを払ふつ拭しよくしきれていない。

　白兵戦での活躍を見て、ユーインは謝罪してくれた。でもそれはあくまで自分という個人に対しての謝罪をしただけであって、魔剣そのものへの認識を変えたわけではなかったのだ。魔剣が父親を殺し、故ゆえに魔剣という存在を生理的に回避してしまう癖。意識したってそう簡単には治せるものではない。だからアリアという魔剣にも触れられない。人の姿はしているがその本質を、正体を彼は知っている。

　――だったらそばに来ないでよ。

　あなたが中途半端に親しくしてくるせいで皆に勘違いされる。あたしは思い出したくも無いことを思い出させられる。だから近寄らないで。笑顔で話しかけないで。

　自分を傷つけてまで、あたしのそばに来ちゃダメ。

　目の前でユーインが悄しよう然ぜんと立ち尽くしていた。どんなに拒絶してきつい言葉を浴びせても挫くじけなかったのに、アリアのたった一度の罵ば声せいに貫かれて顔を歪ゆがめている。

　往来を行く人々が何事かと自分たちを振り返っている。アリアは好奇な視線にさらされるのが耐えられなくて、踵きびすを返そうとした。

「待って、待ってくださいっ」

　引き止める声に、足を止めた。そのことに自分で混乱してしまう。

　――なんで止まっちゃうのよ、あたし。

　近付かないでと言ったのはこっちなのに。

「待ってくださいアリアさん。今の非礼を謝罪します。だから行かないで」

　イヤ、とかすれた声が出た。そのことにまた驚く。結局自分はどうしたいのだろう。この場を離れたいのか、ユーインと一緒に行きたいのか。引き止めてほしいのかそうでないのか。いよいよわからなくなって、アリアはうつむいたまま動けなくなった。

　行き交う喧けん騒そうの中、自分たちだけが棒立ちになっていた。

　長い沈黙が続いて――声が鼓膜に届いた。

「……ひとつ、秘密を教えます」ユーインの声。「僕がこの独立交易都市に来るときに持ってきた荷物を覚えていますか」

　ぼんやりと思い出す。アリアたちに遅れて軍国を出、追いついた彼はぱんぱんに膨れた背はい嚢のうやら馬ば鹿かでかい木箱やらを馬に括りつけていた。

　――それがどうしたって言うのよ。

「あの中には軍国の魔剣が入っていたんです。僕が自分の意志で持ってきました」

　弾はじかれたように顔を上げる。

　ユーインは硬い表情をしていた。

「どうし、て」

「ゼノビア様に具申したのです。過去の罪から封印された魔剣。そんなものでもこのような大陸の激動の時期には活いかせるのではないか、活かすべきなのではないかと。ゼノビア様はそれを独立交易都市に献上することを条件に、封印を解いてくださいました」

「そうじゃなくて……！」

　――あなたはあなたの父親を殺した魔剣をずっと背負ってやって来たの!?

　全然気付かなかった。だってユーインはそんな素振りをまったく見せなかった。

　自分にすら触れられないあなたが、どうして。

「どうしてそんな無茶なことしたのよ!?」

「それを知りたいのなら、僕についてきてくれませんか」

　アリアは目を見開く。

　それは彼なりの賭かけだったのだろう。ユーインは挑むようにこちらを見つめている。

「……わかった」

　彼がほっと頬ほおを緩めたのがわかった。こちらの気が変わるのを恐れてか「案内します」と早速背を向けて歩き出す。アリアは心持ち距離を空あけて彼の背中を追った。

　こんな状況になっても自分を案内したいというところは何ど処こなのだろう。アリアは疑問に思った。そもそも都市に来たばかりの彼はその地理にはまださほど詳しくないはずだ。方角的には三番街の商店街に向かっているようだけど。

「つかぬことをお聞きしますが」ユーインの背中が話しかけてきた。「アリアさんっていつも同じ服を着ていますよね」

「え……うん」アリアは自分の格好を見下ろす。緑を基調とした衣装。「この服、霊体を素材にしているの。人に変へん化げする都度、周りの霊体を衣服に還元させてまとう。剣に変化するとまた元の霊体に戻るから洗濯要いらずで……あ、もちろん本物の衣服に着替えることもできるけど……寝るときは寝巻きに替えるし……」

　自分は何を話しているのだろう。

「なるほど。それを聞いて安心しました」ユーインは頷うなずき、「……自分は都市に詳しくないので、パティさんに相談して紹介していただきました」

　え？　何？　パティ？　とこちらが聞き返したとき、彼は不意に立ち止まった。

　その視線の先にある建物を、アリアも見やる。

「ここ……？」

「はい。ここです」

　そこは『物』商店街の一角にある服飾店だった。それも高級そうな店構え。

　戸と惑まどいながらユーインを見ると、彼は照れ臭くさそうにはにかんだ。

「貸し衣装で恐縮ですけど」





　正面の姿見に映る人物に、アリアは呆ぼう然ぜんとしながら呟つぶやいた。

「……誰だれ？」

　ドレスアップした己である。

　それは肌触りの良い、レース仕立ての衣装。基調は白色だが、アリアのカラーを意識したチョイスのためか薄い緑色もところどころに交じっている。長めのグローブ。大胆に胸むな許もとが開き、反して下半身は足首までをアンダースカートが覆っている。ドレスに合わせて髪もサイドアップにまとめていた。

　――これがあたし……。

　そのような格好で鏡に映る自分を、アリアは信じられない気持ちで見つめている。

　ここは先ほどの服飾店の試着室だ。導かれたアリアを待っていたのは、ユーインが事前に予約していたらしいこのドレスだった。着たことも無い、着ることは一生無いだろうと思っていた衣装を前にしてしばらく動けないでいたが、店番の女性の手を貸りてようやく一式を身に着けることができた。

「よかった。とてもよく似合ってます」

　振り返るとユーインが立っている。試着が終わったことを聞いてやって来たのだろう。

　こちらを見る彼の目はとても優しかった。

　いつもと違う格好を見られることは思っていた以上に恥ずかしかったけれど、それよりもまず、訊たずねずにはいられなかった。

「どうしてこんなこと……？」

「僕なりにずっと考えていたんです。アリアさんへの謝罪の仕方。最低な罵ば倒とうをしたこと」

「それはだって、もう……軍国を出たときに謝ったじゃない。あたしもそれで許した」

「あなたは許してくれませんでしたよ」ユーインは苦笑し、「僕がゼノビア様の命を受けていることを知ったら、すぐに不機嫌になった」

　あ、と思う。ばれていたのか。

「それに僕があなたに触れられないことを見抜いていたから――あなたは絶対に僕に気を許しませんでした。でもそれでよかったんです。簡単に許されなくてよかった。だってあなたが命懸けで見せてくれた戦いぶりに、あの程度の謝罪が見合っているとは僕も思っていない。だからこそどんなに邪険に扱われても諦あきらめなかったし、ここにアリアさんを連れてきたのもあのときの謝罪をやり直したかったから」

「……ここに連れて来ることが、謝罪、なの？」

　はい、とユーインは頷うなずき、

「僕は魔剣のことを『汚らわしい』と言いました。あれは決してあなたを指して言ったことではありませんでしたが、でもあなたを傷つけてしまったことには変わりない」

　思い出し、アリアは心臓が軋きしむのを感じた。



『僕は魔剣が嫌いです』

『いいえ。魔剣は人間には過ぎた兵器です。呪のろわれていて、混乱を招くものでしかない。生命を脅かす、殺すことに特化した兵器などこの世に無いほうがいい』

『汚らわしい』



「でもあなたのような魔剣もいた。ここに、いる」

　あの人外兵器を相手取った白兵戦でアリアの戦いを見て、それを知った。

「僕は逃げるのをやめます」ユーインは毅き然ぜんと言う。「軍国の魔剣を持ってきたのもそのためです。何かひとつでもお役に立てるように、僕の覚悟を形で表すために、父を殺した魔剣を背負ってきた。……そしてあなたに言いたかったんです。嘘うそ偽いつわり無い気持ちで」

　失礼します――。そう前置きして、ユーインはそっと、本当にそっとこちらの手を取ってきた。アリアは驚いて振り払いそうになる。でも彼は逃がしてくれなかった。

　見る見る内にユーインの顔が青ざめていくのがわかる。そして直接触れ合っているからこそ彼の震ふるえが直に伝わってくる。ダメ、とアリアは囁ささやいた。けれどユーインは首を横に振って大丈夫ですと言うように微笑ほほえんだ。彼のそれは生理的なものであって意志の力でどうこうできるものではない。なのに――戦っている。

　アリアが白兵戦で戦ったように、ユーインも今戦っている。

「汚らわしくなんて、ない」

　その手は未だに震えていて、強こわ張ばっていて、お世辞にも紳士的とは言えない握り方でこちらの手を包んでいる。表情だって無理に笑おうとして残念な笑顔になっているし、今にも倒れるのではないかと心配になるくらい肌が青白くなってしまっている。

　なのに、彼のそういった一切が奈な落らくに沈んでいた自分の心を引きずり上げてくれる。

　そして――この一言だけはちゃんとしたい、なんて思ったのかもしれない。ユーインは一瞬だけ己の震えを完全に抑えた。

「アリアさんは、綺き麗れいです」

　なんて男なのよ、とアリアは涙ぐみながら思った。

　この男は「汚らわしい」という一言を、言われた本人よりもずっと気にかけていて、それをしっかりとした形で謝罪するための機会を探し続けていたのだ。きっと研究馬ば鹿かの彼は衣服の趣味になんて疎うといに違いないから、そういった店を探すだけでとても苦労して、店に入ったはいいけどどれがいいのか困り果てて、時に我に返って男の自分が女性服を物色しているという事実に顔を赤らめたりしながら、そうやって苦心しながらもアリアに似合いそうなものを見つけてきたのだ。簡単に想像がつく。当たり前でしょ？

　汚らわしくない、綺麗です――そんな一言二言のためにこのような演出をして、そして己の誠意を証明するためにものすごく無理をして触れないはずの魔剣に触ってきたのだ。

　――バカじゃないの。

　絶対頭おかしいと思う。

　だって自分は魔剣なのに。人間じゃないのに。あなたとは何もかも違うモノなのに。

　こんな、人間の女性にするようなことをして、バカだよ。こんなの、こんな――

　一度しゃくり上げたのをきっかけに、ぽろぽろと涙が溢あふれて止まらなくなった。それを拭ぬぐう必要なんて感じなくて、アリアは雫しずくがこぼれるまま泣きじゃくった。

　――こんなの嬉うれしいに決まってるじゃない。

　泣くに決まっているじゃないか。

　そっとユーインが訊きいてきた。

「僕を許してくださいますか」

「…………許す、よ」

　泣き顔で、しゃくりあげながらアリアは言った。

「許すに決まってるじゃない。バカぁ！」

　だって生まれて初めてなんだ。

　本当の意味で“〝綺き麗れい”〟なんて言われたのは。
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　気の済むまで泣き、その間もユーインはずっと手を握り続けてくれた。

　彼の手は最後まで震ふるえたままだったけれど、それでも彼はなかなか離そうとしなかった。痩やせっぽちだけど意外に根性ある。

　ようやく涙が一段落したころ、アリアは「なんでドレスだったの？」と訊たずねてみた。

「もっと普通の服でも良かったのに」

「そ、そうですか？」ユーインはしどろもどろ、「僕はただ何か良い服がないかと探していて……パティさんに相談したらここを紹介されて……そこでこのドレスをひと目見て、アリアさんにきっと似合うと思って。え、えと、気に入っていただけたでしょうか？」

「うん。とっても」

　――なんかすごい幸せ。

　心がぽかぽかして、ユーインの手をあんまり離したくない。何コレ？

　もし、とそこで服飾店の店番の女性が寄ってきた。今の今まで邪魔にならないよう店の奥に引っ込んでいたようだ。その気遣いに気付いてアリアは少し気恥ずかしくなる。

　そして女性が訊ねてきた内容に、慌あわてふためいた。

「おふたりは近々ご結婚でも？　それでしたら他ほかにもいろいろと揃そろえてございますが」

「だっ……！　だからあたしとユーインはそんなんじゃ――」

　慌てて手を離したとき、でも思った。

　魔剣と人間が愛し合えるわけが無い――その根本の問題はやっぱり何も解決していなくて、どうしたって一生付きまとってくるものなのだと思う。“〝神ヴアルバニルへの殺意”〟と同じように。

　でも少し、そいつと戦ってみてもいいかもしれないと思った。

　元々“〝神への殺意”〟なんて面倒なものがあるんだから、今さらひとつやふたつ面倒なことが増えたって変わらない。

　――そうよ。あたしは負けないんだから。

　何を弱っていたんだ。いつも誓っていることじゃないか。

　行く道を塞ふさぐものは、すべて貫く。貫いてみせる。

　それがアリアという魔剣だ。

　だからどうなるかはわからないけど、とりあえずの一歩目を踏み出してみようと思った。

「や、やっぱりそう見えちゃ――」

「いえいえ。僕とアリアさんはそのような関係ではありませんよ」

　そしてその決意をユーインがぶった切った。

「その点は全力で否定させていただきます。僕はそのような下心で、不ふ埒らちな気持ちでアリアさんと接しているわけではありません。今日は謝罪のためにこちらに来たんですから。付き合っているなんてまったくの誤解、事実無根。万にひとつもあり得ない。そもそも僕なんてアリアさんに釣り合わ――」

「…………やっぱり、なんか、許すのやめていい？」

「あれッ!?　何な故ぜです!?」

　仰天するユーインに、アリアは「ふんッ」とそっぽを向いてやった。

　ちょっぴり涙目になりながら、ああそうなんだと気付く。

　まずはここから始めなくちゃいけないんだ。



　こうして――

　魔剣アリアにとってユーイン・ベンジャミンは実に厄やつ介かいな存在になってしまったのである。





　…………後日、パティがレジナルドを引き連れて改めて謝りに来た。

　平謝りするふたりに、アリアは笑顔で首を横に振った。あまりに自分が「いいっていいって。気にしなくいいよ！」と陽気に応じたせいか、彼らはちょっと呆あつ気けに取られたみたいだった。

　レジナルドが言ってくれた。

「セシリー・キャンベルは魔剣のお前を市民のひとりだと言う。俺おれも、そう思う。だからもしもできるなら都市を守る人間として何か手助けを、と思って聞いたのだが……無神経だった。許してほしい」

　アリアは心の底から思う。

　この都市に来て、本当に良かった。
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　リサは長らく機会を窺うかがっていた。

　話は二ヶ月弱ほど遡さかのぼる。

　軍国との技術交換――刀鍛冶ブラツクスミスとして招致されたルークに、当然のように弟子の自分も同行した。行きの道程では霊体濃度の低下に伴う体力消耗並びに馬車酔いに悩まされ、途中でヒルダ・キャヴェンディッシュなる刺し客かくたちの奇襲に遭い、異国ではシャーロットたちとゆっくり旧交を温める暇ひまも余裕も無く鍛錬に明け暮れ、大規模な白兵戦に参加し、それが終わるや否やほとんどとんぼ返り同然に慌あわただしく軍国を出立し、へとへとになりながら都市へと帰って来た。

　正に怒ど涛とうの二ヶ月弱。

　その間ずっと工房『リーザ』は留守だったわけで、さらには都市に戻ってきてからも休息を挟まず鍛か冶じ作業に勤いそしみ、目の回るような忙せわしなさはずっとずっと続いていた。

　しかしその鍛錬も昨日、一振りの刀の完成でようやく区切りがついた。

　リサは長らく機会を窺っていたのである。

　とうとう手にした好機。見逃しはしない。

　そういうわけで、



「――――お掃そう除じをします！」



　早朝、主人を叩たたき起こしたリサは開口一番に彼に言い渡した。

「いいですかルーク。私たちはほぼ二ヶ月間近くもこの工房『リーザ』を、母おも屋やと鍛か冶じ場ばをほったらかしにしていたのです。するとどうなると思いますか。どうなっちゃうと思いますか」

「…………」

「ハイおっしゃる通りデス！　とっても埃ほこり臭くさくなってしまうのデス！」

　自分の親方は寝起きが非常に悪く、起床直後に至っては億おつ劫くうがって一言も喋しやべらないのが基本。

　なのでここはさくさくと会話を進めてしまうに限る。

「それだけじゃありませんよ。戸口や鎧よろい戸どの隙すき間まから雨水が入り込んで染みになっちゃってます。屋根には森から運ばれてくる灰がたんまり降り積もっています。床だって掃き掃そう除じも満足にしてませんから大変なんですよ？」

　特にリサなどは母おも屋やでなく鍛か冶じ場ばを利用して寝起きしている。土つち埃ぼこりはもとより炭の細かな破片もそのままだ。工具類は未整理のまま放置されており、寝床のスペースを確保するのにも毎晩苦労していたのだ。最近は寒くなってきたから隙間風も厳しいし。

「なので大掃除です！」

　施政者のように握り拳こぶしを震ふるわせて断固主張する。

　元来がキレイ好きの自分にとって現状は我が慢まんならない。

「徹底的に、スミからスミまで、完かん璧ぺきに掃除いたします！」

「…………めし」

「お掃除が終わってからです！」

　寝起きで反応の鈍いルークも、流石にげんなりと息いきを吐ついた。





　リサはまず、鍛冶場の屋根の灰下ろしをルークに命じた。彼は鈍重な動きで梯はし子ごを伝って屋根に上がり、箒ほうきで灰を掃き落とす。霧のように空中に舞う灰は七番街を吹き渡る風が連れ去ってくれるだろう。

　リサのほうは母屋の中へ。調度品の類たぐいをせっせと屋外に運び出し、おおよそ空っぽになったところで靴を脱ぎ、椅い子すを土台にして天井をはたきで叩たたき始めた。埃ほこりというやつは少量ながら天井にも付着する。払い落とされた埃は何も置いていない床に降り積もるので、これをまとめて箒で外に払い出した。

　掃くのを終えると今度は汲くみ置きの水を用いての拭き掃除だ。湿らせた布ふ巾きんを何度も洗い直しながら、壁、窓、床という手順で、掃き掃除と同じように上から下へと汚れを拭ぬぐっていく。掃除の基本。

　灰下ろしが終わったルークには外に運び出した調度品を磨いてもらった後、再び中へと運び直してもらい、その間に自分は簡単な食事の準備。近所の農家からのいただきものを切り分け、灰被りの森から採集しておいた葉を煮出して茶を淹いれる。

　それらを食卓に並べた。

「休憩がてら、いただきましょう」

「……干し芋？」

「とっても美お味いしそうデスネ！」

「干し芋かぁ……」

　芋の山を崩しながら、ふたりでもそもそと食する。リサにとっては偽いつわり無く美味しい食べ物なのだが、意外に好き嫌いの多いルークはほとんど茶で胃に流し込んでいるような始末だった。

　お腹も膨れたところでリサは衣類の洗濯、ルークは鍛か冶じ場ばにこもって工具の整理や手入れ。それぞれに分担して次々と掃そう除じの工程をクリアしていく。

　昼を多少回ったころにようやくひと段落が着いた。

「ルーク。私、ちょっと出かけてきますね」

　鍛冶場を覗のぞくと、ルークは朴の木を削って鞘さや作りに勤いそしんでいるところだった。昨晩仕上がったばかりの刀のそれだろう。

　親方の彼は作業の手を止めずに、

「屑くず鉄てつなら間に合っているぞ」

「いえ、そうではなくて」リサは首を横に振り、「私たちが帰ってきたことをご近所にちゃんと報告しようかと思って。帰り着いてからも鍛冶ばかりでまともにご挨あい拶さつできませんでしたから」

「わかった。行って来い」

「私のいない間もちゃんと掃除を続けててくださいね。サボっちゃダメですよ！」

　へいへい、ルークの背中が返事する。

「じゃあ、行って来ます」

　――私、嘘うそはついてませんからね。

　そんなことをこっそり胸中で語りかけてから、鍛冶場を後にした。

　空の手て桶おけと乾いた布ふ巾きんを二枚ほど携え、出発する。





　七番街は都市が公的に管理運営する農地である。公募によって人を雇い、農家として職と家を与え、住まわせている。初代ハウスマンが都市を開拓する際に真っ先に用いた方法であり、今もこうして慣例として続いている。

　リサは広い田畑を横目に畦あぜ道みちを縫い、何軒もの土壁の家を訪ねて帰還の報告をした。農地である七番街は独立交易都市の中でも最大の面積を誇り、挨拶回りも楽ではない。中には午睡の真っ最中のところもあったので、そういった家は後日改めて訪問させていただくことにした。

　途中、顔見知りの婦人と出会った。

　婦人は色とりどりの花束を両腕にこぼれるほど抱え、その隙すき間まからリサの姿を見つけると表情を輝かせた。

「リサちゃん、ちょうど良かった。これ少しもらってくれないかしら」

「どうしたんですかそれ。いっぱい」

「お花屋さんが傷いたんだお花を処分しようとしていたから、もらっちゃったの。貧乏性でついつい取りすぎちゃったわ。いらない？」

「いります！　是非！」

　選ばせてくれると言うので、リサは遠慮無く白い花を選んで頂ちよう戴だいすることにした。傷んでいる、といってもリサにとってはまったく問題無いくらい綺き麗れいな花弁だった。

　花はちょうどこちらも入り用だったのでとてもありがたかった。不ふ謹きん慎しんかもしれないけれど、少ないお小こ遣づかいを捻ねん出しゆつする必要が無くなったことがちょっぴり嬉うれしい。

　小さな花束と手て桶おけと布ふ巾きんを手にリサは七番街を後にする。

　石造りの民家が立ち並ぶ居住区にたどり着き、さらにその路地裏を駆け足で抜け、人込みの商店街を避けて進み、横切ったパン屋から香ばしい匂においがして後ろ髪を引かれはしたけど通り過ぎ、祈き祷とう契約を信仰する修道所やそれに並列する学まなび舎やの前でふと足を止め、そこから聞こえてくる子どもたちの歌声にしばし耳を傾け、ほどよく満足したところでまた走り出す――

　そうやって都市の奥へと進んでいきながら、リサはやがて目的地にたどり着いた。

　建築物の密集する地域から外れ、なだらかに傾斜する丘が見渡せる場所。

　丘のふもと、芝しば生ふの面に無数の墓標が立ち並んでいる。

　六番街の共同墓地だ。

「ええと」

　墓地の隅にあった井戸から手桶に水を汲くみ、その重さに振り回されながらよたよたと丘の勾こう配ばいを下り、目的の墓標を捜した。墓標の石の数は多く、当たり前だがそれも増える傾向にあるので訪れる度に見落としそうになる。

「……あ」

　ほどなくしてそれを見つけた。

「お待たせしました」

　ふたつの墓標が、リサの前に肩を並べて立っている。

『Basil Ainsworth』

『Lisa Oakwood』

「こんにちはデス。バジルさん、リーザさん」

　本日のお掃そう除じの締めだ。
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　今日に限った話ではない。

　リサはしばしばルークに内緒で彼の父と幼なじみの墓を訪れ、その墓石を清めるということをやっていた。自分の主人はこういったことにものぐさだし、それでなくても自分が彼らの墓の手入れをするのはなんとなく義務のようにも感じていたし――と、そうやって足を運んでいる内にもはや習慣みたいなものになっていた。

　手て桶おけに汲くんだ水は冷たい。震ふるえながら布ふ巾きんを湿らせ、墓標の表面に積もった砂すな埃ぼこりを軽く払ってからごしごしと磨いてやる。

「二ヶ月も放っておいてすみませんでした。でも仕方無いんですよ。私たち、なんと軍国に行ってたんですから」

　汚れを落としながら、リサは墓標に向かって語りかけた。

「とっても大変だったんですから。馬車は揺れるし、お尻しりは痛いし、酔うし、刺し客かくさんに襲われるし、軍国の聖剣師さんたちは認めてくれないし、鍛か冶じは徹夜だし、結局お肉食べられなかったし、……食べられなかったし」

　滔々とうとうと今回の旅路について話す。

　定期的に訪れ、お墓を掃そう除じし、日々の出来事を報告する。

　それが神に祈る術すべを知らないリサの、リサなりの墓参りの仕方だった。

「……本当に本当に大変だったんですよ」

　いつもは笑顔を交えて報告するのだけど、今日はちょっと特別な話があった。

「ルーク、が」

　言葉が喉のどにつかえた。

　思い出すだけで申し訳無さや悔しさが込み上げる事実が、ある。

　――しっかりしなさいリサ。

　ルークの意志を、ルークの大事な人たちに伝えなきゃ。

　これを終えなければ今日の掃除は終わらない。

「ルークは、自分の命を削りながら、戦っています」

　それは言葉通りの意味である。

　リサの能力である『魔剣精製』は、その使用の際にリサの肉を削り、術者の魂をも削る。

　その影響はすでにルークの身の上に表れていた。視力の低下、やがて来るだろう失明のとき。今後も使い続ければもっとひどい影響が彼を蝕むしばむかもしれない。少なくとも彼はその予兆を感じているだろう。

「私はそんな彼を止めるべきなんだと思います」

　そう思うけれど。

　それでも彼は言ったのだ。



『俺おれには守りたいものがたくさんできてしまった。リサ、お前もそのひとりだ』

『頼む。これからも俺に失わせてくれ』



「守りたいものがある、と言っていました。だからそのために失わせてくれと」



『俺たちは共に失い続ける』



「私たちは共に失い続けると、言ってくれました」

　だから、とリサは目を伏せ、

「申し訳ありませんが私は止めません。だって弟子ですから。ルークがそうしてでも守りたいと思うものを、弟子の私も一緒になって守りたいと思います。私は、彼の目になります」

　瞼まぶたの上から左目に触れる。

「彼にいただいた左目をそうやってお返しします。……あなたたちはそんなルークと私をどうか見守っていてください」

　三年という時間で色いろ褪あせつつある名前の彫り文字を指でなぞり、よろしくお願いします、と頭を下げた。

　こうして足繁く通い、報告し、そして時に頭を下げるという行為に意味はあるのか、時時考える。もしかしたら自分はいろいろな罪悪感から逃れるためこのようなことをしているのかもしれない。

　リーザの血肉によって今ここに生きている、という罪悪感。

　自分の能力がルークの魂を失わせている、という罪悪感。

　それらを少しでも和らげるため、救われるため墓標を清めている――もちろんそんなつもりは無いけれど、でも他人の目にはそう映るかもしれない。

　――でも届けなくちゃいけないんです。

　それがこの世に生を受けてしまった自分の義務。

　ルークと共に精一杯生きて、リーザから借り受けた生活をここに報告する。ルークと共有した出来事、感情を可能な限り伝える。

　それがリサの“〝祈り方”〟。

　――受け取ってください。

　そうしてしばらく長いこと、リサは頭を下げ続けた。





　墓標が大体きれいになったことを確認すると、リサは婦人からいただいた花束をふたつに分けてそれぞれ飾った。白い花弁がゆらゆらと風に揺れる。

「…………あ、そうだ」

　唐突に思い出した。とても大切なことを報告するのを忘れていた。

「リーザさん。心して聞いてくださいね？」

　リーザ・オークウッドの墓標に向き直り、心持ち居住まいを正してからそれを述べた。

「ルークに好きな人ができました」

　答えが返ってくるわけも無い。

　それでもリサはたっぷり数十秒ほどの時間を待ってから、続けた。

「命を懸けてでも守りたいという人です。とっても馬ば鹿かな理由でそれを押し隠そうとしているのですが、私がさせません。必ずや成就させてみせます。……だからその、なんていうか……さっきは見守ってくださいなんて言ったんですけど……この件に関してはですね、見逃してあげてくださいね？」

　あなたとは別の女ひ性とを愛してしまうあの人のことを。

「許してあげてくださいね」

「何勝手なこと言ってやがる」

　口から心臓が飛び出すかと思った。

　恐る恐る振り返るとそこには件くだんの青年が立っていた。

「ど、どうしてっ？」

「……お前が言ったんだろ」ルークは何ど処こかふてくされたような顔で、「今日は徹底的に掃そう除じすると。だからここに来た」

　そうしたらお前がいた、と続ける。

　リサの背中を冷や汗が濡ぬらした。

「いや、これは……わざと内緒にしてたわけじゃなくて……こう、直感的にですね、私がリーザさんやルークのお父さんのお墓参りに行くのは嫌がられるかなと思いまして……でもやっぱり生前にルークがお世話になった方々ですし、せめて掃除くらいはと思いましてですね、ハイ……」

「勝手に怯おびえるなよ。別に叱しかったりしない。それに今日だけじゃないだろう、ここに来たのは。いつも暇ひまを見ては来てたんだろ？」

「き、気付いていたんですか!?」

　リサはびっくりして叫んでしまった。できるだけ気付かれないよう注意を払っていたつもりなのに。

　ルークは当たり前だろうと言いたげに嘆たん息そくした。

「いつ来ても思ったほど砂を被かぶっていない。気付くさ」

　――いつ来ても？

　リサは聞き逃さなかった。それはつまり……ルークもここに度々足を運んでいた、ということ？

　自分がルークに内緒にしていたように、ルークも自分に内緒で。

　なんだ、とリサは苦笑してしまう。今までこそこそ隠れる必要は無かったのだ。

　――似たもの同士なんですね、私たち。

　ルークはこちらの肩越しに墓標を見つめていた。

「……リーザはわがままで無茶苦茶な女だったよ」

　それはどんな心境から来たものなのだろう。

　わからなかったけれど、語り始めたルークの言葉を、リサは一言も逃のがすまいとじっとして耳を傾けた。

「冒険と称して俺おれをいろんなところに連れ回してた。危なそうなところを見ると目を輝かせて突っ込みたがるから、付き合わされる俺は毎回死にかけて……冗談じゃないからな。

『爪つめ痕あと』があるだろう？　あの崖から落ちかけたことだってある。あれは正直泣いた」

　内容はちょっとアレだけど、本人は懐かしそうに目を細めているからいい思い出なのだろう、たぶん。



    

  
    
      



    

  
    
      「あと騎士団に入りたがっていたから、その稽古にも何度も付き合わされた。尋常じゃなく強かったから毎回半殺しにされたよ。あいつ、“〝斬きる”〟より“〝突き”〟のほうが得意だったから、木剣の切っ先で急所を的確に突いてきやがるんだ。脇わき腹ばらに入ったら必ず吐いてた。ちょっと想像してみろよ、その苦しみ」

　したくない。

「あいつが親父おやじの打った直刀を持ち出してきたときは絶対に死ぬと思った」

　なんともまあ雲行きが怪しい思い出話である。

　……でも。

「本当にわがままで、無茶苦茶だったな」

　少し冷たい風を受けながら、ルークが呟つぶやく。

　その横顔を見ながら、リサは思った。

　――本当に想おもっていたんですね。

　ちょっと羨うらやましい。口にはしないけど。

　ふふ、と笑った。

「なんだかセシリーさんに似てますね。リーザさんって」

「そうだな、言われてみれば。……でも全然違うさ。リーザはリーザで、セシリーはセシリーだ」

　そんなことを言って、ルークはこちらを見やった。

「……いつもありがとう、リサ。きっとリーザや親父も喜んでいる」

　――あ、まずいです。

　泣きそう、と思った。だってこちらこそありがとうを言いたいのだ。

　――リーザさんのことを話してくれて、ありがとう。

　でもここは泣くべき場面ではない。だからリサはぐっと耐えた。

「掃そう除じは終わったのか？」

「ハイ。たった今」

「そうか。じゃあ帰るぞ」

　へ、とリサが目を丸くする内にも、ルークはさっさと踵きびすを返して行ってしまう。

「何かしないんですか？　自分の手でお墓を清めたり……」

「顔を見せるだけで十分だろ？　俺おれはいつもこんな感じだ」

　それにしたってあっさりしすぎだ。リサはそう呆あきれながらも、なんとなく理解した。

　自分の“〝祈り方”〟が墓標を清め、日常の報告をすることであるように、

　ルークの“〝祈り方”〟はこうして墓標に顔を見せに来ることなのだろう。

　リサはルークの背中を追った。

「これで今日のお掃除、完了です。お疲れ様でした」

「お前もな。……ああ、そうだ。前から言おうと思ってたんだが、今日からお前も母おも屋やで寝ていいぞ。確か隙すき間ま風が厳しいとか愚ぐ痴ちっていたよな。今まで悪かった」

　リサはまたしてもびっくりして目を瞬しばたたいた。

　そもそも自分が鍛か冶じ場ばで寝るようになったのは、そうするようにルークに指示されたためだ。最初のころは相当疎まれているんだなとよく落ち込んだものだが――すぐに本当の理由に気付いた。

　己の声を弟子に聞かれたくないから、だ。

　三年前から続く悪夢。それにうなされる声を聞かれないよう、リサの寝床を鍛冶場に移した。

　リサはそのことを知っている。ルークもまたリサに知られていることを、きっと知っている。

「……理由、聞いてもいいですか？」

「もう大丈夫なんだ。俺おれは」

　答えは、それだけ。

　それだけだったけど、その言葉の続きをリサは察した。

『もう、悪夢にはうなされない』

　――リーザさん、見ていますか？

　私たちは確実に前に進んでいますよ。

　リサは微笑ほほえみ、ルークの後に続く。

　大切な彼と肩を並べて、歩く。

「じゃあ今夜から母屋で寝ます。襲っちゃ駄だ目めですよ？」

「そんな面めん妖ような趣味はねえ」

「……そうですよね。ルークって大きいのが好きですもんね」

「またお前は誤解を招くようなことを……」

「ルークの変態！　巨乳好き！」

「お前やっぱり鍛冶場で寝ろ」

　イヤです、と満面の笑みで反抗すると、ルークが苦笑した。

　その彼が前を向いたとき、ふと漏らした言葉が妙に耳に残った。



「……直刀、か」



　一日がかりの大おお掃そう除じは、こうして幕を閉じた。



    

  
    
      


第14話　聖剣の鞘　Sacrifice
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　熱を持たない、黒い火の粉がセシリー・キャンベルの頬ほおを打った。

「水ミズ減ベしシ。小コ割ワリ。選セン別ベツ。積ツみミ重カサねネ。鍛タン錬レン」

　虚こ空くうに揺らめくは黒々とした炎球。

　人ひとりを優に呑のみ込めるだろう巨大さでとぐろを巻き、蠢しゆん動どうし、火の粉を飛ばす。

「折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ」

　男が、その炎球に自らの片腕を喰くわせていた。

　独り言のように唱え続けている。

「――心シン鉄カネ成セイ形ケイ。棟ムネ鉄カネ成セイ形ケイ。皮カワ鉄カネ成セイ形ケイ。刃ハ鉄カネ成セイ形ケイ。造ツクりリ込コみミ。素ス延ノべベ。鋒キツサキ造ヅクりリ。火ヒ造ヅクりリ。荒アラ仕シ上アげゲ。土ツチ置オきキ。赤アカめメ。焼ヤきキ入イれレ。鍛カ冶ジ押オしシ。下シタ地ジ研トぎギ――備ビン水スイ砥ド、改カイ正セイ砥ド、中チユウ名ナ倉グラ砥ド、細コマ名ナ倉グラ砥ド、内ウチ曇グモリ地ジ砥ド。仕シ上アゲ研トぎギ――砕クダきキ地ジ艶ヅヤ、拭ヌグいイ、刃ハ取トりリ、磨ミガきキ、帽ボウ子シなナるルめメ」



　――どうして？



「――――柄ツカ収オサめメ」

　それを結びとし、炎球は男の腕を吐き出して粉々に爆ぜた。その際の余波は暴風となって辺り一帯を叩たたいて過ぎる。全身を、吹き飛ばすというよりもむしろ大地に縛りつけるような強風にセシリーは立ちすくみ、一方でその視線は男の手に出現した一振りの剣に縫いつけられていた。

　伸のびやかな反りを描く刀。

　表面には、無作為なようでいて奇妙な調和を持って波打つ刃は文もん。

『魔ま刀がたな』

　それは薄く発光していた。青の衣を刃にまとい、淡い光にして凄すさまじい存在感を放つ。

　得え物ものを手にし、男はこちらを振り返った。

　どうして――。セシリーは問う。

　答えも無く、彼――ルーク・エインズワースはその刀を構え、

「そこを動くなよ」

　警告し、そして。

　セシリーの胸むな許もとを貫いた。



　　　１



　――――時刻は今朝方に巻き戻る。





　どうしても我が慢まんならなくなったときはこの言葉を囁ささやいてやればいい。

“〝聖剣の鞘さやは――”〟



「――何ど処こにあるんですか？」

　その日、キャンベル家の食卓が凍りついた。

　朝食の席である。出勤前のセシリーとアリアが席につき、専属の家政婦であるフィオが食事を運び、床とこに伏しがちな母のルーシー・キャンベルも今朝は調子が良いらしく同席し、キャンベル家の一同が会した朝の食事時。

　そこにセシリーは先の問いを投じたのである。

「ルーシーさん？　どうしたんですか」

　フィオが硬直してしまったルーシーを訝いぶかった。

　ルーシー・キャンベル。セシリーの性格や気性が父親譲りである一方、髪の色や容姿に関しては母親譲りと十人中十人が断言するだろう――それだけ彼女の顔立ちはセシリーとそっくりで、身体からだつきもよく似ていた。年の功か日ひ頃ごろの所作か、娘よりも幾分女性的な雰囲気を漂わせている。

　彼女は今、娘から投げかけられた問いに凍りついていた。

「……母上？」

　思った以上の手て応ごたえにセシリー自身も驚いてしまった。

「なぁに、セシリー」アリアが首を傾かしげ、「聖剣の鞘がどうしたのさ」

「ゼノビア様から聞いたんだ」

　ヴァルバニル戦における、キャンベル家の役割とは？――

　以前ハンニバルやルーシーに訊たずねたときは「いずれ知る」としか答えてくれなかった。

　だが軍国の『少女王』ゼノビア・Ｑ・ランチェスターがヒントをくれた。

『そなたがキャンベル家の役割を知らないということは、周囲の人間がその機会を見計らっているからなのかもしれない。そなたに気を遣って』

『いつかそなたの近しい者が話してくれるときが来るだろう』

『どうしても我が慢まんならなくなったときはこの言葉を囁ささやいてやればいい』

“〝聖剣の鞘さやは何ど処こにあるのですか？”〟

　効果は抜群だった。母親は明らかにこちらの質問に反応してしまった。

　ずっと気がかりだった疑問の尻しつ尾ぽを今捕まえたのである。セシリーは若干の興奮を覚えながらさらに言葉を重ねた。

「聖剣の鞘。それが我がキャンベル家と関係あるのですね？」

　青ざめていたルーシーははたと気付いて額に手を当て、よよとよろけた。

「……ああ、頭が痛い。ごほごほ」

「頭痛で咳は出ません」

「ああ、眩め暈まいもするわ。ごほごほ」

「眩暈でも咳は出ません！　母上！」

　痺しびれを切らしたセシリーは身を乗り出し、

「母上、誤ご魔ま化かすのはいい加減にやめてください。ヴァルバニル復活の日が近付いてきていて、そしてそのときキャンベル家には果たすべき役割がある。それも大陸国家の重鎮たちが認める役割です。それを現当主の私が知らないのはおかしいではありませんか。私には知る必要がある」

　厳しく追及する娘の目をルーシーは見ない。

　うなだれ、頑かたくなに口を閉ざしている。

「……父の死には、この役割が関連していると聞きました」

　びくりとルーシーの肩が震ふるえた。

「封印強化遠征――」

　それはヴァルバニルの解放を可能な限り先延ばしにするため、それへの封印を強化するという目的で行われた遠征だ。参加者は初代ハウスマンを筆頭に当時から自衛騎士団団長を務めていたハンニバル・クエイサーや大陸諸国から参じた代表者たち。

「これにキャンベル家の人間として父も同行したと聞いています。……そして」

　喉のどにしこりを覚えて言いよどむが。

　セシリーは振り切った。

「そしてそのときに抱えた後遺症で、亡くなった」

「黙りなさい」

　ぴしゃりと言われ、セシリーは息を呑のんだ。

　顔を上げたルーシーは懇願するような眼まな差ざしで娘を見つめていた。

「それ以上続けては駄だ目め」

　しかし、続けた。

「私は父の死の真相すら知らなかった。何なのですか、キャンベル家の役割とは。どうしてこうも隠し立てするのですか？」

「やめて。黙りなさいと言っています」

「いずれ知る。ならば今知っても同じはずです」

「……」

「母上！」

　母娘は互いに睨にらみ合う。

　フィオとアリアが息を殺してふたりのやり取りを見守っていた。

　無言の時間。

　セシリーの眼まな差ざしは揺るがない。

　――私は絶対に退ひきませんよ、母上。

　ルーシーがここまでためらうのだから、キャンベル家の役割とやらがきっと好ましくないものだろうことはセシリーにも見当がついている。でも、だからこそ知る必要がある。

　父はそれを全うした故ゆえに命を落としたのだから。

　娘であり現当主である自分は知らなければならない。

　とうとう根負けしたルーシーが目を伏せた。



    

  
    
      



    

  
    
      　その唇は小さく震ふるえている。

「わたくしはあなたを……あの人と同じ目に遭わせたくないの」

「私だって覚悟しています。それがどんな運命であろうとも」

「軽々しく言わないで！」

　ルーシーは瞳ひとみを濡ぬらしていた。

「これは、あなたに死ねと言うようなものなのよっ？」



　　　２



　朝と昼のほぼ中間辺りに相当する時間帯。

　ルーク・エインズワースは公務役所の市長室を訪れていた。

「これが俺おれの現状だ。見てくれ」

　挨あい拶さつもそこそこに、腰に差していた刀を鞘さやごと抜いて市長室の主であるヒューゴー・ハウスマンに差し出した。

　それは黒塗りの鞘に収められた刀である。柄や鞘、鍔つばに凝った装飾は無く、一見すると凡庸な刀剣に思われた。

「拝見いたします」

　一礼し、受け取ったヒューゴーは刃を上にした状態で刀を水平に支え、静かに鯉こい口くちを切る。抜刀。その際に刃や切っ先が鞘の内部と擦れて傷つかぬよう細心の注意を払いながら、峰部を滑らせるようにして刀身を引き抜いた。

　晒さらされた刃は、窓から射さし込む陽光を強く弾はじき返す。

　ヒューゴーは右手で柄を持ち、左手は素手で刀身に触れないよう袱ふく紗さと呼ばれる布を取り出して刀身の半ば辺りにあてがい、鑑賞を始めた。

　目をすがめ、刀を横に倒したり斜めにしたり光に透かしたりなどしながら地鉄、刃は文もん、切っ先とつぶさに目利きを行っていく。

　ひと通り観察し終えたところでヒューゴーは「ふむ」と一息入れた。

「腕を上げましたね、ルーク。霞かすみの立ち方が以前よりずっと美しい。刃文にも力強さと覇は気きがある」

　刀身を波打つように走る刃文。この模様は砂粒のような大きな粒子の組織『沸にえ』と、霞がかったような小さな粒子の組織『匂におい』、この二種の構成によって生じ、さらに焼入れの条件によって多彩に変化する。

　ルークのこれは匂におい主しゆ調ちよう、匂におい出で来きの刃文。刃は中ちゆうが白く、光を反射するとあたかも霞が立っているような美しい景観を成す。

　軍国から持ち帰ってきた技術を基に、ルークとリサが早速仕上げた一振りだった。刀身の構成部材を『甲こう伏ぶせ』よりも複雑化させた『四し方ほう詰づめ』に、折り返し鍛たん錬れんの回数増。さらには同業者――軍国の聖剣師たち――と直に接し、間近で腕を見せ合うことでルーク自身の刀鍛冶ブラツクスミスとしての技量も向上していた。

　ルーク・エインズワースの最新にして、現時点で最高の業物。それがこの刀である。

　しかし。

「正直に言えよ、クソジジイ」

　ルークは市長室にいたもうひとりの人物に話を振る。

「俺おれは親父おやじ――バジル・エインズワースに何ど処こまで近付けている？」

「足あし許もとにも及ばぬよ」

　ハンニバル・クエイサーである。

　彼は窓枠に腰を載せてルークとヒューゴーのやり取りを傍観していた。騎士団でも一、二を争うような巨体の持ち主なので、多少身じろぎしただけでも窓枠の木が痛々しく軋きしんで悲鳴を上げる。

　こちらの問いに低い声で答えた。

「ワシは長年あいつの腕を見てきた。一目でわかる。お前のそれは話にならん」

　酷評に、しかしルークは頷うなずく。

「だろうな」

　工房には父親の打った刀が何本か残っていて、いつでも取り出して具合を見ることができる。何より息子として父の偉業をずっとこの右目で見てきた。比べるべくも無く己の刀が父のそれよりも劣っていることは承知していた。

　たとえ大陸諸国の歴々が感嘆し、軍国の聖剣師たちも及ばないような刀でも、父は未だに息子を凌りよう駕がし続ける。刀の構造や折り返し鍛錬の回数に大きな変化を加えようとも、刀鍛冶としての純粋な腕自体が別格。

　そしてそのような父の業物ですら、聖剣には至っていない。

「ハンニバルくん」

　ヒューゴーが眉まゆをひそめ、言った。

「もうちょっと言い方に気をつけて。大体あなたはルークの腕にいつも辛口なんです。今までの刀よりも格段に質が上がっている、その事実は正当に評価して然しかるべきものですよ。やはり軍国との技術交換は無駄ではなかった」

　ハンニバルが言い返しもせずに肩をすくめたので、代わりにルークが言った。

「客観的な意見がほしかったんだ。むしろ辛口で構わない」

　――それに辛口なのはあんたも一緒だろ。

　心の内で苦々しく呟つぶやく。

　ルークはヒューゴーと話していると、いつも針の筵むしろに座らされた気分になる。

　生来人当たりのいい善人である市長は、通常、他者との会話には敬称や敬語を用いるのだが、それが自分に対してだけは違っていた。話し言葉こそ丁寧だが名前の呼び方はいつも呼び捨てだ。その意味をもちろんルークは知っている。

　この腕をまだ認めていないから、敬うやまうに値しないから、ヒューゴーは他ほかの人間にするように自分を「ルークくん」と呼ばず、「ルーク」と呼ぶ。

　――あの日からだったな。

　父と幼なじみを自分が失わせた三年前のあの日から、この小さな変化は生まれたように思う。

　ルークにそのことを非難するつもりはまったく無い。事実、誰だれが何と言おうともふたりを死なせてしまったのは己の過失であり、一生許されざる罪だ。許してほしいとも思わない。

　死ぬまで背負う。

　で？　とハンニバルが促した。

「普段は進しん捗ちよくの報告なんてしないお前のことだ。中途半端な刀を見せるためだけに来たわけではあるまい。他に用があるんだろう？」

「話が早くて助かる」

　ルークは頷うなずき、

「初代ハウスマンの資料を見せてもらいたい。洗いざらいだ」

　目を瞬しばたたき、ヒューゴーとハンニバルが顔を見合わせた。

　独立交易都市に住まう者ならばその名を知らぬ者はいない――初代ハウスマンという男。彼はこの都市の基盤を作り、悪魔契約に用いられる霊体を祈き祷とう契約という形に転用した、大陸史の研究者としても高名な人物である。彼の遺のこした研究文書は現代に至っても貴重な資料として保管されている。

　ヒューゴーは市長としてハウスマンの名を継いでいるが、それは慣習に従っているためで厳密には初代と血縁関係には無い。

　初代は研究狂いの人物としても知られ、研究に没頭するあまり彼は子を作らなかったと言われている。

「そこのクソジジイの言う通り、俺おれは親父おやじの域まで達していない」

「それは仕方無いと言えば仕方がありません。バジルくんが鍛たん錬れんに費やした年月はあなたの何倍にも及ぶ。たった三年では埋めようが――」

「埋める」

　意地でも埋める。ルークはヒューゴーの言葉を遮り、

「親父に打てなかった聖剣を、俺は打たなきゃならない。だが時間が無いのも本当だ」

　来年の夏に迎える、ヴァルバニルの復活。

　そしてルーク個人が抱える、『魔剣精製』による魂の消耗。これはハンニバルたちにも知らせていない事実である。

　大陸にも自分にも猶予は残されていない。

「親父おやじには及ばないが、これでも聖剣の基礎には近付けたと思っている。……あともう少し、あともう一歩の進化が必要なんだ。俺おれも親父も知らない何かがある。そのヒントがほしい。初代の遺のこした資料は大陸の成り立ちから霊体、ヴァルバニルの生態に関してまで膨大な量だと聞いている。刀鍛冶ブラツクスミスの観点からそれを見てみたい」

　聖剣のヒントが見つかる、という確証は無い。自分なりに糸口は考えてあるが、それも見当外れで結局のところ徒労に終わるかもしれない。

　だがルークは何もせずに手をこまねいているのはやめたのだ。

　惰性で鍛たん錬れんするのはやめた。

　思いつくすべてに挑む。そう決めたのである。

「……ようやく火が入ったか」

　目を丸くしていたハンニバルが、大きくため息をついた。

「どれだけ待ったと思っているクソガキ」

「悪かったなクソジジイ」

「本当に待ちましたよ。やっと本気になってくれましたね、ルークくん」

　驚いてヒューゴーを見やる。彼は眩まぶしそうに目を細め、こちらを見ていた。

　憎まれ口を叩たたきつつも、ハンニバルも唇の端を吊つり上げている。

　ふたりの、何ど処こか緩かん和わした空気。

“〝待っていた”〟

　その意味が唐突に脳の奥深くに滑り込み、染みた。

　実感が痛みとなってルークの胸を刺す。

　言葉通りこの大人どもはずっと待っていたのだ。三年前の事件を引きずる自分が本気を取り戻すまで、ぎりぎりまで待ち続けていた。決して放っておいたわけではなく、それがルークという人間にとって最良だと判断して。

　そうして三年もずっと待たせていたのだと、今知った。

　――俺は正しよう真しん正しよう銘めい、心の底からクソガキだったんだな。

　そのような自分をよくここまで、辛抱強く待っていてくれたと思う。

　やっとここに至れた。こんなにも時間を費やしてしまった。三年かかってしまった。そしてあと一年も無い。今から取り戻せるだろうか。無む為いに消費してしまった時間分の働きを、自分はできるだろうか。間に合うだろうか？

　――必ず間に合わせる。

　全力を尽くす。命を懸ける。ルーク・エインズワースにはその責任がある。

　思うのと行動するのとは同時だった。

「お願いします」

　自然と、ルークは頭を下げていた。

　抵抗は無い。そうすべきであると判断したから。

「俺おれに力を貸してください」

　ふたりが息を呑のむ気配をつむじに感じた。

「拒否する理由はありませんよ。このときを待ち侘わびていましたから。……ええきっと、私たちは待ち望んでいた」

　ヒューゴーが感慨深く述べる。顔を上げたルークに柔らかな瞳ひとみで頷うなずいた。

　老齢の偉い丈じよう夫ふに目配せする。

「……初代の資料を、お前に見せよう」

　ハンニバルは何やら瞼まぶたを閉じて考えていたようだが、おもむろに口を開いて言った。

「ただしかなりの量だ。すべてに目を通すにはそれなりの日数を要することは覚悟しておけよ」

　ルークは頷く。

　ハンニバルとヒューゴーはもう一度目を合わせてから頷き合い、交互に述べ始めた。

「それともうひとつ。資料を見せる前に話しておくことがある」

「資料を見ればいずれ必ず知ることです。だから先に打ち明けておきます」

「お前がいつまでもヘタレていた場合は、たきつける意味で教えるつもりだった。ぎりぎりまで待って正解だった――」

　まるで用意していたみたいに、ふたりは矢継ぎ早に言葉を並べ立てる。

　ルークは眉まゆをひそめた。

　急せくように話す彼らの様子に、何やら言い訳じみた気配を感じたのだ。

　躊ちゆう躇ちよする風情。

「なんだ。一体」

　促すと、ふたりは同時に口を噤つぐんだ。

　ルークはますます不審に思わざるを得なかった。

「だから何なんだ。今さらためらうような何かがあるって言うのかよ」

　まごつきながらもヒューゴーが言おうとするのを、ハンニバルが手で制す。

「ワシが話す」

「……よろしいのですか？」

「ああ。たぶん、ワシが話すのが一番いい」

「わかりました。お願いします」

　先ほどまでの緩かん和わした雰囲気はとうに霧散していた。

　代わりに、何もしていなくても緊張を強要されるような、重々しい空気が満ち満ちていた。わけもわからずルークは立ち尽くす。

　ハンニバルは険しい眼まな差ざしでこちらを見やり、重い口を開く。

「お前に『聖剣の鞘さや』について、話す」

「……鞘？」

　困惑し、ルークは訊きき返した。

　刀とはワン・ハンド・メイド、つまり唯一無二のものだ。代理契約戦争という巨大な戦の需要に即して主流となった、鋳造による大量生産とは異なり、刀の鍛か冶じは一本一本を丹念に鍛たん錬れんする――そのため、合わせて作られる鞘も唯一無二。無論聖剣にもそれに相応する鞘が存在すると伝えられている。

　禍まが払はらいの能力に優れ、一方で“〝あまりに斬きれ過ぎる業物”〟として伝えられる聖剣。それを保存するため――凄すさまじい斬れ味を封じ、同時にあらゆる邪じやから防護するための入れ物。

　それが『聖剣の鞘』。

「でもそれは……」

　存在が噂うわさされる一方、その実際の行方は杳ようとして知れない。聖剣自体はヴァルバニル封印に用いられているため所在ははっきりしているが、鞘の行方は不明。恐らくルークの刀と同じ朴ほおの木を素材にしていると考えられるが、具体的な材料や塗料、製作者たる鞘師も一切が謎なぞの代しろ物ものである。

　ルークはそこまで考え、首を捻ひねった。

　それが何な故ぜ、今この場で出てくる？

「お前が知る鞘と、我々の言う『聖剣の鞘』は意味合いが違う」

「……どういうことだ？」

「隠語だ」

　ハンニバルは意識的に淡々と述べるようにしている――そう感じた。

「『聖剣の鞘』はあるものを指す言葉だ」
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　ルークが工房『リーザ』に戻ったのは昼前。

　母おも屋やの戸口で出迎えたリサが、こちらの顔を見て仰天した。

「何があったんですか!?」

　彼女が素すっ頓とん狂きような声をあげたのも無理からぬ話。

　何故ならルークの瞼まぶたは左右ともに赤く腫はれ上がり、髪はくしゃくしゃに乱れ、唇は切れ、両鼻には赤い血の流れた跡が凝固して残り、服は肩口が千切れ、要するに目も当てられないくらいの満まん身しん創そう痍いだったからだ。

　ルークは表面上は平気な面――のつもり――をしていたが、本当は気を抜けば即卒倒してしまうのではないかというほどの激痛が全身を虐めている。くらくらと眩め暈まいを覚えて足取りは覚おぼ束つかない。

　立っているのもやっとの状態である。

　ただそれを、内心で燻くすぶる怒りが支えていた。

「ちょっと殴り合ってきた」

「殴ッ？　ど、どなたと？」

「ハンニバルのクソジジイだ」

「団長と？」

　横から飛んできた声に、ルークの心臓が跳ね上がった。

　母おも屋やにいたのはリサだけではなかった。横目で確認する。今日も昼食を頂ちよう戴だいしに来たのか、食卓の席にはセシリーとアリアの姿があった。卓たくの上の人数分の茶から湯気が立っているところを見ると、彼女らも訪れて間も無いだろうことがわかる。

　最近は屋外もめっきり寒くなったからか、天気が良くても母屋で食事を取るようになっていた。だから外に姿が見えないと思って油断していた。今はセシリーたちと平静に接する自信が無い。

　あんな話を聞いてしまった後では。

「怪け我がの手当てを」

　要いらないと断り、

「それより昼食の準備中なんだろう？　俺おれのことはいいから行って来い」

「でも」

　食い下がるリサを右目で睨にらむ。有無を言わせぬ空気に不承不承彼女は母屋の奥へと引っ込んでいった。

　嘆たん息そくし、椅い子すを引いて食卓の席に着く。腰を落ち着かせたことで幾分心にゆとりが生まれた。

　――さて、どうしたものか。

　セシリーとアリアがじっとこちらを見ていた。十中八九この怪我の説明を求められるだろう。すでにハンニバルの名前は出してしまっている。何と言って誤魔化そうか。如い何かにして話を逸らすか。

　ふたりの視線を受けながらそう考えを巡らせていると。

「セシリー。あたし、リサのお手伝いしてくる」

「え。あ、うん」

「ゆっくり、作るから」

「……うん」

　何やら不思議なやり取りをしてから、アリアはリサと同じように奥へと行ってしまった。

　居間にはルークとセシリーが対面する形で残る。

　顔を見合わせ、同時にうつむいた。妙な空気にルーク自身も戸と惑まどった。

「どうしたんだ、その怪け我が」

「……クソジジイとやりあってな。大したことじゃない」

「そうか」

　意外な反応に思わず顔を上げた。

　セシリーは目を伏せ、何ど処こかぼんやりとしているように見えた。常ならば激しく追及するだろうことを今に限って「そうか」で済ませ――そして押し黙ってしまう。まったく覇は気きが感じられない。

　自分の考えにばかり気が行っていたから、今の今まで彼女の変調に気がつかなかった。

「セシリー？」

「……あ、うん。何だ」

「何だはこっちのセリフだ」

　ルークは右目をすがめた。

「何があった？」

　今ようやく気付く。

　セシリーの口くち許もとが、小刻みに震ふるえている。





　炊事場に入ってきたアリアにリサは真っ先に訊たずねた。

「セシリーさん、どうしたんですか。さっきからずっと変です」

　ウチの親方も変ですけど、と小声で付け足す。

　アリアは指の先で頬ほおを掻かきながら、

「セシリーのこと、やっぱり気付くよね。ゴメンネ、後で必ず説明するからさ。今はふたりきりにしてあげて」

「……ルークと？」

　うん、と頷うなずいてリサの背中を炊事場の奥へと押す。

「悔しいけど相棒のあたしにもできないことがあるんだ。セシリーもなんだかんだで、やっぱり女の子だしさ」

　アリアは少し寂しそうに居間のほうを見やり、

「ここはヒーロー様に預ける」





　何があった、と訊たずねてもセシリーはすぐには答えなかった。

　小さくなるように肩を狭せばめ、口許を震ふるわせながら、顔を伏せている。

　ルークは強く問い詰めることはしなかった。心は逸ったが、それよりも目まぐるしく考えている。

　――怯おびえていやがる。

　傍はた目めにもわかるほど、目の前の彼女は何かに怯えていた。言葉も紡げぬほどの何かに心を脅かされている。それは何だ？　これまで人外や悪魔と相対し、制してきた女が今さら何に怯える必要がある？　威勢を取り繕うことすらできない恐れなんて、この女にあるのか。

　――ある。

　あるのだ。ひとつだけ思い当たる。

　だがそれをセシリー・キャンベルは知らない。

　知らないはずだということを自分はハンニバルから聞いていた。セシリーの父が死の淵ふちに「娘には知らせるな」という遺言を残したと。だから違う。彼女を怯えさせているのはこのことではない。

　――お願いだから、違っていてくれ。

　喉のどから押し出すように、セシリーが苦しげに声を吐き出した。

「ルークは知っているか」

「何を」

「『聖剣の鞘さや』を」

　心臓が跳ねる。

　――どうしてだ！

　なんでその言葉が出てくる？　知らないんじゃなかったのか!?

　ルークはセシリーの問いに答えられなかった。

　答えられないことが答えになった。

「……やっぱり、知っていたんだな」

「つい最近だ。お前はどうして」

「母が、口を割った。今朝」

　彼女の母親には会ったことが無い。ルークはその顔も知らない相手に心の中で呪じゆ詛そを吐いた。よけいなことを、と。

　目を伏せるセシリーの表情はわからない。

　うつむいたまま、彼女の震える唇がつっかえつっかえそれを述べた。

「隠語、らしいな。“〝聖剣の予備”〟という意味が隠されているらしい」

　言い方は他ほかにもいくらでもある。

　予備、代用、保険、――犠牲。

　ルークは心底くだらないと断言する。

「『聖剣の鞘さや』は――」

「いい。よせ。無理して話さなくていい」

「聞いてくれ。お願い」

　このときばかりは、セシリーの声にわずかな力が込められた。

「逃げたくない。だから言わせてくれ。あなたに、聞いてほしい」

　ルークはだから、口を噤つぐむ他に無い。

　黙って耳を傾けることしかできない。

「……『聖剣の鞘』は、聖剣の予備的な役割を指すんだ。聖剣が鍛たん錬れんできなかった場合、実戦で役に立たなかった場合、その代用とするもの。それが『聖剣の鞘』。そしてこれこそがキャンベル家の役割」

　卓たくの下で拳こぶしを握る。ハンニバルをぶん殴ったときの感触が蘇よみがえった。

「この役割は、遺伝する。そういう術式を、初代ハウスマンが組んだ」

　目の前にその初代がいたなら斬きり殺していただろう。

「初めに術式を組まされたのは私の祖父だったという。初代ハウスマンは祖父の心臓に細工を施した。対ヴァルバニルに万全を期すため」

　ルークにはそれこそ呪のろいとしか思えない。

　連綿と受け継がれる細工。呪い以外の何物でもない。

「……ところで魔剣がヴァルバニルに有効であることを、知っているか？　悪魔契約を行う際の、神への憎悪が術者を魔剣の悪魔へと変へん化げさせるらしい」

　それについてはかつてアリアに打ち明けられたことがあるため知っていた。だからこそつい小一時間前に聞かされた内容を、納得がいかないながらも理解することができた。

　そう、ここで魔剣の話は脈絡が無いように思えるが、この話はつながる。

　つながってしまう。

「術式――初代ハウスマンは祖父の心臓の『死し言ごん』に操作を加えた」

　大陸に生まれるすべての人間の心臓にそれぞれ刻まれるという死言。ヴァルバニルが霊体を通して仕組んだ、悪魔契約の引き金ともなる呪いの言こと霊だま。

　初代ハウスマンは忌いまわしきそれに、さらに忌まわしき呪いを重ねたのだ。



「悪魔契約を行えば術者が強制的に魔剣化されるよう術式を施した」



　神への憎悪などという条件を無視し、絶対的に魔剣になる。

「それがキャンベル家の役割。遺伝する、『聖剣の鞘さや』としての御役目。聖剣の再現が叶かなわなかったとき、キャンベル家の人間が魔剣と化して聖剣の代用を果たす。ヴァルバニルはあらゆる人間の前でその者の死し言ごんを囁ささやくらしいから、胸を切り開くような危険な真ま似ねはしなくてもいい。それはいざ戦うときに知れる」

　そこで彼女は苦笑した。

　自じ嘲ちよう気味に。

「ゼノビア様もずいぶん意地悪なことを言ってくれたよ……」

“〝聖剣の鞘は何ど処こだ――”〟

「私のこの胸の中に、それはあるんだ」



　　　４



　聖剣の鞘、キャンベル家の役割。

　死言の操作、魔剣化の強制。

　聖剣の予備、代用、保険。

　約束された犠牲。

　ハンニバルの口からそれらを知らされたルークは、直後に彼に食ってかかり、

「セシリーを人身御供にし――」

　即、轟ごう沈ちんした。

　丸太のような豪腕が脳天を打ち据え、こちらの身体からだを沈ませるように顔面から床に叩たたきつけたのだ。

　突っ伏して床を舐なめさせられたルークは、だが即座に跳ね起きて下方よりハンニバルの顎あご下したに拳こぶしを打ち込んだ。偉い丈じよう夫ふはあっさりと身をよじってその打撃を肩で受ける。鉄を殴打したかのような手て応ごたえに、むしろこちらの拳が軋きしむ。

　そして間髪を容いれずルークの顔面に拳げん骨こつが飛び込んできた。そのインパクトの一瞬を、自分は緩慢に知覚する。鼻頭が押し潰つぶされ、凄すさまじい膂りよ力りよくに首が真後ろに倒され、視界が暗転するところまでを滞り無く正確に知覚した。

　誇張無く文字通りぶっ飛ばされ、市長室の壁面に衝突し、公務役所全体を揺るがさんばかりの衝撃をこの身でもって伝える。

　遮断しかける意識。

　それを、ルークは前歯で唇を噛かみ切って耐え凌しのいだ。

　無様に大おお股またを広げ、四よつん這ばいで身体を支えることで転倒だけは回避する。目の前に迫った床板の上に赤い花が一輪二輪とぼたぼた咲いた。燃えるような熱を発する鼻がどくどくと流血していた。

　――嘘うそだろ？

　己はそれなりに鍛えられていると、ルーク・エインズワースは自負しているつもりだった。何な故ぜなら自分は三年前のあの日から一日も欠かさず、鍛か冶じの腕だけでなく剣術の腕も磨いてきた。鍛冶師なるものあらゆる武具の扱いにも長けていなければならない――かつてそのように父に教えられ、そして伝授された数々の技を自分なりに苦心しながらも熟練させてきた。事実自分は強くなったはずだった。その証拠に人間どころか異常を極める人外や悪魔すら屠ほふり、今日まで戦ってきたのだから。

　……なのに。

　なのにたった二発の殴打でこちらの体力は根こそぎ奪われてしまった。

　冗句のような話だ。

「ふざっ――けん、な」

　失血と脳に残る衝撃とで脚がもつれ、体幹が乱れ、姿勢すら定まらない。地面が凹凸に歪ゆがんで見える。

　それでもルークは二本の足で立ち上がり、こちらを無表情に睥へい睨げいするふたりの男たちの姿を、一瞬も見逃すまいと霞かすむ目を凝らす。

　彼らは物も言わず、無感動な眼差しでこちらを眺めていた。

　ひどく冷めたようなそれ。

　遅れてやってきた自分を、幼児のように騒ぎ立てる自分を見下すようなそれ。

　なおさら癇かんに障さわり、怒髪天を衝いた。

　ほとんど我を失い、吼ほえ、眼前の偉い丈じよう夫ふに躍りかかる。

　ルークはたったの一瞬、たったの一撃に心血を注ぐことを決めた。大地を揺るがすが如ごとき雄お々おしさで前方へと踏み込み、腰のためから惜しみ無く遠心力を伝達させた正せい拳けん突きを真正面に打ち放つ。この後に酸欠で失神しても構わない。全身に巡る呼気をこの一撃で消費し尽くすつもりで渾こん身しんの打撃を繰り出した。

　そして無む為いと化した。

　腹立たしいことにハンニバルは避けもせず自らの肉の胸板でもってそれを受け止めてみせた。衝突の轟ごう音おんが鼓膜を震ふるわせ、彼はわずかに息を呑のむ素振りを見せたが、及ぼせた影響はたったそれだけで終わった。

　代わりにこちらの拳こぶしが崩壊した――そう錯覚するほどの激痛が手から腕へと伝う。悲鳴はあげなかった。呑み込んで押し殺した。

　恥も外聞も無く大おお股またを開いて身体からだを支えることでようやっと立つことができている。それでもルークはまなじりを決してハンニバルの面を見上げるのを忘れなかった。

　ハンニバルはやはり冷めた目でこちらを見下ろしている。

「ルークくんの怒りももっともですが」

　ヒューゴーの声が聞こえた。

「我々だってみすみすセシリーさんを魔剣にさせるつもりなんて無い。そのために彼女の父の遺言に従い、彼女にこの事実を伝えていない」

「ここからが本題だ。傾聴せよ、ルーク・エインズワース」

　不動のハンニバルが真上から言葉を降らす。

「だからこそ聖剣が必要なのだ」





「この魔剣化ではアリアのように人と剣の姿を兼用することはできないらしい。少なくとも魔剣化に成功した祖父にそれは叶かなわなかった。魔剣化した祖父はヴァルバニルの封印強化遠征の際に使用され、そこでヴァルバニルに深手を負わせることに成功し、その有効性が実証された」

　魔剣化した実祖父がヴァルバニルへの有効性を認められた――

　身内の彼女にとっては酷こくでしかないような内容を、セシリーは続ける。

「父もその遠征で悪魔契約を行ったらしい。そして何らかの事故で魔剣化に失敗し、内臓の大半を霊体に喰くわれるだけに終わった。……そのような後遺症にもかかわらず、驚異的な生命力でかなり長生きしたらしい。実際、私は全然気付かなかった。気付かせないよう父は耐え続けていたんだ」

　言葉を切り、顔を上げた。

　わずかにその瞳ひとみが湿っていた。

　しかし彼女は泣き崩れるような醜態は見せず、そして驚くべきことに――微笑ほほえんだ。

「以上だ。……ありがとう、聞いてくれて。少しだけ楽になった」

「ふざけるな！」

　反射的に怒ど鳴なり返していた。

「こんなので楽になるわけがないだろうがッ！」

　気休めにもならない。

　キャンベル家に課せられ、彼女が継承した役割は変わらずにそこにある。

　心が楽になれるわけが無い。

「うん、でも」

　取り乱すルークに反し、セシリーは不思議と落ち着き始めているように思えた。

　表情に生気を取り戻しつつある。

「話しながら思ったんだが……いや、ここまで深刻ぶっていてこう言うのもアレなんだが……私が魔剣になることは、ひょっとしてあり得ないんじゃないかな」

　耳を疑った。

　――何を言ってやがるっ？

　唖あ然ぜんとして彼女の顔を凝視する。

　しかしまったくもって信じがたいことに、彼女は自らの発言でさらに確信を得たらしい。はたと膝ひざを打ち、そして見る見るうちに表情を輝かせていった。

「ああ、そうだ、そうだよ。あり得ない。私は本当に馬ば鹿かだな。迂う闊かつだった」

「何を言って――」

「だってルークがいるじゃないか」

　言葉を、失う。

　今度の今度こそ、何も言えなくなった。

「あなたが聖剣を打つから。その聖剣がヴァルバニルを封印討するつから。だから予備の鞘さやは要いらない。私は犠牲にならない」

　平然と、当然のようにほざく。

　ルークにはほざいているようにしか見えない。

「厄やつ介かいなものを背負わせてしまって心苦しくは思う。でも――やっぱり私はあなたを信じているから。キャンベル家に『聖剣の鞘』という役割が割り振られていようといまいと、それと関係無くあなたは大業を成す」

　また微笑ほほえんだ――もういつものセシリー・キャンベルだ。

　今さっきまで震ふるえていた女は何ど処こにもいない。

「そう、私は信じているから。だから私は大丈夫なんだよ」

　――なんで、お前は。

　どうしてそんなにも安直に俺おれを信頼できる？

　今に限った話ではない。軍国へ向かう道程でもこの女は言っていた。

『私はルークの腕を信頼している。あなたという人間の底力を信じている――』

『できないのか？　ルーク・エインズワース』

　盲目的とすら思える。理解できなかった。何な故ぜそこまで自分のような人間に全幅の信頼を寄せられる？　こんなたかだか十七の小僧に何を期待する？

　信じられないくらいに単純で、頭が悪い。

　……だが。

　そんな彼女に、自分は言ってしまった。

『できる』



　脳裏でハンニバルの言葉が連鎖的に弾はじける――



「だからこそ聖剣が必要なのだ」

「何なに故ゆえに聖剣の予備を『聖剣の鞘さや』と呼ぶのか。何故にそれを隠語としたのか。そこには意味がある。――考えろ」

「禍まが払はらいの剣である聖剣は霊体を断ち斬きることができる。考えろ――その意味を！」

「それが『鞘』たる所ゆ以えんなんだ。クソッタレな初代の遺のこした恩情。鞘は収めるべき剣を要する――聖剣を収められることで初代の術式は崩壊する！」

「初代がキャンベル家の人間に施した術式を、聖剣は断ち斬ることができるのだ！」

「聖剣さえあればヴァルバニルを封印するだけではない、キャンベル家が継承し続ける細工もまた絶つことができる」

「ルーク。だからワシらはずっとずっと待っていたのだよ。お前が自らの意志でその道に本気になり、前へと進もうとするのを」

「お前は覚悟したんだよな？　ならばワシらは問答無用でお前に背負わせるぞ。遠慮はしない――背負わせるぞ!?」

「ルーク・エインズワース。必ず聖剣を完成させろ！」

「バジルの息子であるお前にしか成せない――」

「セシリーを救え!!」



『できないのか？　ルーク・エインズワース』

『できる』

　俺おれにしかできない。

「表へ出ろ」

「え？」

「表へ出ろと言ったんだ」

　喧けん嘩か腰ごしの命令にセシリーは困惑しているようだった。

　ルークは椅い子すを蹴け倒たおしながら立ち上がり、食卓を回り込んでセシリーの手を取った。

「え？　ちょ……え？」

「来い。――リサ！」

　ハイーッ！　と奥の炊事場から弟子が飛び出してきた。その後ろからそっとアリアも顔を覗のぞかせる。

　彼女らが聞き耳を立てていたことは知っていた。だから説明は不要。

「外へ出ろ」

　三人を屋外へと追い出した。





　空は忌いま々いましいほどの秋晴れだった。よく澄んで晴れ渡り、冷たく吹き抜ける風の最中で日中の陽光がわずかに肌を温めてくれる。その平穏さに神経が逆立ち、ルークは衝動的にすべてぶち壊してやりたくなる。

　何な故ぜ外に出たのかわからない、というようにセシリーとアリアが立ち尽くしていた。

　ルークはリサを振り返った。弟子の彼女だけはすでにこちらの意図を把握していたらしい。具体的な指示を下していないにもかかわらず、一個の玉たま鋼はがねと刀身の無いただの柄を手渡してきた。

「いつでもどうぞ」

　言って、瞼まぶたを閉じる。

　だからルークもさっさと宣言した。

「鍛錬を開始する」

　リサの左瞼が限界まで見開かれた。

　曝け出された左眼球はまるでそれ自体が一個の生命体のようにおどろおどろしく蠢うごめき、目まぐるしく視線を彷徨さまよわせ、やがてある一点を凝視して静止する。

　その視線を受けた虚こ空くうが、黒い炎球を生んだ。

　人間を優に呑のみ込める巨大さである。熱を持たない炎球は、やはり熱を持たない粉を飛ばし、生き生きとうねり揺らめく。

　ルークはそれに玉鋼を放り投げる。

　次いで柄を持った右腕を挿入し――唱え始めた。

「水ミズ減ベしシ。小コ割ワリ。選セン別ベツ。積ツみミ重カサねネ。鍛タン錬レン」

　ルークにはある懸念があった。

　聖剣へと至る糸口。

　それがこの『魔剣精製』にあるのではないかという懸念。

　初代ハウスマン――今日一日でシーグフリードに並ぶほど憎き男となった――の過去の文献資料を求めたのも、このリサの能力に関連した情報が無いか模索するために他ほかならない。

　聖剣に至れなかったバジル・エインズワースに無く、ルーク・エインズワースにあるもの。

　それが『魔剣精製』。

「折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ。折オりリ返カエしシ」

　想像しろ、とルークは胸中で自身に命じる。

　想像しろ。

　目に見えぬ邪じやを断ち斬きるイメージを。

　皮ひ膚ふを裂かず、肉を断たず、骨を折らず、あくまで呪のろいのみを滅ぼすイメージを。

　禍まがを払う。

　これからこの刀に乗せるのは、そういったものだ。

「――心シン鉄カネ成セイ形ケイ。棟ムネ鉄カネ成セイ形ケイ。皮カワ鉄カネ成セイ形ケイ。刃ハ鉄カネ成セイ形ケイ。造ツクりリ込コみミ。素ス延ノべベ。鋒キツサキ造ヅクりリ。火ヒ造ヅクりリ。荒アラ仕シ上アげゲ。土ツチ置オきキ。赤アカめメ。焼ヤきキ入イれレ。鍛カ冶ジ押オしシ。下シタ地ジ研トぎギ――備ビン水スイ砥ド、改カイ正セイ砥ド、中チユウ名ナ倉グラ砥ド、細コ名マナ倉グラ砥ド、内ウチ曇グモリ地ジ砥ド。仕シ上アゲ研トぎギ――砕クダきキ地ジ艶ヅヤ、拭ヌグいイ、刃ハ取トりリ、磨ミガきキ、帽ボウ子シなナるルめメ」

　背中に、どうして、と問う声を聞いた気がする。

　お前を救うためだ、と背中で答えた。

　どうせ伝わるまいが。

「――――柄ツカ収オサめメ」

　炎球が粉々に消し飛んだ。爆発の余波が辺り一帯の草花を刈り上げる。

　爆風の後、ルークの手に残ったのは一振りの刀。

　それは淡い青に発光する得え物ものである。

　伸のびやかに反りを描き、美的な刃は文もんが波打つ表面。

　見事の一言に尽きる霞立かすみだち。

『魔ま刀がたな』

　己の最新の鍛たん練れん経験を再現し、さらに付加能力を上乗せした剣だ。

　それを手にルークは茫ぼう然ぜんと立ちすくむセシリーを振り返り、

「――――」

　そして悶絶しかけた。

　リサの『魔剣精製』は代償を要する。

　悪リ魔サは自身の“〝肉”〟を消費し、

　術者ルークは自身の“〝魂”〟を消費する。

　この消耗はある程度制限することができるが、ルークは己のそれに関しては一切の制限を放棄していた。“〝魂”〟をすり減らすことで能力の付加は成される。だから制限しない。いつだって全力で注ぎ込んできた。

　故ゆえにこそ今、魂の磨耗は容赦無くルークの身を蝕むしばむ。残された右眼球の視力が一時的に奪われ、視界が歪ゆがみに歪んだ。全身の骨を粉々にすり潰つぶそうかという激痛に気が狂いそうになる。

　五感が軒並みいかれるのがわかる。前後不覚。正体を失いかける。

　そうやって耐えられようはずも無い消耗に意識が塗ぬり潰つぶされる直前。

　耳が、確かに捉とらえた。

「どうして」

　セシリーの声。

　ルークは閉じかけた瞼まぶたを見開いた。

　――気取られるな！

　屈しかけた膝ひざを真まっ直すぐに伸のばし、断固として立つ。

　是が非でも倒れない。

　言うまでも無くこの消耗を彼女に知られてはいけない。自身が傷を負うことに関しては無む頓とん着ちやくな彼女は、しかし他者の自己犠牲を厭いとうに違いない。そしてそれをさせているのが自分だと勝手に思い込んで勝手に傷つくに違いない。いい迷惑だ。

　だから魂が削られようとも捩ねじ伏ふせろ。

　成すべきことを成すまでは絶対に膝を折るな。

　平気な面をしていろ。

　セシリーの父が娘に隠し通したように、

　――完かん璧ぺきに騙だまし通せ！

　荒れる呼吸を無理矢理整える。全身が脂汗に濡ぬれていたが、最も大きな波は超えた。

　魂は削れたが、自分はまだ生きている。

　この右目はまだ見える。

　ルークは『魔ま刀がたな』を脇わき構えにし、棒立ちするセシリーに警告した。

「そこを動くなよ」

　彼女は動かない。あまりの混乱に動けないのだ。

　それでいい。

　放つのは横薙なぎの斬ざん撃げき――ではない。

　今目指すべきは一点打破。呪のろいのみを打ち滅ぼす一撃。

　ルーク・エインズワースは強くイメージする。

　父の打った直刀。

　リーザ・オークウッドやセシリー・キャンベルが得意とする攻撃。

　そう、真っ直ぐに射抜く刺突。これだ。皮ひ膚ふも肉も骨も傷つけずただその心の臓を縛る二重の呪い、それのみを貫くイメージを刃に乗せる。この手にある『魔刀』は直刀ではなく反りを描いたものなので厳密に言えば刺突に向いてはいない。だが必ずしも突くことができないわけではない。

　貫ける。

　――俺おれはできる！

　ルークは己の脇位置からそれを解放。全身全霊、全体重を乗せて刺突――

　光条が、

　奔はしる。

『魔刀』から迸ほとばしった一条の閃せん光こうはセシリーの胸むな許もとに衝突し、まず鉄の胸当てを破壊した。その下の肌に触れ、切っ先から問題無く通過。皮膚も肉も骨も、一切を傷つけること無く青い閃せん光こうは正に鞘さやに刃を収めるが如ごとく彼女の胸に吸い込まれ――

　そしてそれと正対する。

　刹せつ那なの出来事である。得え物ものを通し、刹那的にルークは感じ取った。セシリーの心臓を鎖のように縛る文字列の存在。そこに『魔ま刀がたな』の刃先がかち合うことで脳内にそれの映像が送り込まれる。これが死し言ごんであり、さらにその上に別の言語が上書きされている。初代ハウスマンの施した術式の正体をルークは知った。

　そして同時。

　文字列に触れる先から『魔刀』が崩壊していく現象も感じ取っている。

　――ああ、やっぱり駄だ目めか。

　駄目だろうことはわかっていた。聖剣は未だ彼方。

　初代ハウスマンの堅けん牢ろうな術式は、今はまだ破れない。

　しかしルークは笑う。自分の成した会心の出来に唇の端を吊つり上げる。

　――無駄では無かった。

　そう、この試みは決して無む為いなものでは無い。

『魔剣精製』によってできる刀は、

　――――セシリーの心臓に施された呪いに直接干渉することができる！

　確かな希望を見み出いだした。上出来以外の何物でもない。



    

  
    
      



    

  
    
      『魔ま刀がたな』が完全に砕け、粒子となって空気中に散る様を見ながら、ルークは心が強烈に昂たかぶるのを抑えられなかった。自分は戦える。無力ではない。やれることがある。

　彼女を救える。

　湧わき上がる歓喜が激痛、疲労、魂の消耗を完全に忘れさせた。吹き飛ばした。いつかの白兵戦のように笑い出したい衝動が込み上げる。

『そう、私は信じているから。だから私は大丈夫なんだよ』

　いいだろう。

　一途に俺おれを信じていろ、セシリー・キャンベル。

　俺は聖剣を打つ。

　ヴァルバニルを討ち、お前の呪のろいを断つ。

　お前を救う。

　ルークはそう覚悟を決め――

　剥むき出だしにされた胸を腕で隠し、顔を真っ赤にしたセシリーにぶん殴られて失神した。
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「また派手にやってくれましたね」

「ただクソガキが駄々をこねていたので少し教育してやっただけだ。あれからも異様に向かってきたのには少々骨を折ったが。まあ余よ裕ゆう綽しやく々しやくでぶっ飛ばしてやったが。あの小僧、鍛え方が足らん」

　嘘うそおっしゃい、とヒューゴーは小さく笑った。

「知ってるんですよ。本当はルークの拳こぶし、利いていたんでしょう？　痩やせ我が慢まんはいいですから後で医務室に行ってきてください」

　むう、とハンニバルが唸うなる。

「しかしとうとうこの日が来てしまいましたね」

「後はルーク次第だ。無力なワシらはあいつに委ゆだねた」

「そう開き直るのも問題あると思いますよ」

「開き直りたくもなる」

　ハンニバルは拳を握る。大岩のような拳げん骨こつ。

　どんな武芸者も、どんな軍隊も、どんな人外も、どんな悪魔も粉砕できるはずのこの拳にはしかし、叶かなえられないことがある。

　これでは救えない少女がいる。

「あんなクソガキに委ゆだねなければならないのだ。歯は痒がゆくてならんよ」

「そうですね」

　ヒューゴーはため息をつく。

　無力な自分たちは、二十にもならない青年にすべてを背負わせてしまった。

　実に罪深い。

「でもだからこそ、これからは全力で戦える」

「その通りだ。譲るのは一度で結構」

　ハンニバルは踵きびすを返し、

「もう一片たりとも誰だれにも譲りはせん」

　ひとり部屋に取り残されたヒューゴー。

　彼は一度瞼まぶたを閉じ、息いきを吐つく。

「……しかし」

　そしておもむろに瞼まぶたを開いて、

「本当に派手にやってくれましたよ。あのふたり」

　うめいた。

　調度品のほとんどが壊れ、壁に穴が開き、書類の紙がばらばらにぶちまけられた部屋を見回し――うめくしかない。

　しかもあの男。

「トンズラこきやがりましたし」





「ぅ……」

「あ――目が覚めたかルーク！」

　薄く瞳ひとみを開いた直後に、女騎士の顔が視界に入ってきた。

　ほっとしたように涙ぐみ、そして――はっと思い出したように罵ば倒とうを降らせてくる。

「ま、『魔ま刀がたな』の試し斬ぎりがしたいのなら先にそう言え！」

　寝起きながら彼女の抗議はもっともだと思った。

　ルークは視線だけで確認する。

　どうやら自分は母おも屋やの寝室で寝ているらしい。すぐ脇わきでは椅い子すに腰かけたセシリーがまだ口くち喧やかましく喚わめいている。ちなみに先の騒ぎで胸当てが破壊されてしまったため、彼女はいつかのように胸に急ごしらえの布を巻いていた。

「リサたちは」

　喉のどから絞り出した声があまりに弱々しかったせいだろうか、セシリーがぴたりと非難の声を止めた。眉まゆをひそめ、心配そうにこちらの顔を覗のぞき込んでくる。……やめろ。顔を近付けるな。妙な気持ちになる。その胸もだ。布だから目立つんだよ――もちろん口にはしない。どれかひとつでも口にすればハンニバル並の拳けん打だが振り下ろされるのは想像に難くないから。

　こちらの内心を知ってか知らずか、セシリーは顔を離した。

「リサとアリアは夕食の準備をしているよ」

「夕食？　俺おれはそんなに寝てたのか」

「ずいぶんと深く眠っていたよ、あなたは。今起きたのが不思議なくらい。……前にも軍国で同じ『魔ま刀がたな』を作っていたが、あれはそれほど消耗するものなのか？　あなたの疲労の仕方が半端じゃない」

「ああ、結構疲れるんだアレ。安心しろ、寝れば治る」

「……そうなのか」

　そうなんだ、と息いきを吐つき、天井に視線を転じる。この女は単純に騙だまされてくれるから助かる。

　ぼんやりと考えた。

　――俺はあとどれだけの時間を生きられるのだろう。

　自分は『魔剣精製』の度に確実に寿命を縮めている。この調子で行けばその日はそう遠くないような気がする。

　ヴァルバニルと相あい見まみえる日まではもたせねばならない。

　最低でも聖剣を完成させるその日までは、生きる。

　ふと頬ほおに柔らかな感触を得て、首を動かす。

　枕まくら元もとのセシリーの手がこちらの頬に触れ、指先で撫なでていた。

「なんだよ」

「痛いだろう？　力いっぱい殴ってしまったから」

「別に」

「強がらないでくれよ。……いや、ごめん。殴ってしまって」

「だからどうってことないと言ってるだろ。俺も悪かった」

「駄だ目めなんだ、私は」

　セシリーは苦笑して、

「どうにも女らしく振る舞えない。ああいうときは普通、もっと違った反応をするんだよな？　悲鳴をあげるなりその場にうずくまるなりしてさ。少なくとも私みたいに相手を殴ったりしない。……別に普段は気にしないんだけど、でも時々ちょっと、そういうところはなんとかしたいと思う」

　私も一応、女だから。

　最後の一言はうつむきがちに、小声で付け足された。自身の言葉に恥じ入るように。

　そんな彼女を見上げながら――ルークは言った。

　当たり前のように。

「安心しろよ」

　え、とこちらを見やる。

「十分だ。今のままで」

「……本当？」

　わすかに頬ほおを染めて、首を傾けて彼女は囁ささやく。

　畜生、とルークは内心で呟つぶやいた。反則だ、それ。

「俺おれが保証してやるよ」

「ありがとう」

「は」

　セシリーは柔らかく微笑ほほえんでいた。

「今のこともそうだけど……さっきの試し斬ぎり。あなたは『聖剣の鞘さや』を、私の死し言ごんの術式を解こうとしてくれたんだな」

「……」

「あなたはいつもそうやって私を助けてくれる。ありがとうを、たくさん言いたい。ねえルーク。私はあなたがいるから戦えるんだよ」

　瞬間、ルークは身動きが取れなくなっていた。

　薄く微笑ほほえみ、少しだけ瞳ひとみを濡ぬらすセシリー。

　そんな彼女からどうやって目を逸らせばいいのか、わからない。その方法がまったくもってわからなくて、後頭部の辺りには鈍い痺しびれがある。

　呆ぼう然ぜんと、ただ互いに見つめ合う。

　ルークは自然と口にしていた。

「俺はお前を救うぞ」

「うん」



　――遠からず俺は死ぬ。



　短命に終わる。

　だからこの胸の内にある想おもいを声に出して伝えることはしないだろう。

　死ぬことがわかっている人間にそんなことはできない。たとえリサがいくら「ルークのバカ！」と罵ののしろうがこれは絶対に覆らない。



　でも誓って言える。

　自分はこの残り少ない魂を、この女のために必ず尽くす。

　そのためなら。

　死んだって、構わない。



    

  
    
      
Epilogue　エピローグ



　そして束つかの間まの日常が終わりエピローグを告げる。
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　そこは会議室である。

「ランスロット・ダグラス。首尾を報告しろ」

「芳しくない、と言ったら」

　色いろ褪あせたローブを着た、初老の男がその顔面に昏い笑みを貼り付け、言った。

「ワシの首は刎ねられるのかね？　ん？」

　会議室の円卓を三人の人物が囲んでいる。

　そのひとりである初老の男――ランスロット・ダグラスは一同の表情をざっと窺うかがい、おお桑原桑原と肩を揺らした。たくわえた白髭を皺しわだらけの手で撫なでつけ、喋しやべる度に苦しげに喉のどを振るわせる。

「お前さんがたは結果主義だからの。ワシもいつ処分されるか知れたものではない」

「ダグラス。戯れるのはその辺にしておけ」

　苦言を呈したのは散切り頭の男である。

　屈強な体格を黒の鎧よろいで固めた騎士。

　帝国騎士団総団長オーガスタス・アーサーは目を細め、低い声で警告する。

「私は気が短い」

　ランスロットは「それはすまんかったの」とあっさり身を引いた。

　彼は群集列国と帝国のパイプ役を務める人材である。三国一都市会議においては群集列国側の代表として出席しているが、以前からこうして帝国とのつながりを持っていた。合併においても裏で動いていたのは彼である。

「だが芳しくないのは本当じゃよ。未だ統合を拒む小国家が少なくない。この度の合併に納得がいかないと言って離反を起こしているところもいくつか。どうもお前さんたち帝国に悪い印象を持っているらしくてな、合併にメリットを感じないらしい。面倒極まりないよ」

「悪い印象？」

「ほれ、群集列国にある奴隷国家のお得意先が帝国じゃろう？　すぐ死ぬから補充と称して頻繁に奴隷を買い換えているじゃないか。群集列国の小国家すべてが奴隷国家というわけではないから、そういった国では奴隷を買い漁あさる帝国の印象が良くない。もっと厄やつ介かいなのはそうした志を共にする国同士が結託を始めているという点。下へ手たをすれば他国に流れる恐れもある。まあ、そうそう祖国の地を捨てられはしないだろうが」

「……何な故ぜだ。奴隷だぞ？　補充するのは当然のことだろう」

「ワシもそう思うんだがな、事実なんじゃからしょうがない。そういった考えを持つ国が複数あったからこそ、群集列国としての統合も以前から上う手まくいかなかったのだし」

「理解できん……」

　心底わからない、といったようにオーガスタスは首を横に振る。

　帝国と群集列国の合併により成立した『帝政列集国』。

　その報は大陸全土に衝撃を与えた大だい事じだったが、しかしその内実はランスロットの言うように“〝成立”〟と言えるほどの統一を図れていなかった。

　群集列国という括りは小国家の群れを便宜上ひとまとめにして呼んでいたのがいつしか定着したものに過ぎない。元々は独立していた国々であるため、小国家それぞれの特色や組織形態は国によってかなり異なっている。その中のある国の王が帝国や軍国とのパイプをつなぐのを目的とし、ひとつにまとめ上げようとしたのが『群集列国』という名称の発端だ。

　大陸諸国がそれぞれの見解に基づいてヴァルバニルを“〝神”〟や“〝獣”〟と呼ぶ中、“〝機械機構”〟と呼んでいた群集列国。それはかの獣を“〝霊体を生み出す機械”〟と捉とらえ、それによって得られる恩恵を、貪欲に利益追求を目指したための呼称である。

　そうして群集列国の統一に努めた王だが、彼は遠くない過去に謎の死を遂げている。

　そしてその間隙を突くように、彼がひとつにまとめつつあった群集列国は合併と称して帝国に“〝吸収”〟された。その「謎なぞの死」とやらが何に――“〝誰だれ”〟によってもたらされたかは定かではないが、とにもかくにもいささか強引さが目立ったこともあり、『帝政列集国』という勢力作りは後れを取っていた。

「もう少し時間がほしいというのが正直な話じゃ」

　ランスロットは疲労の見える吐息をつく。

「離反した彼らに帝国への理解を深める時間が要いる」

「そう言っていつまで先延ばしにするつもりだ」

　オーガスタスは眉み間けんに皺しわを寄せ、

「もう間も無く二国一都市会議だぞ」

　近く、独立交易都市にて開かれる二国一都市会議、通称『ヴァルバニル会議』。そこで確実に議題に挙がるのが自分たちの合併についてだろう。実情、意図、ヴァルバニル戦への影響――そういったことに関して今のうちに見解をまとめる必要がある。

「悠長になどしていられない。そもそも奴隷制度に反対するような奴やつらだぞ。時間をかければ説き伏せられるのか？」

「そうは言われてもな――」

「潰つぶせよ。さっさと」

　ランスロットとオーガスタスは口を噤つぐみ、そちらを見やった。

　円卓を囲む最後のひとり。

　銀髪の男である。オーガスタスと同様の黒い鎧よろいをまとい、その空気は何ど処こか鋭利な刃物を連想させる。彼はその脚を無作法に円卓の上に載せて寛いでいた。

　帝国戦士団団長、シーグフリード。

　何な故ぜそうしないんだ？　という気だるげな顔で彼は言う。

「歯向かうなら潰せばいい。何を遠回りしている」

「し、しかしだな……」

　ランスロットは困ったように弁解する。

「反抗する国をいちいち武力で制圧していたら身がもたん。そもそもそのような圧政を押しつけてばかりいれば国自体が沈むぞ。土地を手に入れることができても人を手に入れることができない――」

「離反しているのは奴隷国家以外の小国家なんだろう？　ならば特に問題は無い」

　シーグフリードは淡白に述べる。

　彼の常識を語る。

「人外と奴隷を提供してもらえれば、俺には問題無い。それ以外は要いらないから沈ませろ」

　ランスロットとオーガスタスが言葉を失った。

　奴隷を“〝物”〟と捉とらえて会話していた彼らも、この発言には茫ぼう然ぜんとせざるを得なかった。

　不要だから、国を沈ませろ――

　生なま半なかな神経で言えることではない。

　ふたりの顔を見たシーグフリードは片かた眉まゆを上げ、

「……ああ、失礼」嗤わらう。「俺おれたちには、だな」

　なんとも言えぬ空気が漂うが、銀髪の男は意に介する様子も無い。

「ランスロット・ダグラス。群集列国には俺の魔剣を一本と、あと戦士をひとり、貸してあっただろう」

「あ、……ああ」

「そいつらを使え。国ひとつ落とすのにはちょうどいい」

「あ、アレをか」

　何を思い出したのか、ランスロットは頬ほおを引きつらせた。

「アレはワシには扱いにくいのだが……言うことをまったく聞いてくれん」

「あいつらはちまちまとした小さい仕事を嫌う。――安心しろよ。国をひとつ滅ぼせと一言命じれば喜んでやるぞ」

　シーグフリードは禍々しい笑みを浮かべた。

　愉快そうに。

「イライザ・イヴァはそういうことができる魔剣だ」
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　ヒルダ・キャヴェンディッシュは逃げ切れなかった。

「ぐ、うぅ……っ！」

　それは目視できるほどの輝きと小爆発を伴い、鞭のように周囲の大地を這はって飛び交う。奔はしる光の帯は直線ではなく何度も鋭角を描いて蛇行し、だが光速でヒルダの行く先に回り込んで無慈悲に彼女の肌を叩たたく。するとどうしたことかその打たれた肉体の部分が感覚を消失し、遅れて痛烈な痺しびれをもたらした。

　わずかに肉の焦げる音と臭気が鼻び孔こうを突く。

　己の肉の、である。

　痺れは四肢の自由を奪った。ヒルダは立つこともできず無様に地に突っ伏す。うつ伏せに倒れた身体からだは彼女の意志とは裏腹に断続的に震ふるえ、奇怪にのたうった。体内を巡る電流がそれをさせて肉体の主導権をもぎ取る。

　もはや顎あごの感覚も失われていた。口を閉じることができず、野犬がするように舌が外に出てしまう。人間の体ていを成すことすら叶かなわない――この“〝感電”〟と呼ばれる現象を、ヒルダは目撃したことがあった。

　この現象によって、自分の同胞たちは目の前で皆殺しにされたのだ。

　しかし、とヒルダはなけなしの思考力で考える。

　自分を取り巻いているのは、普通ならばそれだけで心停止するような電撃の力場である。それどころか殺された同胞の中には稲妻と見み紛まがうほどの衝撃波に打たれ炭化する者もいた。

　だが今、己は死んでいない。

　痺れ、肌の一部が火傷を負い、一切の身動きが取れなくなっていることは確かだが――死んではいない。

　生きている。

　何な故ぜ……？

「あんたを飼うためよ」

　声は頭上から降ってきた。

　そいつは爪先でヒルダの脇わき腹ばらを蹴けり、仰あお向むけになるよう転がした。その際の振動が未だ体内を流れる電撃と干渉し合ってか細い悲鳴をあげる。

　かすむ視界で、ヒルダは見上げた。

　ひとりの女が彼女を見下ろしていた。

　気がつけば力場は消えている。この女の出現を機に。

「私たちはあんたの腕を買ってるんだよね」

　女は言った。

　口々に言った。

「ランスロット・ダグラスは安易に処分しろなどとほざいてたけれど」

「あの人は見る目が無いのです。使えそうな人形なのに」

「だから私たちでいただいちゃおうぜ」

「ええ、とてもいい考えです。素敵」

　見下されているとあからさまにわかる視線と言動。しかし人形呼ばわりされたヒルダは怒りよりも困惑を覚えた。噂うわさで前もって聞いていたし、同胞たちが殺された現場にいたのだから顔や容姿は既知だったが、いざ面と向かってみるとやはりこの女の奇抜さは際立っている。

　左右非対称の髪型。

　右は側頭部でひとつに束ね、左は手を加えず真まっ直すぐに流している。

　衣装は左右でデザインやスカートの丈が異なる、華やかなドレス。

　そして――

「だって」

「この人形」

「上う手まく飼い殺しにできそうですよね、イライザ」

「上手く飼い殺せそうだよね、イヴァ」

　一人二役、になるのだろうか。

　女はひとつの口でふたつの声こわ音ねを使い分けていた。

　一方は声の高い、ぞんざいで子どもじみた言葉遣い。

　もう一方は声の低い、丁寧だが冷たさの垣かい間ま見みえる言葉遣い。

　前者がイライザで、後者がイヴァ。

　ひとりの女がふたり分の人格を交互に演じ、呼称すら区別している。

　彼女はさらに、声音の変化に応じてその表情もくるくると変える。邪気に満ちた笑顔を浮かべたかと思うと、次には冷たく目を細めて大人びた表情に化けている。交互に言葉を発する度に目まぐるしく顔面が移り変わる様は見ていて気持ちのよいものではなかった。

　二者の精神をひとつの肉体に宿らせた女――イライザ・イヴァ。

　異常性をむしろ魅力として自負しているらしい『彼女ら』は、人間ではない。

　魔剣だ。

　それもこの世にふたつとない魔剣。

　嘲あざ笑わらうように『彼女ら』は言う。

「あなたは私たちのふたつ目の人形になります」

「光栄に思ってよね。すぐに使い捨てるけれど」

　ふたつ目の人形。ヒルダは意識を朦もう朧ろうとさせながらも聞き漏らさなかった。

　――ひとつ目のほうは、そいつか？

　くつくつくすくすと笑うイライザ・イヴァの背後には、一個の鉄塊が息を殺して佇たたずんでいた。

　それは“〝鉄塊”〟の一言に尽きた。体格からして男だろう――兜かぶとの面めん頬ぼおを下ろし、黒塗りの甲かつ冑ちゆうで全身を隈くま無なく覆った人物が石像のようにイライザ・イヴァのそばで沈黙していたのだ。主の彼女を見下ろす長身。四肢の厚みから鎧よろいの下の屈強な筋肉が推測される。

　こちらも名前だけならばヒルダも知っていた。

　ガストン・バスカヴィル。

　常にイライザ・イヴァに付き従い、決してものを語らぬ無機物然とした男。彼は兜で頭部を覆っているため何ど処こを見ているとも知れず、今も微動だにせず立ち尽くしているのでほとんどオブジェと化していた。

　イライザ・イヴァは魔剣化した際、自らをこの男に使用させる。

　死の執行者だ。

　――ワタシはこの男と同じモノになるのか。

　黙々と人を殺すような、飼い殺しにされる傀く儡ぐつに。

　同胞たちを殺した人形と肩を並べろと言うのか。

　ヒルダの内心の独白に呼応するように、イライザ・イヴァは言い放った。

「そろそろ痺しびれも抜けてきたころじゃない？　ねえイヴァ」

「そうですね。ずいぶんと手加減しましたから、イライザ」

「だったらもう喋しやべれるわよね？　――ならば選べ」

「死か生か。前者ならば何も言わずに瞳ひとみをお閉じ」

「後者なら、私たちの言葉を復唱すること」

　死か生か。

　その意味は明白。

　戦士としての矜持死か、奴隷への堕落生か。

「…………」

　不意に、まったくもって唐突に『あの女』の顔が浮かんだ。

　自分を襲い、殺されかけた相手であるにもかかわらず、ヒルダの境遇に激怒し、そして何の裏表無く自分を解放した『あの女』。彼女だったらどちらを選ぶのだろう。

　――たぶん『あの女』は誇りを捨てることなく死を選ぶだろう。

　いや、それとも諦あきらめずになおも戦うだろうか。……戦うかもしれない。

　たった一度しか会ったことが無い。にもかかわらずそう思わせる何かが『あの女』にはあった。

　――でもワタシは違う。

　逡巡にはさほどかからない。迷う必要も無かった。

　積年の習慣によりヒルダは選択する。

　瞳ひとみを、

　閉じない。

　すると嘲あざけりの声は容赦無く降ってくる。

「あんたはイライザ様の人形である。復唱して」

「……ワタシはイライザ様の、人形です」

「あなたはイヴァ様の人形である。復唱なさい」

「ワタシは、イヴァ様の、人形です……」



    

  
    
      



    

  
    
      　隷属を、声に出して認めることは思いのほかヒルダの心を突き刺した。屈辱に胸をえぐられる。

　しかし彼女は反抗の言葉を持たない。

　奴隷であることを選択した。

　――ワタシは逃げ切れなかった。

　きっともう一生逃げられないのだろう、この運命からは。

「よろしい。たった今からあなたは私たちの人形」

　イライザ・イヴァは唇の端を歪ゆがめる。

　それはイライザのものともイヴァのものともつかない微笑であった。

「死ぬまで私たちに仕えなさい。群集列国の奴隷民よ」

　群集列国には奴隷を公的に売買する国家がある。

　長きに渡る奴隷としての生き方が、ヒルダにその道を選択させた。



　　　＊



「ゼノビア様、お戯たわむれを！」

　アーヴィー・アーヴィングが悲鳴じみた声で非難した。

「御自ら『ヴァルバニル会議』に行かれるなどあってはなりません！」

「戯たわ言ごとをぬかすな！」

　対し、ゼノビア・Ｑ・ランチェスターは怒号を返した。

「今こそが大陸の危機。その命運を決する会議に吾われが参加せずしてどうする!?」

　軍国首都、主城。

　謁えつ見けんの間。

　その最奥には玉座――そこにおわすは齢よわい十を超えたばかりの少女である。

　彼女こそが軍国の王、最高責任者たる『総席』にして『少女王』の別称を持つゼノビア・Ｑ・ランチェスター。

　ゼノビアは今、その小さな身体からだで軍服の幹部たちと対立していた。

「ですから私に任せてくださいと申し上げているのです！」

　そして彼女と正面衝突しているのが軍国軍師、アーヴィーだ。

「この私が責任をもって軍国の代表者としての役割を果たしてみせます！　ゼノビア様のおっしゃる通り現在の大陸は一触即発の有り様、いつ戦争が起こってもおかしくありません。なればこそ総席御身の安全は確保して然しかるべきなのです！　ゼノビア様、どうか聞き届けてください――」

　彼に倣ならい、幹部陣も続々と在国を嘆願した。

「ゼノビア様！」「お願いいたします！」「今一度ご検討を――」

　しかしゼノビアは首を縦に振らない。

「できぬ」

「ゼノビア様！」

「大陸が滅ぶぞ」

　一刀両断。

　ゼノビアのその一言は鮮やかに幹部たちを黙らせた。アーヴィーすら言葉を切る。

　しんと水を打ったように謁えつ見けんの間は静まり返った。

「大陸が滅ぶのだ。今ここで動かねば」

　ゼノビアはゆっくりと己の配下たちに語りかけた。

「思い出すがよい。帝政列集国との白兵戦を。人外兵器による殺戮を。アーヴィー、そなたも申しておったろう？　あんなものは過去の大戦の再現に他ほかならないと。その言に偽いつわりは無いな？」

「……はい」

　軍国の聖剣師が心血を注いで鍛たん錬れんした大太刀や脇わき差ざし。それらを携えた精鋭の軍を、しかし帝政列集国の送り出してきた人外兵器の群れが一いつ蹴しゆうした。

　正に地獄絵図の光景だった。

　四十四年前の代理契約戦争は人外や悪魔が好き放題に跳ちよう梁りよう跋ばつ扈こする暗黒時代だったとゼノビアは聞いている。人が屠ほふられ、人ならざるものが大陸を支配していたも同然のような時代。

　先の白兵戦はその大戦と酷似しているのではないか。

　もしもあの兵器どもが大陸中に放されたなら――大陸は終わる。

　それこそ代理契約戦争の再来だ。

「今ここで動かねばならない。一度は奴やつらに土をなめさせられた吾われらだ。もう二度と同じ過ちを繰り返してはならぬ。吾が行き、この身を曝して真っ向から奴らと言を交える。吾らができる全力を今尽くすのだ。……なぁに」

　ゼノビアは微笑ほほえんだ。

「心配するな。無論ある程度の軍隊を引き連れる。護衛はドリスに頼むとしよう。彼女の武芸の発達具合は本当に素晴らしいからな。……ああ、シャーロットも連れて行くぞ。あれにはすでに旅支度をさせてある。長旅になるだろうから量も相当になったよ。ユーインはよくあれだけの荷物で済んだな」

「ゼノビア様……」

　アーヴィーは苦渋に顔を歪ゆがめるが、ゼノビアはなおも彼に微笑ほほえみかけた。

「そなたが無能と言っているわけではないんだ、アーヴィー。吾が直接赴おもむき、独立交易都市の助けになりたいという思いもある。セシリー殿や刀鍛冶ブラツクスミス殿に助けられた恩を返さねばならぬからな」

　ユーイン・ベンジャミンが魔剣を所望したとき、それを独立交易都市に寄贈させたのもそのためだ。軍国では呪のろわれた兵器として封印したものだが、きっとセシリーたちならそれを有効に利用してくれるに違いないと判断して。

　他ほかにも――これは口には出さないが、純粋に会って話したいという思いもある。

　彼らはどうしているだろうか。

　今も誰だれかを守るために戦っているのだろうか。

　ふたりの仲はどのくらい進展しただろうか。

　藪やぶ蛇へびだが気になって仕方がない。

　陽気にそんなことを考えたが、ゼノビアはつと表情を引き締め、沈黙する幹部たちに言い渡した。

「屈辱を忘れるな。吾われらは今、かの国に侮あなどられている」

　白兵戦の敗北。

　それはゼノビアたちにとって度し難い黒星だった。

「軍国の誇りを、今吾が取り戻す。妄信して従うがよい」

　それは横柄極まりない物言いだ。

　黙れ。ぐだぐだ言うな。自分の言う通りにしろ――こう言っているのと何ら変わりない。

　だが、幹部たちは一様に自身に火が入るのを知る。

　唇を引き結び、握り拳こぶしを作り、戦いへの意志を強く固く募らせる。

　ゼノビアは一同の面を見回し、頷うなずいた。

「吾が不在であろうといつでも兵を出せるよう準備しておけ。食糧の備蓄は足りているか。管理は怠おこたるなよ。民が『帝政列集国』成立の報に不穏な空気を感じ、怯おびえている。それには吾自らが出立の前に民らに言葉を残しておこう。それから――」

　矢継ぎ早に指示を飛ばす。

　幹部たちが慌あわただしく、次々と謁見の間を飛び出していった。

　騒然となる謁えつ見けんの間で、しかしアーヴィーだけは未だ立ち尽くし、強い眼光で己の主を見つめていた。

　そこには大きな覚悟がこもっている。

　ふむ？　とゼノビアは小さな腕を組み、命じた。

「アーヴィー・アーヴィング、お前の意志を聞かせろ」

「貴女様は私が守ります」

「いい答えだ！」

　そこで初めて、少女王は少女のように笑った。



　　　＊



「私を『聖剣の鞘さや』として正式に二国一都市会議に参加させてください」

　その日、市長室を訪れたセシリーは団長のハンニバルや市長のヒューゴーに具申した。

「キャンベル家が、自分が“〝魔剣化”〟という切り札としてあるのならば、会議への参加は正当な権利であるはずです」

　しかし答えは返ってこない。

　こちらの発言に彼らは一様に言葉を失くしているようだった。

　ふたりしてあんぐりと口を開け、硬直している。

　――まあ、無理も無いか。

　セシリーは苦笑交じりに思う。

　父の遺言によれば『聖剣の鞘』としての役割は、最後まで自分には明かされないものだったらしい。だからハンニバルやヒューゴーは細心の注意を払ってそれを知られないようにしたのだし、以前ルークがセシリーを会議に連れてきたときに激怒していたのも思えばそのためだった。

　彼らはずっと自分に隠し通してきたのだから、それがいきなりこのようなことを言われては驚くのも当然だった。

　団長と市長、ふたりは揃そろって口を開いた。

「どう」とハンニバル。

「して」とヒューゴー。

　何かの喜劇を見ているようだ。

「母と、そしてルークが教えてくれました」

「あのクソガキが……！」

　ルークの名に突如怒り心頭に発したハンニバルが傍そばにあった書棚を殴打した。見た目の艶からして新品であると思われる書棚は大陸最強の男の拳げん骨こつを受けて砕け散り、中に差し込まれていた書類の数々を床にぶちまけ、そして部屋の主であるヒューゴーが「買ったばかりのー！」と頭を抱えて絶叫した。……本当に喜劇にしか思えない。そういえば市長室にある調度品の類たぐいがどれもつい最近に新調したように真新しく見えるのは気のせいだろうか。

　ぜは、ぜは、と息を荒らげるハンニバルの背中を撫なでてどうどうと落ち着かせながら、ヒューゴーが言った。

「まあ、確かにルークも問題ですが……ルーシーさんがいつか口を割ってしまうのではないかという危き惧ぐはありましたからね……」

「まったく……！　どうして黙っていてくれないんだあの婦人は！」

「でも私は知ることができてよかったです」

　ハンニバルとヒューゴーが振り向く。

　セシリーは毅き然ぜんとした眼まな差ざしで、

「自分に何が課せられているのかも知らずにのうのうと生きるなんて、私は嫌です。それを知ってどうするかは私が決めること」

「君がそうやって生真面目に背負うからワシらは知られたくなかった」

　ハンニバルは嘆かわしいと言わんばかりに首を横に振る。

　そんな彼を安心させようとセシリーは微笑ほほえむ。

「言うほどではありません。私は半分しか背負っていませんから」

「……半分？」

「ルークがもう半分を背負ってくれました」

　ふたりが息を呑のむ。

　セシリーは自分の胸に手を当てた。この胸の内に――件くだんの『聖剣の鞘さや』がある。

「私を救うと約束してくれました」

　ルークがこの鞘に彼の聖剣を収め、初代ハウスマンの術式を破ってくれる。



『俺おれはお前を救うぞ』

『うん』



　故ゆえにセシリー・キャンベルは犠牲にならない。

　自身の運命に押し潰つぶされることは絶対に無い。

「だから私は大丈夫なんです」

「…………正直」

　ヒューゴーが眩まぶしいものを見るように目を細めていた。

「あなたがルークと知り合いだということを知ったときは肝を冷やしました。あのころはまだ彼も目覚めてはいなかった。セシリーさん、あなたはまだ十六の、父親を失ったばかりの新米の騎士だった。だからふたりの出会いを悪い方向にしか考えられませんでした。……でもそれでよかったのですね。私たちが心配する必要など無かった。あなたたちが出会えたことは、僥倖だった」

　セシリーとの出会いによりルークは過去のしがらみや悔かい恨こんと向き合うことができ、

　ルークとの出会いによりセシリーは自身の運命に敢かん然ぜんと向き合うことができた。

「……すまん」

　突然ハンニバルが頭を下げてきたので、セシリーは慌あわてた。

「え、あのっ？」

「君たちに背負わせてしまって、すまない」

「団長……」

　この偉い丈じよう夫ふが頭を下げているところを初めて見た故ゆえに、セシリーは呆ぼう然ぜんとしてしまった。

「ワシらは聖剣や聖剣の鞘さやに関してあまりに無力だ。具体的な策を講じることも何がしかの手を下すこともできず、ただ君たちに任せ、君たちを見守ることしかできずにいる。今までずっとそうだったし、これからもそうなのだろう。……そのようなワシらをどうか許しておくれ」

　許すも何も、と口ごもるが、ハンニバルの隣でさらにヒューゴーも頭を下げ出したのでいよいよ言葉に詰まる。

　――いや、待て。

　セシリーははっとして気付く。

　これはただの謝罪などではない。

　――懺ざん悔げ、なんじゃないか？

　聖剣を打たなければならない青年と、魔剣になることを課せられた少女。

　今までハンニバルたちにはそれを見守ることしかできなかった。事実を当人たちに克明に伝えても、徒いたずらに心を乱すだけ。青年と少女の使命と運命には青年と少女にしか立ち向かえない。

　だからずっと、その事実を誰だれにも知らせずに、苦痛と共に胸に秘め続けてきた。

　青年と少女の代わりと言わんばかりに背負って。

　何もできないという自責と無力を抱えながら、青年が目覚めるのを待ち、少女が傷つかないよう見守り続けてきた。それを本人たちに教えられないということに、また申し訳無さを覚えながら。

　これはその懺悔なのだ。

　――私にできることは何だ。

　この誠意に対して、自分にできることは。

「……条件があります」

　ハンニバルとヒューゴーが同時に顔を上げ、

「会議への参加。これが許す条件です」

　途端に苦虫を噛かみ潰つぶしたような渋い面になった。

「駄だ目めでしょうか？」

「承服しかねます」

　ヒューゴーは悩ましげにこめかみに指を当て、

「会議の面めん子つは――特に帝国や群集列国の者たちはあくまであなたを聖剣の予備としてしか捉とらえていない。使い捨ての道具なんですよ、彼らにとってあなたという人間は。故ゆえにこそ今まであなたが会議に呼ばれることは無かった。必要なときに呼び出せばいい、その程度の認識なのです。私は承服いたしかねます。きっとセシリーさんを中傷する場が待っている」

「問題ありません」

　即応し、セシリーはふっと笑う。

「そのときは団長や市長が私を守ってくださいますから」

　今まで陰ながら見守り続けてくれたように、今度は堂々と守ってくれる。

　――そうじゃありませんか？

　ふたりは目を丸くしていた。

　呆あつ気けに取られて、動かない。

　だから再度突いた。少し気恥ずかしいが。

「……結構自信あるんですよ。守ってもらえる自信」

　先に噴き出し、参ったと禿げた後頭部を叩たたいたのはハンニバルだった。

「負けだ！　ワシらの負けだセシリー！」

「そうですね……完敗です」

　大笑するハンニバル。

　ヒューゴーも脱力し、やがてくっくと肩を震ふるわせた。

　投げやりのように笑うふたりに、何ど処こか弛緩した空気を感じたのは――セシリーの楽観に過ぎないだろうか。

　この程度で彼らが長年背負ってきたものをすべて下ろしてやれるわけではないと思う。

　でもそれならば自分やルークでその荷を分け合えたらと思う。

　今日までハンニバルとヒューゴーが戦い続けてくれた。

　今日からセシリーとルークがそれに加わる。

　そしてそんな自分たちの後ろからアリアやリサ、自衛騎士団の面々が続く。

「守っていただけますよね？」

「ああ！」

　ハンニバルが豪快に応じる。横では頷うなずくヒューゴー。

「この拳こぶしに守れないものなど無い！」

「ならば」

　セシリーは曇り無く信じる。

「私たちは無敵です」



　　　＊



　そして束つかの間まの日常が終わりを告げ、大陸国家の重鎮たちは集結する。

　帝国と群集列国の――帝政列集国。

　軍国。

　独立交易都市。

　そして“〝聖剣”〟を打つ者と“〝聖剣の鞘さや”〟を継承する者。

　独立交易都市ハウスマンを舞台に、彼らは一堂に会する。





　大陸は揺れるのだ。



    

  
    
      
あとがき



　どうもこんにちは。

　三み浦うらです。

　本書は『聖剣の刀鍛冶ブラツクスミス #5.Sacrifice』ということで、軍国から独立交易都市に帰ってきたセシリー、ルーク、アリア、リサの日常にスポットを当てたシリーズ第五巻であります。四人だけではなく今まで登場したサブキャラたちも派手に動き回った、賑にぎやかな一冊になったと思います。

　日常にスポットを、ということでいつもと多少毛色が変わっておりますが、でもやはり物語の根底にあるのは何も変わりません。そして副題「Sacrifice（犠牲）」の意味。

　ひとり残らず日々を、今を、一瞬を全力全開で生きています。

　少しでも楽しんでいただけたら嬉しいです。



　本シリーズの表紙についてでも。

　気が付いたらセシリーのコスプレ大会になっている本シリーズの表紙ですが、どのような衣装にするかは毎巻担当さんと話し合って決めています。次はどんな表紙が来るんだろう、と楽しみにしてくださっている方も多いのでは。屡る那なさん、今回もイイ仕事しました。

　で、せっかくなのでもしも皆さんの中にも「こういう衣装が見てみたい！」というのがあれば遠慮無く三浦までお知らせくださいな。……え？　いえ、ネタが尽きたわけじゃないですよ。そんな馬ば鹿かな。い、一緒に作っていきましょうよ『聖剣の刀鍛冶』を！

　というわけでご意見ご要望お待ち申し上げております。……待ってます！（切実）



　本書の執筆にあたり、シャレにならないほどたくさんの関係者の方々にご迷惑をおかけしてしまいました。五巻を出すことができたのは正しよう真しん正しよう銘めい、皆さんのおかげです。

　担当のＫさん、俺がヒヨったときにはぶん殴ってでも立たせてやってください。

　絵師の屡那さん、本シリーズはあなたあってのものです（ちなみに第14話を読んだ後に本書のカラーピンナップをもう一度見てみてください。初見よりもずいぶん印象が変わっていると思います）。

　たくさんの方々へ、ありがとうございますのお言葉を。



　今月発売のコミックアライブ５月号でいよいよ山やま田だ孝こう太た郎ろう先生の漫画版がスタートいたします。このあとがきの後にもその漫画版の予告編が載っています。圧倒的画力で展開されるもうひとつの『聖剣の刀鍛冶』にも目を向けていただけたら嬉しいです。



　蛇足ですが、書けば書くほど己の未熟さを思い知ります。ひょっとしたらこの未熟さは一生かかっても克服できないんじゃないかとたまに怖くなりますが、それでも日々を、今を、一瞬を倒れるまで生きてみようと思います。こんな俺ですが、今後もどうかよろしくお願いいたします。

　それではまた、機会に恵まれたら会ってください。



平成二十一年三月　三浦勇雄



    

  
    
      　著者

　三浦勇雄（みうら・いさお）

　　１９８３年２月生まれ、弘前大学人文学部人間文化課程卒業生

　　現在は地元・北海道札幌市に在住

　　第１回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞の審査員特別賞を受賞

　　著作に『聖剣の刀鍛冶』シリーズ、『上等。』シリーズ（全８巻、ＭＦ文庫Ｊ）がある



　　熊谷雅人先生とＨＰやってます。

　　「ねこまるｎｅｋｏｍａｒｕ」

　　http://www.n-ekomaru.com/



　イラスト

　屡那（るな）

　　１９８４年２月生まれ。神奈川県在住。

　　代表作は『上等。』シリーズ、そして本作。

　　少しずつ温度もあがり冷え性ともこれでおさらばです。

　　が、花粉症の魔の手が待ち受けているので

　　セシリーに負けず根性で頑張ります。

　　なので手加減してください花粉様。
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